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特集：コガネムシ類〔1〕

ドウガネブイブイの発生要因と成虫の移動

いの

茨城県農業試験場稲
たか

茨城県取手地区農業改良普及所高
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ドウガネブイブイ血omaJac叩γeaHopeの成虫は樹

木や果樹類の新梢を摂食し，幼虫は土壌中にあって苗木

類の根およびサツマイモ，ラッカセイなど多くの畑作物

を加害することは古くから知られている（沢ら,1953；

吉田ら,1977；深沢，1977)。茨城県においては1975年

ごろから県西地帯で幼虫によるラッカセイの被害が目だ

ち始め,1977年には県南部の主要なラッカセイ栽培地

帯で多発し，発生面積は年々増加した。

コガネムシ類の多発生については，藤山ら（1973）は

農薬の使用による土壌中の生物相の貧困化を指摘し，吉

田ら(1981)は，種苗育成や園芸樹木の増加にその原因

を求めた。また，法橋ら(1978)は，アオドウガネの多発

生は作物の単一栽培による化学肥料や合成殺虫剤の多施

用が天敵類に強く作用し，両者のバランスを不安定にし

たことをあげた。本県におけるラッカセイの被害は，い

ずれも麦わらなど未分解の有機物をすぎ込んだほ場がド

ウガネブイプイの集中的な加害を受けている。近年，農

作業の機械化が進承，コンバインによる麦刈りは切断し

たわらをほ場全面に飛散させる。畑作振興による土作り

運動はこの麦わらをほ場へすぎ込むことによって地力増

強を図った。このことが本種成虫の産卵場所を作り，幼

虫の生息環境もよいことから被害が多発したと言える。

したがって，殺虫剤の多施用による天敵類の減少ととも

に，農業情勢の変化など人為的要因が被害を助長させて

いるのではなかろうか。

ドウガネプイブイの発生生態については，深沢ら

(1977),藤山ら(1973),吉田ら(1981),西垣(1983)

による詳細な報告があり，畑作物の被害実態も数多く発

表されている。ここでは，野外におけるドウガネブイブ

イ成虫の行動およびラッカセイほ場への産卵について述

べてふたい。

Ⅱ野外における成虫の行動

1誘蛾灯への飛来

沢ら（1955）はヒメコガネAnomalarufoc叩γeaMo-

TSCHULSKY成虫が灯火に対しきわめて強い走光性を示す

ことを発表し，深沢ら（1977）はドウガネプイブイ成虫

の光に対する反応時刻は，生殖・産卵行動の始まるころ

であろうと推察した。吉田ら(1981)は成虫の活動時間

帯は照度と関係が深く，西垣（1983）は成虫の行動とし

て，幼虫の生息場所から餌場への移動，餌場間の移動お

よび産卵行動など日常的な飛しよう行動であるとした。

また吉岡ら(1977)によると，成虫の飛しようはおそら

く産卵場所への移動で，生理的な要求から起こるもので

あろうと推察した。

1979年から1981年の水戸市（農試）におけるドウガ

ネプイブイ成虫の誘蛾灯（水銀灯）への飛来状況を第1

図に示す。

各調査年とも初飛来期は6月上旬，終息期は9月下旬

とほぼ同一時期であった．発生のピークは年次によって

多少異なったが，第1回は7月中・下旬，第2回は8月

下旬の2山型を示した。この傾向は深沢ら（1977）の調

査および沢田ら(1982)の報告でも見られ，ヒメコガネ

やアカピロウドコガネMarα此γαc“#α"ea(Arrow)の

誘殺推移とやや異なっていた。誘殺されたドウガネプイ

ブイ成虫の性比を見ると,1979年は0.74,1980年では

200
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第1図ドウガネプイブイの誘蛾灯での誘殺数

（水戸）
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マキは安定した餌であるとしているb本調査を実施した

県南地域はクリの栽培が多く，クリ園は各所に散在して

いる。クリ樹は5月に新葉が出て，8月には徒長枝が伸

びて再び新しい葉が繁茂するので，成虫の発生期間を通

して，常に餌が存在する。したがって，クリ園は好適な

餌場と交尾の場所であると言える。その他成虫の摂食植

物としてウメ，カキ，ブドウ，インゲソ，ダイズ，コナ

ラ，ネムノキ，エピズルなどが観察されたが，これら植

物に寄生を認めたのは，クリ園に殺虫剤が散布された直

後または園内に栽培された作物上であったことから，お

そらく成虫の一次的な集合であろうと思われる。

クリ園におけるドウガネプイブイ成虫は6月上旬から

生息が認められ，下旬に密度は増加して7月中旬から下

旬に最高を示した。第3図は1981年に筑波郡谷田部町

と稲敷郡茎崎町のクリ園（5～10年生）11ほ場で，成虫

発生期の7月から8月に10日ごと7回，クリ樹を揺す

って成虫を地上に落として生息密度を調査した結果であ

る。

クリ園内の生息密度は，対象とした園および調査時期

によって差が見られた。すなわち,No.5のクリ園では

7月下旬に密度は最高を示したが,No．10園は7月中

旬と8月上旬の2回にピークを認め，一方,No．11園

のように全調査期間を通して低密度の場所も見られるな

ど，発生推移および密度に一定の傾向は認められなかつ

誘
殺 ﾘI
数
（
頭
）
（
半
旬
）

J〒

第2図誘殺雌成虫の時期別卵巣発育推移(1981)

0.73,1981年も0.81と雄に比較して雌成虫の誘殺が圧

倒的に勝った。

誘殺雌を6月から9月の間3～5日ごとに室内へ持ち

帰り，リンケル液内で腹部を解剖して卵巣の発育を調べ

た。この卵巣の発育状態によって，雌成虫を，①未発育

個体：各卵巣小管が細長く白色で未熟，②未熟卵個体：

小管に球状の小卵がつまり成熟卵は5粒以下，③成熟個

体：卵巣のほぼ2/3以上に成熟した卵殻が見られ，産

卵直前の個体，④産卵終了個体：小管の収縮個体または

小管が収縮し産道に産承残しの卵が1～2粒残存する個

体，に分類した（第2図)。

卵巣の未発育個体は7月にもっとも多く，その誘殺は

8月中旬まで認められた。未熟卵個体は7月から8月中

旬まで誘殺されたがきわめて少数であった。これに対し

成熟個体は7月中旬から増加が見られ，8月から9月誘

殺はきわめて多く雌成虫の約80％が成熟卵を持った個

体であった。また産卵終了個体の誘殺は7月下旬から認

められたが全期間を通じて少なかった。このように雄お

よび未発育や未熟卵個体，産卵終了個体に比較して成熟

個体の誘殺が多かったことは，①成熟個体は他の個体に

比して走光性が強い，②産卵場所探索のために飛しよう

距離が長い，などが考えられる。未熟卵個体は成熟雌の

ような産卵行動の必要はないから餌植物であるクリ園内

の移動が大部分だと思われる。また，雄成虫は，クリ園

内に雌成虫が生息すれば，やはりそこから離れて移動す

ることはまれなのである。

2クリ園内の発生推移

ドウガネプイブイ成虫の好適な餌植物として吉田ら

(1981)は，イヌマキ，ブドウをあげ，また西垣(1983)

はイヌマキ，ウメなど数種を食餌植物とし，成虫密度比

には季節的に大きな違いは見られるが，その中でもイヌ

生
息
数
（
蝋
）
二
樹
当
た
り
）

第3図多発地クリ園におけるドウガネプイブイ成

虫の生息密度（1981）
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た。

クリの新梢や徒長枝の生育は品種によって異なり，ま

た，野鳥（ムクドリ）の捕食なども観察されたが，これ

らが特に発生推移に影響したとは考えられなかった。こ

れら11か所の調査クリ園の発生消長を総括すると，ド

ウガネブイブイ成虫は7月上旬から増加が見られ，下旬

に最高となる一山型であった。その後の生息密度は漸次

減少し，9月まで生息した。これら野外クリ園の発生推

移は誘蛾灯による誘殺消長とは異なった。すなわち，ク

リ園内の生息ピークと誘蛾灯での初回のピーク発生時期

はほぼ一致するが，クリ園では8月下旬の生息が少ない

のに対し，誘殺数はきわめて多い。これらはクリ以外の

餌植物上で生活する個体と思われるが，なぜ誘殺数が多

いのか興味あるところである。

3クリ園およびラッカセイほ場の飛しよう虫の卵巣

発育

1981年と1982年に谷田部町のクリ園およびその園か

ら約500m離れたラッカセイほ場に小鳥用のカスミ網

(高さ2m,幅5m,網目1．5cm)を垂直に張って飛し

よう虫の捕獲を行った。捕獲は各年とも6月中旬から8

月中旬まで10日ごと7回，日没から1時間行った。

1982年にはクリ園内の空き地にカスミ網をラッカセ

イほ場と同様に張って，日没から1時間成虫を捕獲し

た。日中クリ園に生息する成虫の調査は6月中旬から8

月下旬まで8回，各クリ樹から任意に毎回120頭を採

集した。各採集虫は性比を調べ，雌成虫はエーテルで麻

酔したのち，腹部を解剖して前記同様卵巣の発育推移を

調査した。クリの樹齢は5～6年生で,樹高は約2.5m,

栽培面積は50a。なお調査園の周囲には5～10年生の

クリ園が散在し，ドウガネブイブイの生息は多かった。

園内の成虫は夕暮れ近くになるとクリ樹の先端へ移動

を始め，動きは活発となって，日没とともに飛しようす

る。夕暮れ時は比較的高い場所を飛しようするが，照度

が低下してくると低空飛行となり，ラッカセイほ場を飛

しようする成虫は，地上0.5～1.0mを蛇行しながら飛

び去るのが観察される。

園内で日中採集した成虫および日没後園内に張ったカ

スミ網で採集した成虫の性比を見ると，6月はやや雄の

比率が高かったが，7月以降は雌雄ともほぼ1:1で，

この傾向は1981,82年とも同様の結果であった。これ

に対しラッカセイほ場のカスミ網で採集された個体は，

6月下旬に雄の採集虫数は約30％を占めたが7月中旬

以降は雌成虫の採集虫率が圧倒的に高く，性比は0.8～

069となった。

次に，これら雌成虫の卵巣発育推移の調査を行った。

日中クリ園で生息する雌成虫の卵巣発育推移は6月中旬

は採集雌の約60％が未発育個体で，その他は未熟卵個

体が40％認められた。下旬になると未発育個体は減少

し，成熟個体が約15％出現した。未熟卵個体は前期調

査とほぼ同等であった。7月中旬には未発育個体が20

％と少なくなったのに対し，成熟個体は逆に40％と

増加した。7月下旬から8月上旬には未発育個体は採集

されなくなり，成熟個体が全採集虫の約50％を占め，

また，産卵終了個体が出現して，この期間に10～20％

に増加した。また，未熟卵個体の採集は40％と調査期

間を通し常に一定の傾向を示した。この結果は1981年

および1982年ともほぼ同じ傾向が認められた｡、

野外のクリ園ではドウガネプイブイ成虫の発生初期に

雄成虫と未発育雌が優占し，摂食と交尾を繰り返しなが

ら卵巣の発育を促す。成熟した雌成虫は産卵のため園外

に飛しようするので,クリ園の成熟個体は50％以上の

密度にならないものと推察される。産卵終了雌は7月下

旬から採集されたが，この雌成虫が再び蔵卵するか否か

については調査できなかった。

日没後にクリ園内を飛しようする成虫では，未発育個

体の採集は6月下旬に多く，未熟卵個体および成熟個体

はそれぞれ20～30％の採集率であった。その後は未発

育個体は減少し，未熟卵個体は50％，成熟個体は40％

と増加した。しかし未熟卵および成熟個体とも採集虫の

60％以上とはならなかった。このように日没後園内を

飛しようする成虫と日中クリ園で採集した成虫の卵巣発

育推移はほぼ同一であると言えよう。

一方，ラッカセイほ場のカスミ網で採集された雌成虫

では，未発育個体は調査を開始した6月下旬にもっとも

多く採集され，7月中旬から下旬と漸次減少した。この

未発育個体はおそらく土中から羽化した直後の雌で，餌

場へ移動するときに捕まったものであろう。成熟個体は

6月下旬に採集虫の60％であったが，7月中旬が80～

90％と圧倒的に多く，その後も70％と高率に採集さ

れ，いずれも産卵直前の雌であった。これに対し未熟卵

個体は1981年7月上旬に1頭採集されたの象で，その

ほかはまったく採集されなかった。

以上のように，クリ園で日中採集した成虫および日没

後園内のカスミ網で捕獲した成虫とも性比はほぼ1：1

で，雌成虫の卵巣発育推移についても同様の傾向を示し

た。すなわちクリ園のドウガネプイブイ成虫は，クリの

葉を摂食し，交尾を繰り返す一方，日暮れ時になると雌

雄とも同時に飛しよう活動を行う。この飛しようは餌植

物であるクリ樹間の移動であり，卵巣の未発育個体や未

熟卵個体は卵巣発育を目的とした生理的行動を意味する
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飛しようであろうと思われる。また雄は雌成虫の行動に

刺激されて飛しようするものと推察される。また，産卵

期の雌成虫は，産卵場所を求めてかなりの遠距離まで飛

しようするのではなかろうか。

ピークは7月中旬から下旬で，8月中旬にはほとんど認

められない。また麦作がなく，わらをすぎ込まないほ場

に比較して，麦わらをすき込んだ（6月上旬）ほ場への

産卵数は多く，産卵期間も長かった。一方，幼虫の生息

数も麦わらをすぎ込んだほ場で多い傾向を示した。

以上のようにドウガネプイブイ成虫の産卵は，ラッカ

セイ栽培ほへ日没後に飛来し，地温と水分の比較的安定

した耕盤まで潜り，土中を移動しながら広範囲に産卵す

る。土中の浅い場所は地温の変化が大きく，天敵類の攻

撃を受けやすいためであろう。

ラッカセイほ場への産卵が7月に多かった原因とし

て，6月上旬にすき込んだ麦わらが7月下旬には分解し

て腐敗臭が発生し，これが産卵期の雌成虫の誘引源にな

っているものと推察される。沢ら（1953）はヒメコガネ

が腐植質に富んだ植壌土に産卵が多く,腐植質の乏しい

砂壌土などでは少なく産卵地の選択能力があるとしてい

る。ドウガネプイブイもヒメコガネと同様に腐植物に対

する産卵選択性があり，麦わらすぎ込みほ場で産卵を多

くしているものと思われる。

皿ラッカセイほ場への産卵

野外におけるドウガネブイブイの産卵行動についての

報告は少ない。沢ら(1953)はヒメコガネ成虫は比較的

乾燥した膨軟な土壌に夜間産卵することを明らかにし

た。そこでドウガネプイブイ成虫の産卵について筆者ら

は1980年と1981年に谷田部町のラッカセイ栽培ほ場

を対象に調査を行った。調査は各年次とも7月から9月

まで10日ごとにラッカセイの株を中心に30cm2,深

さは耕盤まで士を掘り上げ，産卵数と幼虫の生息密度を

調べた。なお調査ほ場として麦わら（コンバインで長さ

5cmに切断されたもの）すき込承区と麦の栽培を行わ

ない区（麦わらなし）を選んだ。

ドウガネプイブイ成虫は日没とともに飛しようし，照

度が低下するに従って低空を飛び回り，ほ場へ着地す

る。

成虫は数秒間静止したのち地表を歩行し，潜土しやす

い場所を探し当てると直ちに土中に潜る．産卵は耕土の

深さに関係なく，耕盤近くまで潜行し，1粒ずつばらば

らに産む。また成虫は土中を移動しながら産卵するため

か，深さ45cmの耕盤上50cm四方に卵が散在してい

るのを観察した。産卵時間については観察できなかった

が，土中に潜った成虫はおそらく夜通し産卵し，翌日に

地表近くまで上昇し，日没を待って地上に現れ，餌場に

飛しようするものと思われる。

ラッカセイほ場の産卵推移は第4図に示した。産卵の

おわりに

ラッカセイの被害はドウガネプイブイ幼虫によって起

こることから，効率的な防除を行う目的で成虫の動態を

知ろうと調査を行った。その結果，本県の被害多発地で

は成虫はクリ園に生息し，摂食と交尾を行い，日没後に

餌場間の日常的な飛しよう行動を繰り返す。そして蔵卵

雌は産卵を目的として飛しようし，産卵場所探索のため

遠くまで行動すると思われる。誘蛾灯へ誘引された個体

で蔵卵雌の多いのもそのためであろう。また成虫の産卵

場所が腐植物の多い土壌を選択することで，幼虫の生存

に好適環境を与えている。以上ラッカセイほ場を中心に

成虫の調査を行ってきたが，その行動を理解するには断

片的で，また多くの研究課題が残ってしまった。多くの

労力と忍耐が必要であることを痛感している。本調査を

実施するにあたり，農業環境技術研究所昆虫管理科長桐

谷博士，宮井・浜田両主任研究官，京都大学川本均氏

ならびに茨城農試病虫部の方,々に御指導と御協力をいた

だき厚く感謝する。
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特集：コガネムシ類〔2〕

オオクロコガネの生態とサトイモの被害

よしおかこうじろうやまさきやすお

愛媛県農業試験場吉岡幸治郎・山崎康男

その加害種を洲査したところ，一部はドウガネブイブイ

であったがほとんどがオオクロコガネであることが明ら

かになった（第1,2図)。また河川敷などで，成虫が

多数発生していることも確認された（吉岡,1982)。

オオクロコガネの発生生態については，まとまった論

文はほとんど見当たらず，岡本(1940)の旧朝鮮におけ

る研究報告も，日本での発生経過とはかなり異なってい

る。筆者らもその発生生態について調査を進めている

が，成虫が地上へ出現するにあたって非常に変わった行

動をするため，不明な点がきわめて多く，全体像を明ら

かにする段階には至っていない。したがって，現在まで
4A

に明らかになったことと，これまでに報告された知見を

取りまとめて紹介し，参考に供したい。．．，．

はじめに

オオクロコガネLacん"osier"α加orosaWaterhouseは

日本全土をはじめ旧朝鮮などで古くから発生し，成虫は

果樹やサクラなどの葉を，幼虫は樹木の根やいも類など

を加害することが知られている（藍野ら,1955;岡本，

1940)。・しかし最近では，一部の地方を除いては，あま

り多発したという報告はない（西垣,1976)。ところが

愛媛県では，水田転作として栽培されているサトイモに

1976年ごろからコガネムシ幼虫による被害が急増し，

lﾛ

I 生活史

岡本(1940)によるとオオクロコガネは，旧朝鮮では

生活環を完了するのに2年を要するとされているが，愛

媛県で筆者らが調査した結果では,10月にはほとんど

の個体が3齢になり，この成虫は翌春全部羽化している

ので年1回の発生と考えられる。ただ日本では，どこで

も年1回の発生なのか，ヒメコガネのように2年に1回

の発生地帯があるか（山内,1980)どうかは明らかでな

い。

越冬は3齢幼虫で，地K30cm前後の土中で行われ，

4月下旬ごろ蝿化する。雌期間は自然温で約25日で羽

化す為が，羽化成虫は9～10日間土中で静止したのち，

夕方薄暗くなったころ一斉に地上へ脱出する。脱出のピ

ークは年によって多少異なるが，第3図に示すように5

月下旬～6月初めごろである。その後，成虫は一時あま

り見られなくなるが，6月下旬～7月下旬にかけて夕方

から夜間に多数出現するようになる。7月上旬からは盛

んに交尾をするようになり，蔵卵虫も多くなるので，産

卵のもっとも多い時期は7月中旬～8月上旬ごろになる

と推定される。なお卵期間は約8日であった。

幼虫はジャガイモなどで飼育できるので（山崎ら，

1983),室掘下で幼虫期間を調査したところ,1齢期間

が約17～If,日,2齢期間が約16～17日であった。こ

れとほ場における齢構成（第3図）などから象て,1齢

幼虫は7月下旬～8月下旬ごろ，2齢幼虫は8月中旬～

蕗慰謝
第1図オオクロコカネの成虫

左：雌成虫と交尾器，右：雌まったところ
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室内で飼育個体数を変えて飼育した場合

,00蓋にも,いずれも各個体が同じ日に出現し
悪たし,全暗条件下で飼育しても48時間

50到周期で出現した(吉岡ら,'983)｡ただ
食全明条件下では夜行性のため出現しなか
％

0，－／った（未発表)。
一晩おきに出現することについては岡

本(1940)の報告もあるが，これによる

と偶数日に出現する個体と奇数日に出現

羽化脱出時期成虫出現時期 幼虫齢椛成の変化
成
虫
出
現
数
（
頭
）

００

５

０
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（
％
）

義虫謝

78910月5 6

第3図オオクロコガネの発生経過

する個体があるため連夜成虫が出現するとされている。

しかし筆者らの調査では少なくとも愛媛県内程度の広い

地域に生息する個体は，一斉に一晩おきに出現している

ことは明らかである（吉岡，1982)。成虫が一晩おきに

一斉に出現する行動を支配しているものが何であるかは

明らかでないが，羽化した成虫が最初地上へ出現するの

も一晩おきであるし（未発表)，飼育個体数を変えたり

全暗条件で飼育しても48時間周期で出現しているの

で，48時間周期は固定化されているのではないかと思

われる。ただ，出現日が途中で変わったこともあるの

で，一斉に出現する行動を支配している要因を今後明ら

かにする必要がある。

2交尾と産卵の行動

交尾虫が多くなるのは，先にも述べたように羽化約1

か月後の7月上旬ころからで，その後8月上旬ころまで

続く。特に7月中・下旬には出現虫のほとんどの個体が

交尾しており，雌・雄ともに出現するたびに何回も交尾

を繰り返す（未発表)。成虫は夕方薄暗くなった照度40

luxくらいから出現し始め,25luxくらいになると雌は

植物や柵などにとどまり交尾器を出す。すると雄が近づ

き交尾を始め，3～6分間くらい交尾する。交尾を終わ

ると，その近くで植物を摂食したり，飛び去ったりする

Coo卵，－－－1齢幼虫

"－－3齢幼虫，＝畑

オオクロコガネの生活環

●●●成虫，

XXX2鈴幼虫，

第4図

9月中旬ごろ，3齢幼虫は9月上・中旬以降に発生し，

10月にはほとんどのものが3齢幼虫になるようであっ

た。

これらの調査結果を基に，愛媛県におけるオオクロコ

ガネの生活環を第4図に示したが，もちろん地帯によっ

て発生が異なることはいうまでもない。

皿成虫の生態と行動

1地上部への出現行動

オオクロコガネの成虫は，昼間はまったく地上へ現れ

ず，夜間にのゑ出現して活動する完全な夜行性である。

地上へ出現する時刻は，7月上・中旬ごろで午後7時40

分前後で，照度20lux前後であり，明け方まで摂食し

て地中へ潜る。成虫の出現する時期は先に述べたとおり

であるが，出現場所は河川敷や埋め立て地など樹木や雑

草の多い荒地で，ここに盛んに集まってきてサクラやモ

モ，イチジク，クリ，ヤナギ，クズ，ラミー，クサギな

どの葉を摂食する。予察灯へは6月上旬～8月中旬ごろ

だらだら飛来したが，飛来数は少なく走光性は劣るよう

であった（吉岡ら,1982)。

成虫の地上への出現は，毎晩出るのではなく一晩おき

に出現するという奇妙な性質を持っている。過去4年を

通じての野外における出現状況を第1表に示したが，多

少乱れた年もあったが各年とも，ほとんどの個体が一斉

に一晩おきに出現していることがわかる。この現象は，

第1表オオクロコガネ成虫の過去4年の地上への

出現日

調査日（月／日）
年度

出現虫数（頭）

’
7/3
65

４
６

5

45

２
０

１ 13

帥

４
０

１
1979

’
7/14

6

16
－

７
０

１賜
帥

８
０

１ 19

71
1980

’
7/1

0

2

60

３
０

４
８４

６
糾

５
０1981

’
7/1
31

２
０

3

35

４
０

5

26

６
０1982

松山市の花木園，約lOa
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１

面
積
（
肥
）

産40
卵

数20
０
甲 7 7 7 8 7 9 8 0 8 1 8 2 8 3次19737475

0

鰯中(被害面積）
国■多(被害面横）

Eニコ無被害
塵迩少(被害面積）

7月昼夜昼夜 昼 夜 昼 夜

日21222324

第5図成虫の出現日と産卵時刻

雌・雄各20頭集団飼育

コガネムシ幼虫によるサトイモの被害面積

の年次変動（愛媛県宇摩地方）

第7図

種した試験では,1頭で約4～5個のいもを加害し,1

株に幼虫が3頭もいるとほとんどのいもが被害を受け

た。幼虫はサトイモ畑以外では，花木園や荒地などでも

見られたし，先に述べたように樹木の根を加害すること

が知られている。また岡本の私信によるとムギ，トウモ

ロコシ，豆類，いも類,野菜類，花など約30種を加害

するという。加害するのは主に2～3齢幼虫なので，加

害時期は8月下旬～10月上旬ごろになると思われた。

オオクロコガネによるサトイモの被害は愛媛県下全域

で見られるが，県内の主要産地である宇摩地方で特に多

い。宇摩地方における被害の年次変動は第7図に示すよ

うに1976年以降はほぼ作付面積の50％に及んでいる

が，特に被害の多かったのは1977～79年であった。そ

の後1980年以降被害がやや少なくなっているが，成虫

の発生が減少した傾向はないので，防除によるためでは

ないかと思われる。

被害が最近多くなった原因については明らかでない

が，ドウガネプイブイなどの多発要因も明りょうでない

ので（深沢ら,1974),コガネムシ類全体の多発傾向が

あったものと思われる。ただ被害は，成虫の食餌植物の

多い河川敷や埋め立て地など荒地のある近くで多く，有

機物を施用したり，敷わらを行ったほ場でも多くなる傾

向であった。またサトイモは水田転作で，1年輪作の場

合が多いため，天敵の発生がきわめて少なく，そのため

幼虫の死亡率が少ないことも考えられる。

８
６
４
２
０
０
０
０
０

６
４
２

蔵
卵
数
二
頭
）

蔵
卵
雌
率
（
％
）

678JJ

第6図オオクロコガネ蔵卵の時期的変動

(吉岡ら,1983,一部未発表)。

産卵は交尾数日後から始まり，雌成虫1頭平均で1回

2～4個を土壌中に産承付けるが，産卵時刻は第5図に

示したように，地上へ出現する日の昼間に行われるよう

であった。また第6図に示すように,1頭の蔵卵数は4

～5個と少ないし，蔵卵雌率も7月上旬以降の多い時期

でも50～60％にしかならないので，1回の産卵数は少

なく，だらだらと長期間産卵するものと思われる。これ

らのことから成虫は一晩おきに出現して，そのたびに交

尾・摂食を繰り返し，その翌日は土中で過ごして卵の成

熟を待ち，翌々日の昼間に産卵し，その日の夜間に再び

出現すると↓､う行動を繰り返していると考えられる。

おわりに

オオクロコガネは愛媛県では年1回の発生であるが，

旧朝鮮では2年に1回の発生とされているので，東北地

方や北海道などでの発生経過がどうなっているかを知る

必要がある。また，近年あまり多発したという報告に接

Ⅲ幼虫の加害と発生条件

幼虫はサトイモの子いもや孫いもをかじったように食

害し，商品価値を著しく低下させる（第2図)。被害い

も率は2～10％のところがもっとも多いが，場所によ

っては30％以上も加害されたほ場もあった。幼虫を接

－7－
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していないが，この虫は夜行性なので，成虫は昼間は見

られず，しかも灯火へほとんど飛来しないので，発生し

ていても気がつかないことが多いのではないかと思われ

る。したがって，詳細な調査をして，その分布や発生密

度を明らかにする必要があろう。

最後に，もっとも興味ある成虫の一晩おきに一斉に出

現するという行動については，他の昆虫では例を見ない

現象であるので，何のために48時間周期で出現するの

かを明らかにするとともに，それが一斉に行われるのは

何によるかを突き止めねばならない。このように，オオ

クロコガネはきわめて変わった行動をし，発生生態もま

中央だより

－農林水産省一

○昭和弱年度病害虫発生予報第3号発表さる

農林水産省農蚕園芸局は昭和59年6月29日付け59

農蚕第3609号昭和59年度病害虫発生予報第3号によ

り，向こう約1か月間の主要作物の主な病害虫の発生動

向の予想を発表した。

イネ：葉いもちの伝染源となる苗いもちの発生は一部を

除いて平年並以下となっていますが，葉いもちの初発

時期は一部で平年より早くなっています。

また，北日本ではイネの体質がやや弱く擢病的であ

り，今後，低温・多雨と予報されていますので，これ

らの地域では葉いもちの発生は，平年並ないしゃや多

いと予想されますo

また，その他の地域においても気象の推移及び発生

動向に注意し，発病初期に適切な防除を実施して下さ

い。

また，穂いもちは今後出穂期を迎える早期・早植地

帯では出穂期前後に的確な防除を実施して下さい。

縞葉枯病を媒介するヒメトピウンカの第2回成虫の

発生は，関東，近畿，中国・四国，九州の一部でやや

多く，その他の地域では平年並以下となっています。

今後の発生も同じ傾向が続くと予想されます。

また，縞葉枯ウイルス保毒虫率は，関東，近畿，中

国・四国の一部でやや高くなっていますので，今後こ

れらの地域では縞葉枯病の発生はやや多いと予想され

ます。このため，第2世代幼虫，第3回成虫の防除を

実施して下さい。

紋枯病は昨年発生が多かったため，越冬菌量が多い

と予想されます。このため，梅雨明け後，高温に経過

し，過繁茂で株間湿度が高い場合には多発が懸念され

ますので，今後の気象状況に注意して的確な防除を実

施して下さい。

イネミズゾウムシは，現在，北海道，沖縄を除く45

都府県で発生が認められています。このため，発生密

度の高い地域では薬剤の水面施用により防除の徹底を

だ明らかでないことが多いので，今後逐次研究を行って

明らかにしていきたい。

引用文献

1）藍野祐久ら（1955)：林業試験場報告91：1～37．
2）岡本犬二郎（1940)：応用動物学雑誌12：43～55．
3）西垣定治郎（1976)：静岡大学（謄写)：1～29．
4）吉岡幸粕郎（1982)：今月の農薬26（3）：46～48．
5）大内義久（1980)：植物防疫34（9）：33～36．
6）山燭蕊男・吉岡幸治郎（1983)：応動昆第27回大会購演

要旨：83．
7）吉岡幸治郎ら（1982)：愛媛農試報告22：35～38．
8）一・山卿棄男（1983)：応動昆27：35～38．
9）深沢永光・山内寅好（1974)：植物防疫28（9）：9～12.

行って下さい。

セジロウンカの飛来時期は早く，また飛来数も多く

なっています。このため，今後の飛来状況には十分注

意し的確な防除を実施して下さい。

イネドロオイムシの発生は，北海道，東北，中国の

一部，イネヒメハモグリバエの発生は，関東，中国の

一部でやや多いと予想されます。今後，特に北日本で

は低温が予想されていますので，これら低温性害虫の

発生動向に十分注意して下さい。

ツマグロヨコパイの発生は，関東の一部でやや多い

ほかは平年並以下と予想されます。

イネハモグリバエの発生は，九州の一部でやや多い

ほかは平年並以下と予想されます。

ニカメイチュウの発生は少ないと予想されます。

ジャガイモ：疫病の発生は一部でやや多いほかは平年並

以下と予想されます。

サトウキビ：アオドウガネの幼虫発生はやや少ないと予

想されます。

パインアップル：パインアップルコナカカイガラムシの

発生は少ないと予想されます。

カンキツ：アブラムシ類の発生はやや多いと予想されま

す。

チャノキイロアザミウマの発生は九州の一部でやや

多いと予想されます。

黒点病，ミカンハダニの発生は平年並ないしやや多

いと予想されます。

ヤノネカイガラムシの発生は一部でやや多いほかは

平年並と予想されます。

そうか病，かいよう病の発生は平年並ないしゃや少

ないと予想されます。

リンゴ：黒星病の発生は平年並ないしやや多'斑点落葉

病の発生は一部でやや多いほかは平年並と予想されま

す。

キンモンホソガ，ハダニの発生は平年並ないしやや

少ないと予想されます。

ナシ：黒斑病の発生は，北陸，中国，九州でやや多く，

その他の地域では平年並ないしやや少ないと予想され

ます。

黒星病，ハダニ類の発生は一部でやや多いほかは，

平年並と予想されます。

(16ページへ続く）
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特集：コガネムシ類〔3〕

コガネムシ類成虫に対する誘引物質

延
横
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健二

長崎県果樹試験場

サンケイ化学株式会社

よりアメリカに渡った害虫で，わが国においては農業上

その被害はマイナーなものであるが，アメリカでは農園

芸作物にかなりの被害を与えている。マメコガネのため

にu.s､D.A・内部に独立した研究所があるほどで，ここ

を中心に各種の防除法が検討されているが，誘引物質の

研究はかなり古くから行われている。各種の果汁，植物

の粗抽出物をはじめ植物の揮発成分，香料に至るまで実

に数多くの物質について，マメコガネ成虫に対する誘引

性の検討が行われ，その結果オイケノールをはじめかな

り多くの物質がマメコガネ成虫に対して誘引性を示すこ

とがわかった。これらの物質は単独よりも適当な割合で

混合したときに強い誘引作用を示し,Flemingら(1940)

により，オイケノールとケラニオールを10:1に混合

したものが強い誘引力を示すことが報告され，さらにこ

れより強い誘引力を示す組糸合わせとして,McGoVERN

ら(1970)によりオイケノールとPEPを3:7に混合

したものが報告され，それぞれ誘引物質として実用化さ

れている。ほかにも有効な組承合わせがあるが,U.S.

D.A・では実用化にあたって経済性も考慮している。

われわれはこれらの誘引物質を使用し，主にゴルフ場

にて検討したが，わが国においてもほぼ同様の結果が得

られた（第1表)。誘引物質の量(109/4週),誘引物質

の有効範囲（100～120m),トラップの高さ(50～100

cm),色（黄色,マメコガネ成虫が誘引される時間帯

(9～15時),天候（晴れ）についてもおおむね同様の結

はじ めに

昆虫を誘引する物質としては食物誘引物質，産卵誘引

物質，性誘引物質，集合物質などが知られ，その研究史

は古い。近年，総合防除(Integratedcontrol)の思想

のもとにこれらの誘引物質を直接，間接的に害虫防除に

利用しようとする試承が積極的に行われ，かなりの成果

を上げている。わが国においても，ミバエ類に対するプ

ロテイン剤(Proteinhydrolysate),メチルオイケノール

(Methyleugenol),キュウルア(Cue-lure),ハマキムシ

類に対する性フェロモンなどが大量誘殺，交信かく乱を

目的とした直接的な防除手段として実用化され，また各

種鱗迩目害虫の性フェロモンが間接的な防除法として発

生予察に用いられている。コガネムシ類に関しては発生

予察に誘殺灯，水盤トラップなどの物理的誘引方法が用

いられ，マメコガネに関する以外はほとんど誘引物質の

検討は行われていないようである。筆者らはコガネムシ

類の成虫が比較的多様な植物を加害することに着目し，

植物界に広く分布する揮発成分のうち比較的入手しやす

い物質を用いてコガネムシ類成虫に対する誘引効果を検

討してきたが，いくつかの知見が得られたので，マメコ

ガネ成虫の誘引物質を含めその概要を紹介する。これ

らの植物成分は食物誘引物質と考えられ，アネトール

(Anethole),オイゲノール(Eugenol),ゲラニオール

(Geraniol)は多くの植物の花,葉に分布し，アネトール

は花に，ケラニオールは葉に比較的多く含まれる。それ

ぞれアニス様，チョウジ様，ローズ様の強いにおいを有

し，香料原料として使用されている。また,PEP(Ph-

enylethylpropionate),PEB(Phenylethylbutyrate)

はバラ科植物などの花に少量含まれる物質でともにロー

ズ様のにおいを有するが，主に合成によって得られる物

質で，やはり香料原料として利用されている。

第1表 マメコガネ成虫に対する各種誘引物質の効

果比較（オイケノール＋ケラニオールを

100とする）

I
誘引効果指数

誘引物質

”'力”｜日本

’I
別
岨
糾
帥
加

１
６

０
６
２
０
３

５
１
４
０
３
１
３

ゲラニオール

アネトール

オ イケノール

オ イケノール

＋ケラニォール10:
オ イケノール

+PEP(3:7)

Ⅱマメコガネの誘引物質

マメコガネ（助'""αj叩0"伽Newman)は戦前日本

AttractantsforScarabaeidBeetles．ByKiyotoshi

YokomizoandKenjiNagata a)Fleming,McGovernの報告などより抜粋
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一

第2表マメコガネ成虫に対するR,Z-フラノソと

[>El'-:ｵｲｹﾉｰﾙ併用の誘引効果

誘引虫数
誘引 物 質

雌｜’計

オイケノール+PEP

+R,Z一フラノン
R,Z一フラノン
オイゲノール+PEP

果が得られた。ただし，捕獲効率についてはFLEMING

らは，オイケノール＋ケラニオール(10:1)を使用して

最適条件で75％と驚異的な数字を報告しているが，筆

者らがオイケノール+PEP(3:7)を使用した結果で

は，最高で15%程度であり，彼らの結果とは大きく違

った。

これらの食物誘引物質以外に，性フェロモンの存在が

早くから指摘されていたが,TUMLINSONら(1977)によ

り,(R,Z)-5-(l-デセニル）ジヒドロー2(3//)フラノ

ン(R,Z-フラノン）と同定された。この性フェロモン

は単独でマメコガネの雄成虫を強く誘引するが,Klein

ら(1981)によると前述した誘引物質，オイケノール

+PEP(3:7)と併用することにより相乗効果が得られ

ている（第2表)。この際特に興味深いことは雄成虫の

みではなく雌成虫の誘引虫数も相乗的に多くなることで

ある。

第1図コアオハナムグリの検討に供した白色誘引

器（サンケイ化学社製）

第3表各種誘引物質に対するコアオハナムグリの誘

引虫数とI､ラップの色による影響(1980)

'零賓息|早"§誘引物質

オイケノール＋ケラニオール
12．3474

9：1

ヶラニォール+PEB
4.71,2581：9

PEB+PEP
3．3424

1：l

無 処 理 1 . 0 2 3 6

注黄色ﾄﾗｯプは3台,白色ﾄﾗｯプは1台設置し

た．数字は1台当たりの誘引虫数．

グリが誘引されることに着目し，両物質を1:9,3:7,

1:1の割合に混合して誘引虫数の比校検討を行って承

た･コアオハナムグリの誘引虫数は各区共大差なかった

が，ケラニオールの混合比率が増すにつれ，マメコガネ

の誘引虫数が多くなった。そこでコアオハナムグリの誘

引物質としてケラニオール+PEB(1:9)を基準に検討

をしてきた。また，コアオハナムグリは白い花によく集

まり，白色水盤でも調査されているが，一般に昆虫のト

ラップの色は黄色であるので，トラップの色について白

色と黄色の比校検討を行った。その結果，黄色にはほと

んど誘引されず，誘引剤なしのトラップでも236頭の

誘引虫数があり,ｹﾗﾆｵｰﾙ+PEB(1:9)を用いた

場合，白色は黄色の268倍の誘引虫数があった。また，

誘引物質無処理の白色トラップに対しては5．3倍の誘

引虫数であった（第3表)。

これらのことを基にさらに検討を重ねた結果，ケラ

ニオール+PEB,またオイケノール＋ケラニオール＋

PEB,あるいはオイケノール＋ケラニオール＋アネトー

ルでコアオハナムグリ成虫がよく誘引されることを見い

だした。誘引力の強さからいえばオイケノール＋ケラー

皿コアオハナムグリの誘引物質

コアオハナムグリ{OxycetoniajucundaFaldermann)

は越冬成虫が4月上旬から出現し，7月末ごろまで見ら

れる。8月上旬からは新成虫が出現し，8月末～9月始

めにはピークに達し，以後徐々に減少し11月上旬まで

活動が見られる。新成虫は土中に潜って越冬する。春土

中から出て来た成虫はカンキツやツツジ，ノイバラなど

の花に集まり，吸蜜や花粉摂取をし，交尾しているのを

よく見かける。また，秋季にはヌルデやビワの花などに

飛来しているのが観察される。カンキツ類，中でも中・

晩柑類では訪花ti.'lに子房に傷を付け，傷果となって商倣

価値に大きな影響を及ぼしている重要害虫の一つであ

る。開花時にはNACなどで2～3回の薬剤防除が行わ

れているが，発生予察法はいまだ確立されていな↓､。誘

殺灯には飛来しないので，松尾ら(1973)はネギを供試

して訪花活動開始期の調査を行っており，大久保(1974)

は白色水盤を用いて調査を行っている。

筆者らは，前記食物誘引物質のランダムスクリーニン

グの中から，当初ケラニオール+PEBでコアオハナム

－10－
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第4表誘引物質の蒸散量とコアオハナムグリの誘引虫数(1983)

i ’ ’
誘引虫数

（頭）
蒸散量

(nig)
lOOmg当たり
誘引虫数（頭）

誘引物質

(6月22日～7月10日）
ケラニオール+PEB

1:9

オイゲ ノール＋ケラニオール+PEB

（0.5：0．5：9）
オ イケノール＋ゲラニオー ル ＋ ア ネ ト ー ル

（0.5：0．5：9）
(8月31日～9月29日）

ケラニオール+PEB

(1:9)
オイゲノール＋ゲラニオール4-PEB

（0.5：0．5：9）
オ イケノール＋ケラニオー ル ＋ ア ネ ト ー ル

（0.5：0．5：9）

59．0 874 ８
５
８

●

●

●

６
９
７

87．0 917

166.3 2,130

101．1 2,158 ７
７
６

●
●
●

４
６
５

149.6 2,225

165.7 2,942

オール＋アネトール（0.5：0．5：9）がもっとも強く，

次いでオイゲノール＋ゲラニオール+PEB(0.5:0.5:

9)，続いてケラニオール+PEB(1:9)であった。しか

し，誘引物質の蒸散量100mg当たりの誘引虫数では，

オイケノール＋ケラニオール+PEBがもっとも多く，

次いでオイケノール＋ケラニオール＋アネトールであっ

た（第4表)。これはアネトールとPEBの蒸散速度の

違いによるものと思われる。すなわち，単位蒸散量当た

りの誘引力はPEBを混合したもののほうが強いが，ア

ネトールのほうが蒸散速度が早いために誘引虫数が多く

なるのである。このことは誘引物質の有効期間との関連

でも考慮する必要がある。

(頭）
60

50

40

30

20

10

0
7月13日7/217/298/68/148/228/30

Ⅲヒメコガネの誘引物質

ヒメコガネ(Anomalarufoc“γeaMotschulsky)は幼

虫がサツマイモなどの地下部を加害する難防除害虫であ

り，その防除法としては産卵期～幼虫ふ化期に数回ダイ

アジノン,MPP,DEPの粒剤を畦上より散布する方法

が有効である。散布回数を少なくし，かつ防除効果を安

定させるには，成虫の発生消長を正確に把握する必要が

あり，現在はこれに誘殺灯が使用されている。しかし，

この調査をより多くの地点で簡単に行うためには，誘

殺灯は若干不便である。そこで誘殺灯に替わるものとし

て，誘引物質の検討を行った。

ヒメコガネ成虫はマメコガネと同様，オイゲノール，

ケラニオールなどに誘引されるが，この中ではオイケノ

ールの誘引力が一番強い。オイゲノールを使用してヒメ

コガネの発生消長を調査したが，ピークはシャープであ

るが，誘殺灯の1/100程度の誘引虫数しか得られず，

これでは不十分であろう（第1図)。なお，このときの

誘引虫数のうち，雌の占める割合は56.8％で誘殺灯の

第2図オイケノールによるヒメコガネ成虫の誘殺

消長(1981)

56.9％とほぼ同じであり，これは野外の性比をそのま

ま反映しているものと思われる。現在，オイケノールを

中心として各種の組承合わせを検討しているが，オイケ

ノール単用を上回る組承合わせは見つかっておらず，さ

らに物質の範囲を広げて検討する必要がある。きな粉十

日本酒十殺虫剤を団子状にしたペイト剤をヒメコガネ成

虫の誘殺に使用する篤農技術が各地にある（農家の話を

聞くと，一様に日本酒は地酒がもっとも良いと答える

が，これは単なる郷士意識の現れであろう）が，この辺

にもヒントがあるかもしれない。

また，玉木（1983）によって性フェロモンの存在が確

認されており，同定も間近なものと思われる。

Ⅳその他のコガネムシ類に対する誘引物質

ゴルフ場の芝生を加害するコガネムシ類の中で，最近

－11－
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第5表各種物質のコガネムシ類に対する誘引性

’‐"|…ｵー小朴-,’ー雪雲箕|…
－－－－

－－ー

種類名
PEBPEP

士
什
十
什
十
什
十

士
士
十
十
十
十
十

什
什
什
十
十
什
士
十

什
十
十
十
士
十
十
十
十

十
十
什
士
什
什
士
什

マメコガネ

ヒメコガネ

チビサクラコガネ

オオクロコガネ

ヒラタアオコガネ

アカピロウドコガネ

シロテンハナムグリ

コアオ′、ナムグリ

オキナワコアオノ、ナムグリa）
アシナガコガネ

a）鈴木寛ら(1983):昭和57年度沖縄農試報告より

時間がかかる。例えば，マメコガネの誘引物質の場合，

オイケノール+PEPに到達するまでに40年近くかか

っている。

また，これらの誘引物質を用いて発生予察の調査をす

る場合，トラップの構造，色，設置方法などの諸条件，

および誘引物質の蒸散量をどのように制御し，一定条件

のトラップにしていくか，今後さらに検討すべき点が多

い。しかし，コガネムシ類は行動範囲も広く，種によっ

ては誘殺灯にも誘殺されないものもある。このように防

除が困難な害虫の場合，その発生を的確に把握するため

の新兵器として，誘引物質に対する期待は大きいものと

思われる。本文が今後なんらかの参考になれば幸いであ

る。

最後になったが，試験に使用した各種の誘引物質につ

いて，サンプルを提供していただき適切なアドバイスを

していただいた高砂香料工業株式会社川崎通昭氏に厚く

感謝申し上げる。…

引用女献

1)Flemingetal.(1940):J・Econ.Ent.33:818.

2）廿日出正美（1984)：第28回応動昆大会講要．
3)Kleinetal．(1981):J.ChemicalEcology7(7):

1～7．

4）松尾喜行ら（1973)：九州病害虫研究会報：128．
5)McGovernetal.(1970):J・Econ・Ent、63(6):

1727～1729.

6）大久保宣雄（1974)：第18回応動昆大会講要．
7）玉木佳男（1984)：応動昆28：33～35．
8)TUMLINSONetal.(1977):Science197:789～792.

千葉県下のゴルフ場で大発生が認められたヒラタアオ

コガネ(AnomaJaocties‘ostataBurmeister)(廿日出，

1984)，ときどき大発生し問題になるアシナガコガネ

(Hop"α“加､"油Waterhouse)はともにアネトールに

誘引され，特にコアオハナムグリの項で述べたオイケノ

ール＋ケラニオール＋アネトール，およびアネトール＋

PEPに強く誘引される。また，チビサクラコガネ(Ano-

､α肱schoenfeldtiOhaus)などの食葉性のコガネムシ類

はオイケノールに誘引される場合が多い。今回の検討を

通じて各物質に誘引されたコガネムシ類を第5表にまと

めておいた。

ヒメコガネと並んで農業上重要害虫のドウガネブイブ

イ（伽｡"zaJaC叩"αHope)は，オイケノールなどに当

然誘引されると思っていたが，7年間の試験を通じてま

ったく誘引されなかった。成虫の加害はかなり集中して

行われており，加害を受けた植物の揮発成分による誘

引，または集合フェロモンの存在が考えられ，今後検討

すべき課題であろう。

おわりに

コガネムシ類のような広食性の昆虫の誘引物質を開発

する場合，今回筆者らがとったように植物の成分をラン

ダムスクリーニングしていくか，または食物成分を抽出

分離して詰めていくかのアプローチ法については議論の

分かれるところであろうが，いずれにせよ多大の労力と

－12－
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特集：コガネムシ類〔4〕

植物防疫基礎講座

Fウガネ ブ イ ブイの飼育法
は つ か で

静岡大学農学部応用昆虫学研究室廿日出
まき

正
処
美

していくため，ゴルフ場を開設して3年目に悲鳴をあげ
ている例が各地にある。

いずれにしても，これらコガネムシ類は幼虫が土壌中
で生活しているため，その生息状況，食害のようす，要

防除密度，薬剤散布の適期など十分な解明がなされてい

ない。筆者はコガネムシ類の生態学的研究や有効な防除

薬剤の探索を行うための基礎的資料を得るために，コガ

ネムシ類の飼育法を検討してきた。今回はドウガネプイ

ブイを中心に簡便な，しかも周年を通して飼育可能な方
法について述べる。

はじめに

近年コガネムシ類はわが国だけではなく，北アメリカ

においても広い地域で発生しており，畑作，牧草，果

樹，そ菜，樹木，芝生などに大きな被害を与え，防除が

きわめて困難な害虫となっている。アメリカでは主と

してわが国から侵入したマメコガネP叩""αjapo"伽

Newmanが猛威を振るい，片っ端から植物を丸坊主に

するため「緑の悪魔」として恐れられている。同国にお

けるこの虫の分布は，北はメーン州から南はジョージア

州までの加州で毎年のように被害が発生している。そ

の被害総額は’億ドル強(約250億円）にも達すると推

定されている。ところが，この虫の原産地である日本で

は農作物に被害を受けて大変困ったという例がわりあい

少なく，むしろヒメコガネAnomα〃γ城‘叩"αMotsc-

HULSKY,スジコガネA"0mα肱testaceipesMotschulsky,

ドウガネプイブイ4"omaJac妙"αHope,アカピロウド

コガネMaJα此γαc“#α"eaArrowなどによって大きな

被害を受けている。

なぜマメコガネによる被害が日米間でこんなに大きな

差異を生じるのか，大変興味ある問題だと思う。筆者な

りに推察して承ると，アメリカ式農業と日本式農業の違

いによるのではなかろうか。すなわちアメリカ式大規模

農業は広大な果樹園，牧草地，畑地が散在し，成虫と幼

虫の餌植物が豊富に存在する。これに比べ日本式農業は

水田の占める割合が高く，畑地においても各種の作物が

栽培され，周囲には樹木，雑草が繁茂しているため，成

虫による集中的な被害が起こらず，常に分散される。ま

た，幼虫の餌植物は周辺の作物，雑草程度で非常に貧弱

である。ところが，最近わが国のゴルフ場においてマメ

コガネが大発生して問題となっているが，これはまさに

アメリカ式農業と似通った環境によるものと考えられ

る。いわゆる広大な場内には成虫の餌植物であるサク

ラ，ツツジ，サンゴジュ，バラなどがいたるところに植

栽されており，幼虫の餌植物は良く管理された芝生で，

大量に存在する。このような環境下でマメコガネが増殖

Ⅱ幼虫の飼育法

東海地方ではドウガネプイブイ（以下，ドウガネと略

称）が土中で羽化し始めるのは6月中～下旬にかけてで

あり，約’0日間土中で生活したのち，地上に出現して

餌植物に集まる。成虫の発生期間は6月下旬～9月中旬
で，最盛期は7月中・下旬である。野外より採集したド

ウガネ成虫を直径9cm,高さ15cmのガラス容器に雌
雄l対ずつ入れる。容器の底には適度に湿らせたオガク

ズを高さ3cmほど敷き，ドウガネの好む餌（例えば，

柔らかいカキの葉，イヌマキの新梢）を与えて飼育す

る。成虫はオガクズの中に乳白色の卵を産むため，その

つど取り出し，湿った炉紙を敷いたペトリ皿に移し日付

を記入する。産卵直後の卵の長径，短径はそれぞれ2．0

mm,1.6mmのだ円形であるが，吸水成長（水分を吸

って成長する）して，ふ化直前には長径2.9mm,短径

2.7mmの球形に近い形に変化する。卵期間は温度によ

って異なり,20Cで18日,25Cで12日,27.cで

10日,30Cで9日となり，温度の上昇に伴ってその期

間は短縮される。ふ化率はいずれも良好で90％以上を

示す。

幼虫飼育装置（第1図）は，直径7.5cm,高さ6.0

cmのふた付きのプラスチック製カップを用い，良く完

熟した市販品の広葉樹腐葉土（かなり水分を含んでいる

もの）を入れ，この中にふ化直後の幼虫を3頭ずつ入

れ，日付を記入する。飼育温度は室温でもよいが，ドウ

ガネを周年を通して飼育するには25Cの恒温室（白色

sow蛍光灯,9時間照明）に放置する。このようにし

RearingMethodofAnomalacu伽αHope(Coleo-
ptera:Scarabaeidae)．ByMasayoshiHatsukade
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て飼育するとl齢幼虫期間は約17日,2齢期間は15

日であり，その後3齢幼虫となる。2齢終了まではこの

状態で餌の交換はほとんど必要ないが，3齢になると共

食いが生じるため，新しく用意した幼虫飼育装置で個別

飼育する。今後大量飼育する場合にはこの点を創意くふ

うして，能率的な飼育法が要求される。特に3齢幼虫は

摂食量がおう盛であるので，3～4週間ごとに餌の交換

が必要となる。

ドウガネ幼虫では飼育時の日長，温度を操作すると休

眠覚せいし，発育期間が短縮されることが報告されてい

る（1973)')。そこでもっとも幼虫期間が短縮する条件を

明らかにするため，3齢幼虫を10Cと20-0の’恒温室

で低温処理を行った。その方法は3齢直後，30，60およ

び90日後の4グループとし，低温処理期間は10,20,

30，40日とした。その後は無処理と同じ25Cの飼育

条件に戻して踊化および羽化まで観察した。前記したよ

うに25Cで飼育すると卵期間12日,1齢幼虫期間

17日,2齢15日を経て3齢幼虫になるが,3齢幼虫に

は食欲，運動量の盛んな摂食期(feedingstage)と，摂

食せず，運動量がきわめて少なく，体色が黄色の非摂食

期(non-feedingstage)がある。前者は3齢幼虫になっ

てから約50日間，後者はそれ以後前蝿までの約MO日

間である。

第1表に，個別飼育した3齢直後の幼虫を低温処理し

たときの卵から成虫までの発育所要日数を示す。10C

処理区におけるその所要日数は215～286日とかなり大

きなばらつきを示した。20C処理区は216～249日で

あり，無処理区に比べその日数はそれほど短縮されなか

った。また，死亡率では10Cで長期間処理したものは

非常に高い値を示した。さらに，3齢直後の幼虫を10o

Cで処理したものの体重について調査したところ，3

齢直後の体重0.5～0.6gはほとんど増加しなかったが，

低温処理後25Cに戻すと急激に摂食活動が盛んとなり

体重が増加した。したがって，この時期における長期低

第1表ドウガネプイブイが3齢幼虫になった直後

に低温処理したときの卵から成虫までの発

育所要日数の比較

卵から成虫までの
発育所要日数
(平均値士標準偏差）

鋤｣鞘,;|#|麓|漁
2‘l－l301241m01”0O土旧』
注低温処理後は25Cに戻す．第2～4表について

も同じ．

塊2表ドウガネブイブイが3齢幼虫になって30

日目に低温処理したときの卵から成虫まで

の発育所要日数の比較

灘|鍔|鴇,蕊|聯|雛蝋
1010302226.7222．3士30．5

20302323．3223．7士21．1

：：:：；9淵；::髄;:：

鋤畷|#§＃職|蕃徽

IOl30

2030

40302226.7190.9士17．7

2511－’201124120．0 250.0+18．2

温処理は幼虫の発育にとってマイナスとなる。

第2表に3齢幼虫になってから30日後に低温処理し

たものの結果を示す。10C区ではいずれの処理日数に

おいても無処理区より，その所要日数は大幅に短縮され

た。また,20C区では181～209日であり，その中で

30日間処理した区は無処理区に比べ約70日間短縮し

た。この時期の幼虫の体重は1.6～1．7gで，幼虫期で

は最大に達しているが,20Cの低温処理ではその影響

は見られなかった。

第3表に3齢幼虫になって60日後に温度処理した結

果を示す。この時期の幼虫は摂食期から非摂食期に変わ

る個体が多く，温度処理による発育日数は10C区と

20C区ともに200～225日の範囲であった。また，死

亡率においても20～30％を示し無処理と同等であっ

た。
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第3表ドウガネプイブイが3齢幼虫になって60

日目に低温処理したときの卵から成虫まで
の発育所要日数の比較

の餌の確保が必要となってくる。そこで人工飼料の検討

を行った。人工飼料として使用する場合，①成虫の摂食

量，②成虫の寿命，産卵数，ふ化率，③餌の長期保存，

などの条件を具備しなければならない。ドウガネ成虫が

比較的好んで食べるイヌマキの若葉を風乾し，これを粉

砕機で粉末にする。この粉末と昆虫の必須栄養素を混合

し，第5表に示す2種類の人工飼料をアルミ製なべで

20分間煮沸し,冷却して作製した。このうちビタミン

B群は第6表に示す割合で配合し，その少量を餌に添加

した。この人工飼料は一度に300gほど作製して冷蔵庫

に保存しておけば，かなり長期間にわたって使用可能で
ある。

この人工飼料Iと（Ⅱ）を用いて成虫に対する摂

食量を調査したが，いずれも0.4～0.5g/頭/日を示し>

人工飼料に対する摂食忌避効果は見られなかった。さら

に，人工飼料は高湿度の成虫飼育装置内において，9日

間も腐敗しなかったので，餌の交換に要する作業は大幅

に削減された。

人工飼料としてもっとも重要と考えられる成虫の寿

命，産卵数，ふ化率の調査をイヌマキの生葉と比較して

行った。その結果を第7表に示す。人工飼料(1)によ
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第4表 ドウガネプイブイが3齢幼虫になって90

日目に低温処理したときの卵から成虫まで

の発育所要日数の比較
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第5表人工飼料の組成

』
人工飼料

成分

’(I) (Ⅱ）
ー

イヌマキの葉乾燥粉末
デンプン

ダイズ粉末
無機塩
クエン酸
L一アスコルピン酸
セルロース粉末
寒天粉末
ショ糖
コレステロール

ビタミンB群
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水
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97.09)

第4表に3齢幼虫になって90日後に温度処理した結

果を示した。この時期の幼虫はほとんど非摂食期のもの

で，休眠状態に入っていた。このことは幼虫の呼吸量

(CO2呼出量）を測定して確認した(1982)2)。この時期

の温度処理は無処理区よりわずかに短縮される程度で，

顕著な効果は見られなかった。したがって，もっとも有

効な飼育法は,25Gで飼育し,3齢幼虫になってから

30日後に20Cで30日間放置したのち，また25C

に戻して飼育することである。この方法で飼育すれば，

卵から成虫までに要する日数はわずか181日となり，

年2回成虫を発生させることが可能である。

皿成虫の飼育法

ドウガネ成虫が発生している期間中（6～9月）の飼育

は，この虫の好む植物が野外にたくさん存在するので，

それを与えれば容易に飼育できる。問題はそれ以外の時

期，すなわち周年を通して成虫を飼育する場合には，そ

15．0

1．0

300m/

第6表ピタ ミンB群の組成

|添加量成分 (ng/g･乾物量）

塩化コリン

イノシット

ニコチン酸
パントテン酸-Ca
ピリドキシン塩酸塩
リポフラピン

チアミン塩酸塩
ピオチン

葉酸
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０
０
２
２
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０
０
５
３
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２

５
０
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１

，
，

１
２

注以上を0.1m/に溶かし，餌に添加する
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第7表人工飼料によるドウガネプイブイ成虫の寿命，産卵数，ふ化率について
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人工飼料
1

人工飼料
（Ⅱ）

雄
雌
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雄
雌

2,02291.12,219130．5

’
35.3士7.2
40.1士8．7

20

20 48.1269 13113．5

｢霞T悪1瀧認｜,,｜,‘’ |ﾌ露|棚’イヌマキ生葉 92.347.2

る成虫の寿命は平均値で83.5～89.3日であり，人工飼

料（Ⅱ）（35.3～40.1日）やイヌマキ生葉（38.3～46.6

日）に比べ，約2倍の数値を示し，栄養的にも優れた餌

であることが明らかとなった。また，産卵数では人工飼

料《I)はl雌当たり最低が65個，最高が241個を示

したが，人工飼料（Ⅱ）ではそれぞれ0個と24個であ

り，産卵数はきわめて少なかった。天然のイヌマキ生葉

では最低が39個，最高が55個であり，人工飼料1

よりかなり低い値を示した。ふ化率では人工飼料(I)と

イヌマキ生葉で飼育したものは91～92％ときわめて良

好であったが，人工飼料(Ⅱ)は栄養的に十分でないため

わずか46‘6％であった。したがって，この人工飼料

(I)を用いて飼育すれば，少ない個体数でも多くの採卵

が可能である。さらに，この飼料の組成を変えることに

よって，例えばマメコガネではサクラの葉，ヒメコガネ

ではクズの葉などを用いて作製すれば，優れた人工飼料

として使用できる。

おわりに

以上，ドウガネの幼虫と成虫の飼育法について述べて

きたが，実験室でいつでも目的とするstageのものが手

軽に供給可能であれば，供試昆虫として理想的である。

特にコガネムシ類の多くは年1回の発生であるため，そ

の生態的研究，フェロモン研究，防除薬剤の探索に長期

間を要する。しかし，これが容易に累代飼育されて年2

回の発生となれば，それらの研究に要する時間は大幅に

短縮されよう。この飼育法でまだ改良しなければならな

い点がかなりあり，特に幼虫の生息密度と飼育容器の問

題，幼虫の餌の交換作業の自動化などをくふうすれば，

狭い空間を利用して大量飼育が可能となろう。

引用文献

1)Fujiyama,S.andF・Takahashi(1973):Mem.
Cou・Agr・KyotoUniv、104:31～39.

2）廿日出正美ら（1982)：静大農研報32：1～7．

（8ページより続く）
モモ：灰星病の発生は東北の一部でやや多く，その他の

地域では平年並ないしゃや少ないと予想されます。

ハダニ類の発生は平年並ないしゃや少ないと予想さ

れます。モモハモグリガの発生は平年並以下と予想さ

れます。

ブドウ：晩腐病の発生は一部でやや多いほかは，少ない

と予想されます。

ペと病，さび病，褐斑病，フタテンヒメヨコバイの

~発生は平年並以下と予想されます。

黒とう病の発生は少ないと予想されます。

カキ：炭そ‘病，うどんこ病，円星落葉病の発生は一部で

やや多いほかは平年並以下と予想されます。

角斑落葉病タカキミガの発生は平年並以下と予想さ

れます。

果樹全般：果樹カメムシ類の発生は一部でやや多いほか

は平年並以下となっていますが，今後，果樹園への飛

来状況に十分注意して下さい。

チャ：チャノキイロアザミウマの発生はやや多いと予想

されます。

カンザワハダニの発生は九州の一部でやや多く，そ

の他の地域では平年並と予想されます。

チャハマキの発生は東海の一部で多く，その他の地

域では平年並以下と予想されます。

炭そ病，チャノコカクモンハマキ，チャノホソガ，

チャノミドリヒメヨコバイは一部でやや多いほかは平

年並以下と予想されます。

野菜：キャペツのコナガ及びウイルス病を媒介するアブ

ラムシ類の発生は一部でやや多いと予想されます。

ハスモンヨトウの発生は近畿以西の一部でやや多く

なっていますので,飛来状況に注意して下さい。

ミナミキイロアザミウマは，ナス，メロンなどで発

生が確認されています。本虫の防除に当たっては早期

発見に努め的確な防除を実施して下さい。
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特集：コガネムシ類〔5〕

植物防疫基礎講座

アカビロウドコガネおよびヒメコガネの飼育法

さわ

千葉県農業試験場潔
だ
田

まさ

正
あき

明

かみ合い（共食↓､）習性のある昆虫を飼育するには，

個体間の出会いの機会を少なくさせるくふうが必要であ

り，ハマキガ類（山谷ら,1972)では飼料中にパラフィ

ン紙を混ぜ，シロイチモジマダラメイガ（服部,1983)

では照明用ルーバーを使うことによりこの問題を解決し

ている。食葉性コガネムシ類は土壌中での行動が活発で

あることから，同一容器内での複数飼育には相当量の空

間（土壌）を必要とし，むしろ小さな容器で個体飼育し

たほうが効率的である。飼育容器はこれまで三角コルペ

ン（中島,1952)やカラス瓶(Fujiyamaetal.,1973)

などが使われていたが，最近は比較的安価で積み重ねが

できるアイスクリーム用ポリカップがよく使われる（串

田,1973;瀬戸口ら,1982;山崎ら,1983)。筆者はさ

らに効率化するため，一つの容器を多数にしきった“分

画飼育箱”を使って各種コガネムシの飼育を試みている

(津田,1983)。本稿ではこの方法を中心にアカピロウド

コガネとヒメコガネの飼育法を紹介して，参考に供した

い。

2ポリカップによる飼育

比較的少数個体の飼育に適している。具体的な方法は

串田(1973)により解説されている。ただし，餌につい

ては筆者の経験ではアカビロウドコガネやヒメコガネに

はニンジンよりもサツマイモ塊根のほうが腐敗が少な

く，生育も良かった。この場合，表皮をできるだけ多く

付けておくほうがいもの持ちがよい。後述する人工餌で

もよい。また，ポリカップは容量90～120mZのもので

十分である。

3分画飼育箱による飼育

若村(1978)がカブラヤガの飼育に用い，串田(1973)

がコガネムシ幼虫の採集箱としているしきり板のある箱

を使う。筆者が使っているのは厚さ3mmの塩化ビニ

ル板で作った11．8×23.3×2.7cmの箱（第1図）で，

格子状に組んだしきり板で中を50にくぎってある（1

マスの内寸は2．0×2．0×2.4cm)。しきり板は取り外せ

るようにしておいたほうが洗浄などに便利である。

川土として畑土（火山灰土）をオートクレーブで120

C30分間以上加圧滅菌したのち,24メッシュのふる

いを通したものを使う。ヒメコガネには砂質土壌でもよ

いが，砂は保水力が小さいので水分調整に気をつける。

餌は太さ15mmぐらいのサツマイモ塊根を5～6mm

の厚さに輪切りにして用いる。太いいもは輪切りにした

のち，二または四つ割りにする。このとき必ず表皮を残

すように切る。手ごろな太さの細いいもは市販されてい

I野外採集幼虫の飼育

1幼虫の採集

アカピロウドコガネやヒメコガネは通常2～3齢幼虫

で越冬している。越冬中は地中の比較的深い所にいるの

で，幼虫の採集は9～11月または4～5月ごろがよい。

両種ともどこにでもいる種だが，豆類（ラッカセイ，ダ

イズ，アズキなど）やいも類（サツマイモ，サトイモな

ど）の栽培あとのほ場に多い。

採集した幼虫が目的としている種かどうかは腹端部の

ラスター域の刺毛（津田,1967)のほか，大きさや体型

などからの“見た感じ”によってもおよその見当がつけ

られるが，生きたままでの正確な種の判別は困雌であ

る。特に非耕作地から採集した幼虫にはまったく別の種

が混じっていることが多いから，明らかに違うとわかる

ものだけを除き，最終的には羽化した成虫で確認するほ

うが無難である。

蕊…:蕊．:鯉薩議
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■
写
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時
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弔
甜
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詔

RearingmethodofMaladeracastaneaArrowana

A"o加αIα、γ城cubreaMotschulsky(Scarabaeidae:

Coleoptera)ByMasaakiSawada

醗涛舞守‘¥蕊韓磯電蕊韓蕊蕊騨識騨…溌率&錘騨農鰐蕊騨蕊…と弼躍鴎講器雛騨騨騨醗撚溺騨.…

館l図幼虫飼育容器（分画飼育箱）
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を使った場合は完全に食い尽くされるまで，2～3週間

そのままでもいっこうに差し支えない。

幼虫は老熟すると土嵩（蝿室）を作る。調査のため土

嵩から出してしまった前踊や蝿は土を2/3ほど入れて

丸い押し型を付け，水を噴霧して表面を落ち着かせた所

に安置する。上から土はかけないが，ふたをするのでこ

の空間内の湿度は十分に保たれ，正常に羽化する（第2

図)。

個体識別が必要でない飼育の場合は，調査や餌替えは

箱ごとふるいの中に空けてしまえば楽であるが，マス目

に番号を付けておけば個体識別をした飼育も可能であ

る。この場合，取り出した幼虫は別の容器の同じ位置に

移せばよい。

この方法は多量の飼育には省力的である。1個体当た

りのスペースは約10mZであり，これに使う土の量は

ポリカップ飼育の1/5～1/10で済む。また.1箱に50頭

収容できるので，小さな定温器でも比較的大量の飼育が

できる。ただし，野外採集した幼虫はダニ類や菌類に寄

生されている場合があり，これをこのような箱で飼うと

箱全体にまん延させる危険性がある。最初のうちは2～

3日ごとに観察して死亡虫は早めに取り除くか，あるい

はポリカップ飼育でしばらくようすを見てからこの箱に

移すほうが無難であろう。

皿ふ化直後からの飼育

1成虫の採集

アカビロウドコガネは灯火採集するのがもっとも簡単

である。ブラックライトの下に予察灯用の漏斗を置き，

これを少量の土を入れたバケツで受ける。バケツの中に

落ち込んだ成虫は土の中に潜るので，翌朝までおいても

弱ることはない。なお，灯火に飛来する成虫の性比（雌

率）は20％以下であることが多い。

ヒメコガネも灯火によく集まるので同様の方法でよい

が，ダイズほ場などで日中に捕集するのも簡単である。

2成虫の飼育と採卵

採集した成虫は腹端部を見て雌雄を分け（第4図)，

先の幼虫飼育と同じ土を3～4cmの深さに入れた15×

2(1×20cmのプラスチック容器に，雌l～3:雄lの割

合で50頭程度を入れて飼う。餌としてアカビロウドコ

ガネにはサツマイモ，ヒメコガネにはラッカセイまたは

ダイズのいずれも新鮮な葉を与え，毎日更新する。

採卵にはまず食べ残した餌を取り出してから，土を6

メッシュと24メッシュのふるいを重ねた中に空ける。

土は下に落ち，上のふるいに成虫，下のふるいに卵と成

虫の糞などが残る。アカビロウドコガネは卵塊で産まれ

18 －

ないので，自分で栽培するか収稜時に農家から譲り受

け，洗わずに土付きのまま12～15Gの定温器に保存す

る。10C以下になると腐敗するので注意する。

餌いもの小片を容器の各マスの底に1片ずつ入れてか

ら，土を容器の深さ1/3～1/2まで入れる。後述する人

工粉末餌の場合はまず土を1/2～2/3の深さまで入れ，

試験管の下端などの丸いもので押し型を付け，この中に

餌を適量入れる。適量は幼虫の大きさや餌替え間隔によ

って異なるが，アカビロウドコガネ3齢幼虫の場合，7

日間で1頭当たり乾燥葉粉末ならば50mg,乾燥塊根粉

末ならば100mgである。ヒメコガネはこの約3倍量必

要である。その後幼虫を1頭ずつ入れ，上から土をいつ

ぱいに入れてすり切る。さらに上から霧吹きで水分を十

分に与えてからふたをする（第2図)。土壌水分は軽く

つまんで崩れない程度がよい。

容器は飼育目的により定温器に入れるが，加温された

定温器内は乾燥しやすいので，容器ごとポリ袋に入れて

おくとよい(袋の口は縛らず，容器の下に折り込む程度）

(第3図)。また，室温飼育の場合は直射光が当たらない

よう十分注意する。

このような状態で飼育し，筆者の場合，通常7日ごと

に調査のため幼虫を取り出すので，そのときに餌と土を

更新する。しかし，餌の量が十分ならば，特に生のいも

”溺餌麗認先に入れた土【霊劉後から入れた土

第2図幼虫飼育容器断面図

左：サツマイモ生塊根小片の場合，中：前卿

および鋪，右：粉末人工餌の場合
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ー

おいたほうがよい。卵およびふ化幼虫は先の丸いピンセ

ットでていねいに取り扱う。

3幼虫の飼育

基本的には野外採集幼虫の飼育と同じである。しか

し，ふ化直後の幼虫に対してサツマイモ塊根の小片を与

えたのでは食い付きが悪く，ほとんど2齢まで育てるこ

とができない。そこで，1齢幼虫の飼育に適した餌につ

いて種,々検討した（津田，投稿中)。その結果，アカビ

ロウドコガネにはサツマイモ葉の乾燥粉末，ヒメコガネ

にはサツマイモ塊根の乾燥粉末が適していることがわか

った。

サツマイモ葉は新鮮なものを，塊根は皮ごと薄くスラ

イスしたものを，それぞれ天日で短期間に乾燥させる。

これを粉砕機にかけて24メッシュ以下の粉末にする。

湿らせないように保存すればいつまでも使える。

この人工餌で2齢以降の飼育も可能であり，また，野

外採集幼虫の飼育にも使える（第1，2表)。しかし，

これら人工餌だけで定温飼育すると，野外採集幼虫の場

合より3齢幼虫期間が長くなり，踊化率も低くなる。ヒ

メコガネの場合，野外採集幼虫でも2齢幼虫期以前から

定温飼育すると，一部に3齢幼虫期間が長くなる個体が

現れるが，3齢になるまで野外にいたものならばいずれ

の餌でも正常に踊化・羽化する。これらのことは人工餌

が栄養的に完全ではないことをうかがわせるが，また，

定温飼育であるため，休眠できないことによる異常とも

一
一

雌

。 雄

アカビロウドコガネヒメコガネ

第4図成虫における雌雄の見分けかた（腹端部腹

面）

るので，できるだけぱらぱらにしないよう，ふるいなが

ら見つけたらそのつど取り出す。ヒメコガネの卵は最後

に残った糞粒と“ころがり”の違いを利用して分別す

る。卵殺菌は行わなくても80％以上のふ化率は得られ

る。

卵は滅菌土を入れたポリカップの中でふ化させる。卵

発育には土壌水分が重要であるので（後閑，1958)，乾

きすぎないよう注意する。25Cにおける卵期間はアカ

ビロウドコガネ7～8日，ヒメコガネ14～17日である。

卵塊で産まれるアカピロウドコガネはふ化直後はほとん

どか承合いをしないので，かなり高密度で土の表面に出

しておいてもよい。しかし，1粒ずつ産まれるヒメコガ

ネはふ化直後でもかゑ合うので，卵は土の中に潜らせて

(津田，投稿中）第1表サツマイモを材料とした餌によるふ化直後からの飼育(25C

種名｜餌の種類｜供試数(頭)'2齢化率(%)'3齢化率(%)｜踊化率(%)’3齢期間(日）
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第2表サツマイモを材料とした餌による野外採集2齢幼虫からの飼育(25C)(津田，投稿中）
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a）ヒメコガネでは120日以内に蝿化した個体の平均所要日数．

b）踊化虫のうち3齢期間が180日以上の個体の率.

19
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考えられる。

Ⅲ野外での幼虫飼育

室内飼育では栄養要求や休眠など未解決の問題があり

完全飼育できる段階に至っていないが，野外で生きた植

物を使えばほぼ自然に近い状態で飼育できる。野外にお

ける発生経過の調査や試験材料確保のためには，いるか

どうかわからないほ場を掘り起こして採集するより，こ

のような飼育を行うほうがはるかに効率的である。

ほ場に直径15cmの素焼鉢を縁まで埋め込承，この

鉢にラッカセイを播いておく。鉢底の水抜き穴には金網

(18メッシュ）を入れて幼虫の逃亡を防ぐ。また，ほ場

全体を網（6メッシュ以下）で覆い，外部からのコガネ

ムシの飛来産卵と天敵の侵入を防ぐ。

この鉢に成虫の室内飼育により得たふ化直後の幼虫

を，初期死亡による減少を考慮してアカビロウドコガネ

は鉢当たり5頭，ヒメコガネは3頭ずつ放飼する。放飼

後は調査または幼虫回収時まで放置しておいてよいが，

厳寒期には稲わらを敷くなどして保温する。自然状態で

は20～30cm以上深く潜って越冬するのに，鉢内では

12～13cm程度であり昼夜の温度差をできるだけ小さく

する必要があるからである。ラッカセイは冬には枯れる

が越冬後は腐ったラッカセイの根や，自然に生えた雑草

などがあり餌植物を植えなくてもよい。もし不足するよ

うならば秋にムギを播くか，春になってから移植する。

このような方法で飼育した幼虫の踊化率は，アカピロ

ウドコガネの場合，7月中旬～8月下旬ふ化（放飼）で

20～30％，ヒメコカネでは8月上旬～9月上旬ふ化で

30～40％であった。

以上，筆者が現在行っているアカビロウドコガネとヒ

メコガネの飼育法を紹介したが，両種ともまだ生育完了

に必要な栄養や休眠機構などが明らかでないため，はな

はだ不完全なものである。両種の応用研究を進めていく

には大量累代飼育がぜひとも必要であり，その解決のた

め今後も努力していきたい。

稿を終えるにあたり，有益な御助言をいただき，ま

た，校閲の労を賜った農林水産省農業環境技術研究所の

釜野静也博士に謝意を表する。
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作物保護の新分野

理化学研究所見里朝正編

A5判235ページ定価2,2側円送料250円

昭和56年から始まった理化学研究所主催のシンポジウム「科学的総合防除」の講演内容を加筆してとりま

とめた好著。我が国の先端を行く研究者が化学的，生物的防除はもちろん，光・音・遺伝子工学等を駆使し

て作物保護の新分野にいどむ最新技術を紹介する。

内容目次

I．「科学的総合防除」とはv.生 物 的 防 除
作物病害の生物的防除／生物的防除と害虫管理／

Ⅱ、光の利用
光の昆虫誘引作用の利用／光の昆虫忌避作用の利雑草の多様性とその生物的防除／生物的防除への
用／紫外線除去フィルムによる植物病原糸状菌の遺伝子工学応用の可能性
胞子形成阻害／雑草防除における光質の活用Ⅵ、ソフト農薬の開発

ソフト農薬開発の現状／大豆レシチン・重曹農薬
Ⅲ、環境制御
湿度環境制御によるハウス野菜病害の防除／環境の開発／過酸化カルシウム剤の開発／フェロモン
制御による雑草防除／太陽熱利用による土壌消毒の利用・開発
／水の利用による病害防除Ⅶ、外国の現状

ヨーロッパにおける科学的総合防除／ソビエトの
．Ⅳ、音の利用 現状／東南アジアにおける作物保謹の現状／アメ

音と昆虫／鳥と音／動物と音／魚と音 リカにおける病害虫の総合防除の現状

－20－
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青果物市場病害研究の現状
ながた

東京大学農学部植物病理学研究室永田
ひであきやましたしゆういちどい

英明・山下修一・土居
じ
一
一

鐘
養

したが，今のところ，青果物の病害でマイコトキシンは

あまり問題となっていない。しかし，リンゴの青かび病

でパツリンの産生が認められたほか，市場病害の病原菌

のうちにはマイコトキシンを産生する可能性のある菌が

多く含まれており，今後この方面の注意も必要と思われ

る。

以上のように，青果物の市場病害の研究の重要性はと

承に増大している。

Ⅱ市場病害の発生状況の概略

市場病害は，輸送中・貯蔵中・販売中，あるいは消費

者の冷蔵庫中や台所など，あらゆる時期に発生する。ま

た，その原因から，機械的損傷・伝染性疾病・非伝染性

障害の三つに大別できる'1)。しかし，その程度は青果物

の種類により大きく異なっている。

第1表はニューヨークにおける市場病害の発生状況を

青果物の種類別に，発生場所・原因で大別して示したも

のである'1)。もちろん，このような発生状況は一例にす

ぎず，年度・季節・地域などにより大きく変化する。ま

して，ニューヨークと日本とでは条件は非常に異なる

が，参考になると思う。

本稿では，筆者らの研究を基に伝染性疫病を中心にし

て述べるが，このほかにも，機械的損傷や非伝染性障害

が重要な損失の要因となり，さらにこれらの障害部が病

原菌侵入の門戸となることも多く，注意が必要である。

さて，わが国では伝染性疾病について，赤井・河野3)，

赤井・久能4)による京都市場における調査などがある。

しかしその後，貯蔵・輸送方式は大きく変化し，取り扱

われる青果物の種類も変わってきている。

そこで，筆者らは東京都中央卸売市場神田市場におい

て,1982年4月より年間を通じ，定期的に国外産．国内

産の出荷物を対象に市場病害の調査を行ってきた'9~21)。

その調査結果から最近の発生状況について紹介したい。

調査は病原菌の同定を中心に進めた。第1図は市場で廃

棄されたグレープフルーツやイチゴなどである。このよ

うに市場で選別廃棄された青果物の腐敗部分より病原菌

を分離し，同定を行った。その結果の概要を第2表に示

す。

全体としては，カンキツ類，特に輸入カンキツ類に被

害が多かった。輸入青果物は，バナナとパイナップルを

はじめに

市場病害(marketdisease)とはその名のとおり，市

場において発生する病害を指す。このほか，収穫後に発

生する病害(postharvestdisease)を指す言葉として貯

蔵病害(storagedisease)も用いられ，これも文字どお

り貯蔵中に発生する病害のことである。実際には両者の

間に厳密な区別はなく，発生する病害にも大差はない。

また，市場においても，輸入青果物を中心に貯蔵が行わ

れており，ここでは市場病害を，広く収穫後に発生する

病害の総称として用いることにする。

市場病害の病徴は，“腐敗”あるいは“かびる”といっ

た言葉に代表される。これらの病徴は非常に身近で，か

つ目だっためか，古くから注目を浴び研究されている。

産業上も青果物の長距離輸送や長期保存は重要な課題で

あるが，その際市場病害の克服はもっとも頭を悩ませる

問題の一つと言える。しかし，これらの研究の多くは欧

米で成されたもので，わが国では逸見'2)が市場病害の重

要性を指摘し，その後園芸学（果樹学・読菜学)，農業

工学などで生産物の保存，流通に関する研究，植物病理

学で青果物の腐敗についての病原菌の調査が進められた

が，欧米に比べるとあまり活発ではない。これは，欧米

と日本との農産物の流通の規模やその形態の差によると

ころが大きいと思われる。もちろん，わが国において市

場病害の被害が小さいわけではない。特に，近年青果物

の周年供給のために，長期貯蔵の必要性が強まり，また

海外からは数週間かけて，多くの青果物が輸入されてい

る。このような場合，当然市場病害の発生は多くなる。

市場の出荷物は農業生産の最終産物であり，もっとも

集約化されたものと言え，その病害による経済的損失の

重要性は言うまでもない。さらに，市場病害の発生は，

実際の経済的被害以上に，生産者・中間業者・消費者間

の信用問題や評判にかかわっており，このような間接的

被害も無視できない。

また，市場病害に関連して，マイコトキシンによる食

品の汚染もしばしば指摘され，マスコミの対象となるこ

ともある。穀類，マメなどではその研究はおおいに発展

RecentResearchinMarketDiseaseofFruitsand

Vegetables・ByHideakiNagata,ShuichiYama-

shitaandYojiDoi
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第1表ニューヨークにおける市場病害の発生状況(Harvey,1978より)'"

青果物

リンゴ,RedDelicious"'

リンゴ,RedDeliciousb)

ｷ●1ウリc）

レタス,Iceberg"'

オレンジ,Navel")

オレンジ,Valenciâ )

皇をモ

セイヨウナシ,Bartlett")

セイヨウナシ,Bosc"'

セイヨウナシ,d'Anjou")

トウガラシ,BellO

イチゴa）

サツーマイモ

トーマト，包装したもの

トマト，ばら

流通の各段階における損失｜総計"|－過失？膜因”
卸砺り|小(鈴)売|消(#)者’（%）｜“鞭鰯|伝描拶病|非伝諾障害

0.91.02.63.61.80.51.3

0 . 2 1 0 ． 2 1 1．51．711．1 0.2 0.4

－’5．02． 917．91.2 3.3 3.4

4.14.67．111．75.8 2.7 3.2

1.91.92．34.20.8 3．1 0.3

1．31.22．03.20.2 2.6 0.4

2.314．58. 1 1 2 ． 6 6 ． 4 6.2

－ ’ 1 ． 9 1 4 ．015．912．1 3．1 0.7

－’4．95. 210.14．1 3.8 2.2

－’2．511．614．111．6 [、7 0．8

7.19.21．410.62.2 4.0 4.4

5.94.918.022．97.715.2

－’5．719，‘ル’15．111．7 9.2 4．2

’
-6.37.914.22.5 10.7 0.9

－’6．74.711．42．7 7.61.1

注孔）アメリカ西部産,wアメリカ東部産c)アメリカ南部産,"'小売段階と消費者段階

蕊溌静 癖

霧

第1図腐敗廃棄されたグレープフルーツ・イチゴ

など

除くと取扱量の割りに被害が多いようであった。この原

因として，2週間からlか月以上に及ぶ長い輸送期間

と，入荷と出荷のつごう上，市場で一時的に貯蔵される

場合の多いことが挙げられる。細菌による被害は野菜類

に限られ，特にハクサイとキャベツに軟腐病が多いが，

そのほかは少なかった。軟腐病とレタスの灰色かび病を

除くと，葉菜類には伝染性疾病は少なく，しなびなど非

伝染性障害が目だった。果実・果菜類では，貯蔵リン

ゴ・ナシ・カキなどで非伝染性障害が比較的多かった

が，一般には伝染性疾病が多く見られた。

逆に，病原菌の側からこの結果を見ると，一部の多犯

性菌が多くの種類の青果物に感染することがわかる。第

3表は，代表的な多犯性菌とその寄生青果物を示したも

ので，一部第2表に入れなかった寄主も含めてある。第

3表に示した菌は発生が多く重要と思われるが，これら

以外にもPenic"""加属菌は，カンキツ類，リンゴ以外

の多くの種類の青果物から趣は少ないが分離された。

このような状況は，比較的寄主範囲の狭い病原菌の多

い，一般ほ場の病害と対照的である。これは，収穫後の

背果物では病害に対する抵抗性が低下し，“半培地化"し

てしまうため，本来，あまり病原性は強くないが，生育

速度の速いこれらの病原菌の生育を許してしまうことが

考えられる。

もう一つ注|'すべきことは，時期と産地が同一の青果

物には，｜司じ病害の発生する傾向があり，多種類の病害

が混じって発生する例の少ないことである。この原因と

して，産地ほ場において特定病原菌が感染しやすいこ

と，輸送・貯蔵時の条件が特定病原菌に有利なこと，輸

送・貯蔵時に伝染することが考えられる。

H市場病害の発牛牛熊

市場病害の病原菌は一般に通常の培地に容易に生育で

き，かつ生育速度は非常に速い。また，それによる病徴

の進展も非常に速く，小さな病斑でも急速に全体に進展

してしまう。特に,R〃だopusslolo"鱗γなどでは感染力

も非常に強く，青果物の流通過程で箱全体に広まってし

まう。しかし，これらの菌はほ場で生育中の植物に対し

ては，ほとんど病気を起こさない。これは，市場病害の

－22 －
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第2表主要な青果物の市場病害の病原菌a）

名｜病原菌｜|品名｜病原菌｜|品名｜病原菌
ロ
叩

輸入果実類

バナ ナ

国産果実類

カンキツ類

国産果菜類

トマト

篭 際

カンキツ類 ナス

ピ ー マ ン

カボチャリンゴ

ブドウ

メロン類パイナップル

キウィ

パパイア

ナシ 、

スイカ

イチゴモモ

その他

キャベツ

ハクサイ

レ タ ス

タマネギ

マンゴー クリ

オウトウ Eγ”j"jα“””"”α

E・Caγ“oU0m

B．c伽β形α

Botrytissp.

庇施加〃趣msp．

アボカド

a）東京都中央卸売市場神田市場における調査(1982～84,永田ら）

第3表主な多犯性菌とその寄主青果類a） に青果物に青果物がほ場で生育中に起きるもので，この典型的な

例が潜伏感染である。もう一つは収穫中あるいは収穫後

に切り口や傷口から感染するタイプである。

1潜伏感染について

病原菌が侵入しているにもかかわらず，病徴が発現し

ない状態を潜伏感染と呼び，カンキツ類・バナナ・パパ

イアなど多くの青果物の炭そ病，カンキツ類の軸腐病，

黒腐病などでこの現象が知られている。これらの病原菌

はまだ青果物がほ場で生育中に侵入するが，病斑を形成

せずに潜伏し収穫後に発病する。例えば，カンキツ軸腐

病菌は果実の生育中に果梗を経て侵入するが，果実の生

育中は果盤中に静止し潜伏しており，貯蔵後期に菌糸を

果実全体に伸ばし腐敗を起こす。また，炭そ病菌は無傷

で生育中の果実表面から侵入するが，やはり果実の生育

中は表層にとどまって菌糸の活動を停止し，病斑は形成

病原菌名’寄主青果類
Colletotrichum

gloeos加γ航｡価

カンキツ類・パパイア・マンゴー

・アボカド・リンゴ・ブドウ・ク

リ ・ ビワ・セイヨウナシ

カンキツ類・ナシ・オウトウ・ト

マト・カボチャ・メロン類・セイ

ヨウナシ

キウィ・カンキツ類・ブドウ・ト

マト ・ナス・ピーマン・イチゴ・

カボチャ・ブルーベリー・レタス

・メロン類

バナナ・ グ レ ー プ フ ル ー ツ ・ パ パ

イ ア ・マンゴー

4〃ernana

α"”"“a

Botrytiscinerea

Botryod妙ﾉodia

theobromae

a）東京都中央卸売市場神田市場における調査中は表層にとどまって困糸の摘勤を停止し，柄批は形成

(1982～84,永田ら） されない。しかし，収穫後，果実の成熟とともに急激に

病原菌の大きな特徴であると同時に，不思議な点であ病斑を形成する。

る。このように菌糸の生長が一時的に停滞する要因とし

市場病害はその病原菌の感染時期から大きく二つのタて,SlMMONDS**)は次の四つの可能性を挙げた。

イブに分けることができる。一つは病原菌の感染がすで ①未熟果での栄養不足。②未熟果の栄養を利用する酵

一23－
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素の不足。③病原菌に対する抗菌性物質の存在。④成熟

に伴う代謝系の変化が病原菌に望ましくなる。

彼はこれらの複合によると推測したが，その実験的な

裏づけは難航した。しかし，近年になって軸腐病菌に対

する抗菌性物質が果実中に発見され'4''5)，さらにバナ

ナ．ピーマンの炭そ病でも炭そ病菌を未熟果に接種する

ことで，抗菌性物質の形成されることが確認された。こ

の物質は炭そ病菌を成熟果へ接種したときには生じなか

った2,7)

これらのことを総合すると，未熟果では病原菌の活動

を抑える物質があらかじめ存在するか，あるいは病原菌

の感染とともに形成されるため，病原菌は活動できなく

なる。ところが，このような物質は果実の成熟とともに

減少，あるいは形成されなくなり，病原菌の伸長を許す

ようになると要約される。

2収穫後に傷から侵入するタイプ

このタイプの病原菌は種類が多い。細菌はすべてこの

タイプである。収穫，選果などの作業で生じる負傷は，

病原菌の絶好の侵入門戸となる。収穫の際に，負傷させ

ないことは実際上不可能であるが，多くの果実類や果菜

類で，果梗の切り口から腐敗し始める例が観察され，切

り口が病原菌の侵入口として重要なことを示している。

その一例としてR"z叩usstolo"雄γによるピーマン果実

の腐敗（へた腐病）があり，病原菌は果梗の切り口から

侵入し，流通過程で果実を腐敗させる'6)。

3ポリガラクツロナーゼ阻害物質について

病原菌の産生するポリガラクツロナーゼ(PG)は列病

原菌が病原性を発揮するうえで重要な働きをすることが

知られている。特に，市場病害はその病徴が軟腐症状や

乾腐症状を示す場合が多く，本酵素の重要性は一層明ら

かである。本酵素はいくつかの酵素の総称であるが，中

でもendo_ポリガラクツロナーゼ(endo-PG)はその主

体である。各種の植物で，このendo-PGの働きを阻害

する物質の存在することが知られている。これらのうち

でも，インケンマメ旺軸中やトマトなどで見いだされた

阻害物質はタンパク質できわめて特異性が強く，特定の

菌のendo-PGの承を強く阻害する5,13)。これらの物質

は寄主一病原菌の関係を知るうえで重要な働きを担って

いると考えられた。

近年になって，セイヨウナシ(Bartiett)の果実中に

も，同様のタンパク性endo〒PG阻害物質が見つかっ

た1)。本物質は未熟果には多く含まれているが，成熟と

ともに減少し，それとともに各種病原菌に対する果実の

感受性が増加した。また，本物質の阻害作用の強さは病

原菌の種類によって異なっており，この阻害作用の強弱

が，病原菌のセイヨウナシに対する病原性の強弱と，な

んらかの関係を持っていると思われる。

以上のように，市場病害の発生生態をめぐって，特に

成熟に伴う青果物の抵抗性の変化をめぐって，興味深い

研究結果がもたらされている。しかし，これらの結果は

まだ一部の病害に限られている。また，これらの知見は

実験における結果であって，実際の果実中でこれらの物

質がどのように働いているかについては，ほとんどわか

っていない。今後，これらについてさらに総合的，かつ

実際的な研究が望まれる。

Ⅲ市場病害の防除

前項で述べたように，市場病害の発生には青果物の抵

抗力が大きくかかわっている。したがって，防除の際に

もこの抵抗力をいかに維持するかが大きなポイントとな

る。青果物はほ場で生育中には，根や葉などから栄養の

供給を受けることができる。しかし,･収穫後は生育中に

蓄えた養分を消費する一方となる。したがって，この養

分消費をなるべく抑制する，すなわち呼吸量を正常な細

胞活動が行われる範囲内で，なるべく低く抑えることが

抵抗力の維持につながる。

また，病原菌に対しては，その侵入，進展を防ぐよう

にしなければならない。これらの点を総合すると，市場

病害の防除に関与する項目として，次のようなものが挙

げられる。

①流通，貯蔵時の温度。②流通，貯蔵時の湿度。③収

穫時期。④化学薬品の利用。⑤ControlledAtmosphere

(CA)などの適用。⑥その他の処理。

以下に，各項目別に要点を述べる．

1温度

温度は青果物の呼吸抑制，すなわち抵抗力の維持にも

っとも強く関係する。一般に青果物は数度内外の低温に

保つことで呼吸が抑えられ，同時に低温により病原菌の

活動も抑制される。青果物の種類によっては，収穫後に

急速に低温にする必要があり，予冷はそのもっとも効果

的な手段である。

貯蔵腐敗を起こす病原菌の生育適温は20～30Cの間

にあることが普通で，このような温度では病徴の進展は

非常に急激である。低温にすることはこのような病徴の

進展をかなり遅延させる。胞子発芽期や病斑形成初期に

は低温に保つことが，特に効果的である。ただし，低温

処理で完全に菌の生育が停止することは少なくう生育が

遅れるだけの場合が多い。

どの程度まで低温にできるかは，青果物の種類によっ

て大きく異なる。多くの青果物は凍結点以上の温度で，

－24 －
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すでに低温障害を生じて商品価値を消失してしまう。低

温障害の生じる温度条件は幅が広く一概に言えないが，

熱帯・亜熱帯原産のものでは低温に弱い場合が多く，ま

た，未熟果と成熟果では成熟果のほうが耐冷性の強い場

合が多い。低温障害の症状はさまざまであり，ピッティ

ング・褐変・水浸状斑の形成などの症状が多い。パパイ

ア，リンゴなどでは肉眼で認められる症状が生じる前

に，低温障害で生理活性が低下し病害に対する抵抗性が

減少する場合のあることも報告されている26)。

2湿 度

一般の病原菌では，胞子の発芽や菌糸伸長はともに高

湿度ほど好適である。したがって，病原菌防除の立場か

らは低湿度のほうが望ましい。ところが，青果物の側か

ら見れば，低湿度では水分蒸散が激しく，急速に萎ちょ

うして商品価値が低下する。また，水分の蒸散により病

原菌に対する抵抗性の減少する例もある。このため，あ

る程度の湿度は必要であるが，それが病原菌の繁殖に好

適になるごとも留意して，他の条件，特に低温の維持を

守らなければならない。最近では，プラスチックフィル

ムなどで青果物を包装することも多くなった｡これは，

高湿度を保つためには適当だが，その内部は病原菌に好

ましい条件になっていることも多い。また，低温から常

温に移すと青果物表面に結露する場合があり，これが病

原菌の活動を助長する。

このように，湿度は病原菌と青果物とで好適な条件が

一致することが多い要因なので,､他の条件と関連させて

慎重に検討しなければならない。

なお，タマネギなど水分蒸散があまり問題にならない

場合は，低湿度が病原菌抑制の立場から望ましい。

3 収 穫時期

収穫時の成熟の程度は，その後の輸送性，貯蔵性に大

きく影響する。一般には未熟果のほうが病害抵抗性が強

く，固いために機械的損傷にも強い。このことと，生産

物が消費者の手に渡るまでの期間を考えて，青果物はほ

場で完熟を待たず，未熟な段階で収穫することが多い。

味覚的にはほ場で完熟させることが望ましいが，完熟果

では輸送性，貯蔵性とも極度に低下する場合もある。バ

ナナやセイヨウナシなど，収穫後に追熟させる果実で，

追熟後には極端に病害抵抗性や貯蔵性が低下することが

知られている。

ある程度品質が良く，病害抵抗性もある青果物を得る

ために，収穫適期を知ることは重要である。種類によっ

ては収穫適期が非常に短い場合もある。収穫適期を知る

目安として，種類ごとに，開花後日数・色・形・糖度な

どの指標が考えられている。

第4表わが国で許可されている腐敗防止剤

率虐剤名｜使用対象方法
パラオキシ安息香酸エステ

ル（5種）

ジフェニール

オルソフェニルフェノール

(OPP)

オルソフェニルフェノール

ナトリウム(SOPP)

チアペンダゾール(TBZ)

’

’

果実・果菜に対して

効果は小さい

輸入カンキツ類に対して

容器中の紙片にしみ込ま

せて使用

｢…類迄対“
’

カンキツ類・バナナに対

して

より品質の高い商品が求められる現在では，少しでも

収穫時期を遅らせ，ほ場で完熟に近づけた青果物を貯

蔵・輸送できる技術の開発が望まれる。

4化学薬品の利用

市場病害防除のために用いられる薬品は，使用時期か

ら，収穫前に散布される薬品と収穫後に処理される薬品

に分けられる。

収穫前に散布される薬品は一般の農薬である。発生生

態の項で述べたように，ほ場ですでに感染し，市場病害

の原因となる病原菌はかなり多く，これらに対して農薬

の散布はかなり効果的である。例えば，花器感染した病

原菌が潜伏し，収穫後に発病する場合，これらには開花

期の農薬散布が有効な市場病害の防除手段となる。

一方，収穫後に腐敗防止の目的に用いられる薬品は，

食品衛生法によって規制されている。このため使用でき

る薬品と，その使用方法はごく限られる。許可されてい

るものは第4表に示すとおりわずかである。使用対象も

カンキツ類とバナナにほぼ限られるため，実際には国内

産の青果物には，ほとんど保存剤は使用されていない。

5Contr⑥皿edAtmosphere(CA)の適用，

CAとは人工的に組成を変化させた空気のことであ

る。一般には低酸素濃度，高炭酸ガス濃度とする。これ

らの条件は青果物の鮮度保持効果が高い。しかし，過度

に低酸素濃度や高炭酸ガス濃度にすると，発酵したり品

質劣化を起こす場合がある。

CAは本来，青果物の鮮度保持を目的として発達して

きたが，同時に病原菌の生育も抑制する。しかし，この

効果はそれほど大きくないようである。

減圧貯蔵は減圧により酸素分圧を低下させる方法で，

低酸素濃度と同じような効果を持つ8)。
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さらに，消極的に菌の生育を抑制するの承でなく，積

極的に殺菌する目的で，一酸化炭素の効果も研究されて

いる。しかし，これは人体にも有害で取り扱いが難しい

わりに，大きな効果は得られていない。しかも，エチレ

ンと類似した作用を持つため，エチレン感受性の強い青

果物には使用できない欠点を持つ。

6その他の処理

青果物一般には行われないが，特定の青果物の病害防

除に効果的なもの，研究中のものがいくつかある。これ

らはさらに研究が進めば，他の場合に応用できる可能性

を持つ。以下に簡単に述べる。

キュアリングは主にサツマイモで行われる。収穫後，

高温，高湿度下におき，傷口のカルス形成を促進するこ

とで病害抵抗性が増す。

予措はウンシュウミカンで多く行われる。貯蔵前に軽

く風乾することで，腐敗の減少に効果がある。

温水処理はアメリカのカンキツ類やモモで試承られて

いる26)。ある程度の高温の湯に果実を入れて表皮を殺菌

するが，温度，時間に留意しないと果実が損傷する。

放射線処理はジャガイモなどの発芽抑制に用いられて

いる。さらに高線量を照射して表面殺菌をする試承もあ

るが，青果物の損傷が大きいため，実用化されていな

い。

前述のピーマンへた腐病では，病原菌の胞子発芽が純

水中で低下することを利用し，切り口を水洗することで

発病が抑制された'7)。

おわりに

市場病害について，発生状況から防除までの概要を，

最近の研究を中心に紹介した。

発生状況の正確な把握は研究の第一歩目であり，特に

量的な調査がさらに望まれる。潜伏感染をはじめ，それ

らの発生生態は大変興味深く，かつ重要な問題を含んで

いる。防除面では日本は諸外国に比べて使用できる薬品

次号予告

果樹を侵すBotryo”んαeriα属菌大和浩国

イチジクの果実内部を加害するアザミウマ類の生態

と防除法高橋浅夫

施設裁培における薬剤耐性灰色かび病菌の発生推移

古谷真二

ダイズサヤタマバエの生活史のなぞ湯川淳一

チュ ー リ ッ プ の主な病害名畑清信

がきわめて少ない点で不利であり，それに替わる防除法

の開発が望まれる。

このように，市場病害の分野には未解決の問題が多く

残されており，今後も研究のよりいっそうの発展が待た

れる。
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ナシのハマキガ類の寄生‘性天敵昆虫

ゆき

徳島県果樹試験場行
なり

成
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正

あき

昭

びコマユバチ科のリストが発表された。しかし，ナシ園

におけるハマキガ類の天敵昆虫の種類および寄生率を扱

った報告は少ない。筆者は1971年以後，徳島県地域で

ナシ園とその周辺生け垣のイヌマキなどを加害するハマ

キガ類の在来寄生性天敵昆虫について調査を行い，結果

はそのつど報告してきた（行成,1976ab,1978～1981)。

ここでは主として，これらとその後の研究成果に基づい

て紹介したい。

Ⅱ寄生性天敵昆虫の種類と寄生状況

Momoietal.(1975)は，わが国の果樹園および茶園

でハマキガ類に寄生するヒメバチ科31種とコマユバチ

科の9種を記録した。徳島県においてナシ園とその付近

のハマキガ類を攻撃する寄生性天敵昆虫は第1表に示

す33種が確認された。その内訳はヒメバチ科18種，

コマユバチ科7種，アシブトコバチ科2種，タマゴヤド

リコバチ科1種，アリガタバチ科1種，ヤドリバエ科4

種である。そのうち卵寄生者は1種，幼虫寄生者は23

種，蛎寄生者は9種であった。ハマキガ類と寄生性天敵

の寄主一寄生者関係を承ると次のとおりである。リンゴ

コカクモンハマキに対しては17種，チャノコカクモン

ハマキでは16種，ミダレカクモンハマキでは11種，

アトポシハマキでは8種，アトウスキハマキでは13種，

チャハマキでは20種の寄生性天敵昆虫の寄生を認め

た。

ナシ園では，リンゴコカクモンハマキとチャハマキが

優占種であり，生け垣のイヌマキではチャノコカクモン

ハマキとチャハマキの承が加害する(行成，1971)。リン

ゴコカクモンハマキとチャノコカクモンハマキに寄生す

る天敵昆虫の中で，〃α"彫伽α伽x叩秒esiMinamikawa,

Bγα‘o〃αd0x叩妙esiMinamikawa,Goniozusjapo"伽s

ASHMEAD,Ca叩叩〃だルomonaeSonanは両種幼虫の共通

の重要天敵として働いている。これらの寄生蜂はナシお

よびその周辺のイヌマキを加害する，その他のハマキガ

類の重要天敵でもある。

4．α伽郷叩妙estはミダレカクモンハマキ，アトポシハ

マキ，チャハマキにも寄生し，チャハマキではときどき

50％以上の寄生率に達する。また，アトポシハマキの

幼虫寄生性天敵昆虫6種の中で，もっとも寄生活動が盛

んである。B.adox叩妙esiはミダレカクモンハマキ，ア

はじめに

近年，ナシ園では発芽当時，芽や花などをつづり合わ

せたり，生育期の葉を重ね合わせ食害し，あるいは果実

までも加害する，いわゆるハマキムシ類が恒常的に多発

し，栽培上問題となっている。広瀬(1964)は長野県で

リンゴ園におけるコカクモンハマキの異常多発の原因と

して，ハマキムシが好む新葉を長期にわたって供給する

現在の栽培管理と天敵類の減少を指摘しており，また成

田(1970)は秋田県のリンゴ園で1969年ごろのコカク

モンハマキの異常発生の原因の一つに，パラチオンを主

体とした殺虫剤の多用で天敵類が減少し，それに伴い環

境抵抗が低下したことを挙げている。ナシ園でも有機塩

素系殺虫剤が使用されていた当時，連続散布の後作用と

してハマキガ類の異常多発が見られた。この現象も，在

来天敵の制圧効果を前提にすると矛盾することなく説明

できる。ハマキガ類幼虫のように若齢時から巻葉した

り，葉をつづり合わせる習性を持つ種類は薬剤による防

除が困難であるため，天敵に対する期待は大きいと考え

られる。

ハマキガ類の天敵に関しては，古くから多くの報告が

ある。中でも，リンゴコカクモンハマキとチャノコカク

モンハマキはそれぞれ主に落葉果樹およびチャの重要害

虫で天敵類に関する報告例は特に多い。しかし，この両

種は本間(1966,1972)の指摘までコカクモンハマキ

4伽難叩妙錨oγα"αの一種，あるいはその中の2型として

取り扱われてきたため，天敵に関しても区別して調査が

なされていなかった。別種に分けられる以前の，本種の

天敵昆虫に関する記録には，神谷(1940),MlNAMIKA-

wa(1954,1969),南川(1960),前田(1955),Kishi-

tani(1961,1962),Iwata(1961),Watanabe(1967,

1970)〉安松ら(1964)などがある。両種の間には，かな

り明りょうな食性の分化が認められるので，寄主植物

を知ることでいずれの種であるか見当がつく。YAsuDA

(1972）の論文にはそれぞれの天敵昆虫が区別されてい

る。その後，茶園でのハマキガ類の寄生蜂に関して高

木（1974）が，さらにMomoietal．(1975)によって

わが国の果樹園および茶園で確認されたヒメバチ科およ

ParasitoidsofTortricidSpeciesinPearOrchards.
ByMasaakiYukinari
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第1表ナシ園のハマキガ類の寄生性天敵昆虫

雪空冨患;熟
ハマキガ類a）

寄生性天敵 昆 虫 アトポ

シ
ミダレアトウ

ス

リンゴチャノ
コカコカ

チャ

ICHNEUMONIDAEヒメバチ科
4〃叩impﾉα′e畑milisAshmead
〃叩加αbipunctorThunberg
Campople対ルOmonaeSonan
Cocの唇0m加usdispartsVieregk
Cocĉﾉgo加加“ノ"“"osusSmith
Coccygo加加蛎力”"araVieregk
Coccygomimus力加0Ashmead*>)
ααdegmamolestaeUghida
Gelinaesp.
GregopimplakuwanaeVieregk̂)
〃叩lectisα"”"αnsspectα〃"＄

MATsuMuRA

Itoplectisnarα"gaeAshmead'̂)
LissonotasaturatorThunberg

〃"伽α0γ"ataUghidaandMomoi
PristomerusvulneratorPanzer

Teleutaeam伽amjkamaiUghidaand

Momoi

Trathalα汎azIoo功加"sCameron
Triclistusg肋αlipesDesvigens

BRACONIDAEコマユバチ科
〃α"#8畑αdox叩妙βsiMinamikawa
〃α"＃elessp.
Braco〃αdo尭叩妙郷Minamikawa
Macroce"〃“〃"βαγijb)

M"crocentrussp.
ハ〃eorusadり灘叩妙醜Minamikawâ )
Rhogassp.

CHALCIDIDAEアシプトコバチ科
Brae妙加“α砿“γ伽ataGahan
Brae妙meγialasusWalker

TRICHOGRAMMATIDAEタマゴヤ
ドリコパチ科
Tγ肋噌rammα此"〃ol加iMatsumura

BETHYLIDAEアリガタパチ科
Go"奴”〃ゆo"伽sAshmead

TACHINIDAEヤドリパエ科
Eumeawester加α""iZetterstedt

Pseudopericﾙ“#α加娩"αRoBINEAu‐
Desvoidy

勘"〃〃α脆加鯛発Panzer
Ze"〃〃α伽losaMeigen̂ )

虫
虫
虫

″
〃
鋪
″
〃
″
〃
〃
蝋
〃
〃
〃
″
〃
踊

幼
幼
幼

単
単
単
単
単
単
単
単
多
単
単
多
単
単
単
単
単

ｊ

ｊ

ｃ

ｃ

＋
一
十
十
十
十
十
一
一
十
十

ｊｃ

＋
一
十
一
一
一
一
十
一
十
十

＋
一
十
一
一
一
一
一
一
一
十
一
十
一
一
一
一
十
十
一
十
一
一

一
十
十
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
十
一
一

ｊｃ

一
一
十
一
一
一
一
十
十
一
十

ｊ

ｊ

ｃ
ｃ

’
一
十
一
一
一
一
一
一
十
一

ｊｃ
＋
一
一
一
十
十
一
十
一
十
一

+e)

ー

ｊ

ｊ

ｃ

ｃ

＋
一
一
十
十
十
一
十
一
一
十
十
一
一

一
一
十
十
十
十
一
十
一
十
一
一

+c)
一

+c>
一

虫

″
″
″
″
″
″

幼 単
多
多
多
多
多
単

ｊ
ｊ
ｊ

ｃ
ｃ
ｃ

一
十
十
十
一
一
一

+e>

ｊｃ
｜
＋
十

■■■■■■■ﾛ■

+c)

一

＋

ｊ
ｊ
ｃ
ｃ

＋
＋

+c>
＋

蝿
″

単
単 ｊｃ

＋
＋

＋
＋

一

＋

－

+c)

ｊ
ｊ
ｃ
ｃ
＋
＋

+e>

+c)

卵

幼 虫

幼 虫
〃

単
多

＋ ＋

十＋＋

＋
＋

単
単
単
単

＋
一＋

一

＋

■■■■■■

一

一

ﾛ■■■■■

一

■■■■■■

ｊ
ｊ
ｃ
ｃ

＋
＋

″
″

＋
■■■■■

一
一

一
一

一
一

■ﾛ■■■■

－

注a）リンゴコカ：リンゴコカクモンハマキ，チャノコカ：チャノコカクモンハマキ，ミダレ：ミダレカクモン

ハマキ,アトウス：アトウスキハマキ，アトポシ：アトポシハマキ，チャ：チャハマキ,w行成(1976)
の報告以後に判明した寄生性天敵昆虫，c）行成(1976)の報告以後に寄主として確認することができた
もの．アトウスキハマキについては行成1981による．

トウスキハマキにも寄生している。Momoietal.(1975)ている。春から秋にかけて密度が高まり，両コカクモン

が指摘しているように，この2種は生息範囲がいくぶんハマキの第三世代幼虫が現れるころ，しばしば高率な寄

限定されており，ナシ園とその付近のハマキガ類の多生が見られ，リンゴコカクモンハマキ幼虫に65％の寄

いところで集中的に寄生活動をする特徴を示す。G・生率を示した例もあった。C.homonaeはミダレカクモ

j叩0"伽sは今までに20種の寄主が報告されていてソハマキ，アトポシハマキにも寄生する。特にイヌマキ

(Iwata,1961),徳島県のナシ園では，ミダレカクモンに生息するチャノコカクモンハマキ，チャハマキに‘は高

ハマキ，アトウスキハマキ，アトポシハマキ，チャハ宝い寄生率を示すことがある。例えば，前者の第一世代幼

キにも寄生が見られる。ナシ園では普通に見られ，巻葉虫に40.7％の寄生を認めた。本種の寄主選択は寄主の

性のハマキガ類に適応して，かなり高率の寄生活動をし生息状態および寄主の食草と関連しているものと推測さ
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れる°A.adox叩妙醜とG.japo"伽sはリンゴコカクモ

ンハマキの越冬世代を除く各世代の幼虫に寄生が見られ

た。採集したナシ園では，いずれも慣行的に20数回(殺

菌剤の糸の散布回数も含む）の薬剤散布を実施してお

り，その間げきを縫って寄生活動をしていることは，こ

れらの種の発育速度が早いか，ほかの理由で比較的薬剤

による影響が少ないものと思われる。例えば,Kishi-

tani(1962)によるとG.japo"伽sの発育速度は,8,9

月においては幼虫がふ化し繭を完成するまでわずか約

2.5日，繭内にいる期間は5～7.5日である。寄主のハ

マキガ類とそれらの主要な寄生性天敵昆虫の羽化消長の

関係を見ると，寄主の種類によって多少の差は認められ

るものの4．adox叩妙esi,B.adox叩妙esi,G.japo"伽s

はいずれも寄主より数日早く出現し，大部分は寄主の出

現期までに羽化する。C.homonaeは寄主の出現よりわ

ずかに遅れて現れ，羽化が完了するのも寄主より遅れ

る。高木(1974)も指摘しているように茶園の主要な寄

生蜂の発生消長は，ほとんどの場合，寄主昆虫の発生消

長と完全に同調しており，現行の殺虫剤散布体系では，

殺虫剤の影響を受けにくい時期に羽化するものが多い。

ナシ園でも寄生性天敵昆虫の行動のピークが寄主の羽化

最盛期に一致することが，これらの寄生活動の活発な理

由とも考えられる。

その他，有力な寄生性天敵昆虫とみられるものに，卵

寄生蜂乃ichogｱα"z"zα‘伽〃ol加iMatsumuraがある。

これはミダレカクモンハマキの越冬卵以外のすべての卵

に寄生が認められ，放任園や薬剤の影響が少ないナシ園

で，卵粒寄生率50％以上に達することがしばしばあ

り，ハマキガ類の重要な抑制要因と考えられる。T・

庇"伽J航jを含む乃icﾙogγα､､α属の各種には各固有の

寄主があり，かつその好適な生息地がある程度定まって

おり，石井(1938)は本種が特に森林地を生息場所として

選好するとしている。この卵寄生蜂の寄生状況に見られ

る地帯別相違は，ハマキガ類第一世代卵では明りょうで

ある。すなわち，徳島県内での傾斜地帯の生け垣では高

い寄生率が認められるのに，平たん地帯の生け垣ではま

ったく寄生が認められない場合が多い。踊寄生蜂の中で

は,BrαchymeriaexcarinataGahanとB､lasusWalker

が各ハマキガ類踊に寄生活動が盛んで，特にリンゴコカ

クモンハマキには，前者の寄生率がナシ園で20％近く

に達することもあった。

チャハマキには寄生バエZe"""α〃伽"ixPanzerが

各世代を通じてかなり高率に寄生活動しており，33％

に達する場合もあった。その他Macrocentrussp.は局所

的にかなり高率に寄生していた。本種は多旺生殖する。

踊に対してはB.lasusが優占種となっており，この蜂

はアトポシハマキ蝿にもよく寄生していた。ミダレカク

モンハーマキ幼虫には寄生バエEumeauﾉ“""zα""iZet-

TERsTEDTが10%近くの寄生率に達することもあった

が，年による変動が大きかった。またcb‘塊り加加“

disparisVieregk,C.luctuosusSmith,C.parnaraVi-

ereck,Diadegmα〃tolestaeUghida,野athajaメapoorbi-

#α"sCameron,Pristom27"s”〃γatorPanzer,Itoplectis

α"‘γ"α"sspectα〃歯Matsumuraなどは非常に寄主範

囲が広く，環境に適応する能力を有し（桃井，1969；

Momoietal.,1975),ナシ園およびその付近で定着し

ているものではない。したがって寄生率も低く，寄生の

しかたも不安定であった。

第2表は徳島県のナシ園とその周辺生け垣の'､マギガ

類の主要な寄生性天敵昆虫とそれらを直接の寄主とする

第二次寄生蜂の関係を示したものである（行成，投稿

中)。ヒメバチ科2種，コバチ上科15種の第二次寄生

蜂が確認された。中でもD加mockiasec迦"daCrawfo-

rd,Ceγ叩ﾙγonsp.,E邸び#0"zα〃rgoidα"肋iBoucek,

Pediob加〃塔o(Walker)の寄生活動が活発であった。

しかし，寄生率の高い第二次寄生蜂が特定の種だけを選

好する傾向は見られなかった。B.lasus,B.excarinata.

Gγ電叩加ｶﾉαル""α"αeVieregkなどは第一次寄生蜂とし

て行動するばかりではなく，第二次寄生蜂としても行動

していた。第二次寄生蜂は高い寄生率を示す場合もあっ

て応用的見地から懸念されることもあったが，局所的に

限定された現象と見られ，これが第一次寄生虫の有用性

を否定してしまうとは思われない。

皿在来の寄生性天敵昆虫活用の可能性

各ハマキガとも多数の寄生性天敵昆虫が認められた

が，どの1種を取り上げても単独では寄主の抑制力ば不

十分である。しかしジハマキガ類の幼虫期における寄生

性天敵昆虫全体の寄生率が50％以上になる例がしばし

ば認められ，これに卵，踊期の寄生性天敵昆虫の寄生を

合わせると，それらがハマキガ類の個体群動態に及ぼす

影響は大き↓､ことがうかがえる。ところで，植生条件が

単純で,しかも薬剤散布が頻繁に行われるナシ園は，寄

生性天敵昆虫の活動にとって非常に厳しい環境条件下に

ある。在来天敵昆虫の力を活用する方策としては，いく

つかの環境改善手段があるが，まず天敵を保護，かん養

することのできる場所をほ場の一部に確保することであ

る。例えば,果樹園の生け垣もそのような場所として利

用できる。当然生け垣の樹種の選定条件に，天敵の寄生

や餌を保存できることが必要である(広瀬，1973)。徳島
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第2表ナシ園の'､マキガ類の寄生性天敵昆虫と第二次寄生蜂との関係a）

第一次寄生者単寄生，
多寄生の
別

第二次寄生蜂

c・ルo.T.fl.A．αd､4．sp､B､α‘.M.sp.M.It.B.ex.G・”・Z.〃．

ICHNEUMONIDAEヒメバチ科
G7召gopi岬Jαル秘z"α"aeVieregk
M8s“ﾙ0γ郷discitergusSay

CHALCIDIDAEアシプトコバチ

科

Brachymeriaexcαγ伽taGahan
B7"妙加e伽Jasus(Walker)
Brae妙加城α”"α”&α画aiHabu

＋
1■■■■■

＋
一

一
一

一
一

ー

＋
一
一

一
一

■■■■■■■

－

一
一

一
一

単
単
単

＋
＋
一

＋
一
十

一

一

十

’
一
一

－

－

＋

一
一
一

一
一
一

ー

－

＋

一
一
一

一
一
一

EURYTOMIDAEカタピロコバ

チ科

勘4ぴ加加αα〃endigasterSwederus
E"がtomanrgoidanichiBoucek
E"秒加maUer#城〃αtaFabricius

PTEROMALIDAEコガネコバチ
科

D紗､c伽？cα〃“（WALKER）

EULOPHIDAEヒメコパチ科
D加加“ﾙiasec""んCrawford

Euloｶﾙ麹sP・
脚ぱ肋加j'aciα"SGlRAUD
凡伽j加妙酒o(Walker)
励成obiussp.

TETRASTICHIDAEトケヒメコ
バチ科

Tetrastichussp.

ELASMIDAEホソナガコバチ科
Elas加郷sp.

CERAPHRONIDAEヒケナガク
ロバチ科

αγ”ﾙ”〃sP．

単
単
単

＋
一

一

－

＋
一

－

＋
－

－

■■■■■

＋

－

＋
－

一

＋
一

’
’
一

一

＋
一

一

＋
一

■■■■■■■■■

I■■■■■■

一

＋ ■■■■■I■■一・■■■■■■ー

多 ＋
一
十
十
一

＋
一
一
十
一

＋ ＋
＋
一
一
一

＋
一
一
十
一

＋
一
一
一
十

＋ ＋
一
一
十
一

－

－

－

－

－

＋

多

一
一

一
一

一
一

一
十

一
一

一
一

多
多

＋

＋
＋

多 ’＋＋＋＋＋ ＋＋

%a)行成(1984)四国植防19に投稿中．

b)C.加.:Campoplexルo加onae,T.//.:T耐ﾙαJα〃α〃"妨"α"3,A．“.：〃α"‘伽α《加叩妙esi,A．sp､：
A《伽q吻師sp.,B・ad.:Braco〃α‘加叩妙est,M.sp.:Macrocentrussp.,Mも〃.:Macrocentγ郷〃"ealis,B.ex.:
Bγ"妙沈e伽excarinata,G・”.-.Go"砿"s〃0"伽s,Z.〃.：勘"""α〃伽"航．

県地方のナシ園では防風の目的で周辺にイヌマキが生けイヌマキなど生け垣の植栽は寄生性天敵昆虫の増殖を助

垣として植栽されていることが多いが，イヌマキはある長するうえにプラスになると言える。チャノコカクモソ

程度その条件を備えていると考えられる。ナシ園での主ハマキ越冬世代幼虫には10種類の寄生性天敵昆虫を認

要種であるリンゴコカクモンハマキとチャハマキとの共め，1969年にはそれら全体の寄生率は62.1％にも達し

通の重要天敵昆虫を有したチャノコカクモンハマキがイたが，リンゴコカクモンハマキ越冬幼虫の寄生性天敵昆

ヌマキに生息しており，本種で天敵昆虫が繁殖できるか虫は認めていない。それゆえ，周辺の生け垣でリンゴコ

らである。ナシにもチャノコカクモンハマキの発生加害カクモンハマキと共通の天敵昆虫を有するチャノコカク

を認めることがあるが，その程度は無視できるほど少なモンハマキ，一部共通の天敵昆虫を持つチャ'､マキ越冬

い。また，イヌマキにはチャハマキも発生する。チャハ幼虫の発生を象ることは，これらの天敵を翌年につなぐ

マキ幼虫には4．α吻灘ophyesi.卵にはT､此"めりI伽iがうえで重要な意味を持つと言える。なお，成虫越冬する

高率に寄生し，しかもこれらはリンゴコカクモンハマキG､j叩0"伽sは'､マキガ幼虫が作った，イヌマキなどの

に対する寄生率が高いので，イヌマキ上のチャハマキも常緑樹における巻葉などを越冬場所として利用してい

天敵昆虫の繁殖の場となる。同じ天敵昆虫でも寄主の種る。

類の違いで羽化消長に差を生じるが，この点は天敵昆虫筆者（1971）はイヌマキが周辺にあるナシ園とないナ

類の活動期間を長期化させるうえに有利であり，ナシ園シ園でのハマキガ類の加害種を比較検討した。両者を比

周辺にチャノコカクモンハマキやチャハマキが生息する較するとハマキガ類の種類構成には差が見られないが，
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生け垣のあるナシ園では優占種であるリンゴコカクモン

ハマキの占める割合が減少し，チャハマキ，チャノコカ

クモンハマキなどの占める割合が増加する傾向を認め

た。一方，生け垣のないナシ園ではリンゴコカクモンハ

マキの占める割合が，圧倒的に他の種に勝ることを明ら

かにした。しかも，ハマキガ類加害幼虫の総個体数はイ

ヌマキのないナシ園のほうが断然多い。保田（1977）も

ハマキガ類の持つ生態的な多様性から，果樹園の規模

や，その果樹園が置かれている環境の差によって，ハマ

キガ類の構成や加害の程度に差がでてくるとし，果樹園

周辺の寄主植物と被害との関係を重視している。ナシ園

でのハマキガ類の種類を見極めず，生け垣がハマキガ類

の発生源と決めつけ，これにまで薬剤を散布したり勢定

することは，ますます天敵の活動する余地をなくする。

おわりに

各方面で新防除技術の開発研究がなされているが，現

状ではハマキガ類の防除は殺虫剤に依存する度合いが高

い。しかし，ハマキガ類はいろいろと防除が難しい面を

有している。ただ散布回数を増やせば解決できるもので

はない。殺虫剤の重複施用は天敵類の活動する余地をい

っそう狭める。天敵無視の報I､は，今までにも特定害虫

の異常発生，潜在害虫の台頭という形で生じてきた。ま

たリンゴコカクモンハマキに有機リン剤抵抗性系統の出

現をほのめかすような事例も見られる。在来天敵昆虫を

最大限に活用するためにも，今後一段とその天敵昆虫が

野外で果たしている役割を正しく知る必要があると思わ
れる。

本研究を行うにあたり，同定など多くのかたがたに御
指導していただいた。各位に厚く御礼を申し上げる。
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ウメにおける白紋羽病の被害実態

みやもとくみやまもと

派Ⅱ歌山県果樹園芸試験場宮本久美・山本
しょうじ

省二

はじめに

和歌HI県では，数年前からウメの白紋羽病が多発傾向

にあり，特に，ここ2～3年の間に被害は急蝋してい

る。昭和57年の農林統計によると，本県でのウメ栽培

面積は1,860haで，全国栽培面積16,200haの約1削

強に達している。主な産地は紀南地域で，日高郡859ha

(うち南部川村521ha.南部町242ha),西牟婁郡853

ha(うち田辺市663ha)である。白紋羽病による被害

は，これら地域のほぼ全域で見られるが，正確な実態洲

査はまだ行っていない。

ここでは，南部川村での若干の実態調査から得られた

本病の被害状況，ならびに南部川村果樹研究会，｜司うめ

課，同駐在農業改良普及所が実施した，「梅もんぱ病に

関するアンケート」調査（果樹研究会員300名対象）の

結果を基に，発病園の環境条件に関する特徴的な傾向を

紹介したい。

なお，本アンケートの実施に尽力された日高農業改良

普及所の古井豊普及員は，この集計を待たずに故人と

なられた。本文を献じ，同氏の御冥福を祈りたい。

I症状

根に寄生した病原菌は，第1図のように，白～ねずみ

第2図表皮下の扇状の菌糸

れた根の組織は濃褐色に変色し腐敗している。表層を削

ると,第2図のように,形成層上に白色・扇状の菌糸束が

多数観察される。根の被害が軽い場合には，地上部にま

ったく症状が見られず健全樹と区別できない。地上部に

症状が出だすころには，根の被害はかなり進んでおり，

治療するには手遅れの場合が多い。

地上部の症状としてまず観察されるのは，新梢数の減

少である。新梢長も短くなり，一時的に結果数が増える

が，果実の肥大とともに葉の黄化，新梢のしおれが目だ

つようになる。樹の衰弱は，果実の採収期にあたる6月

ら顕著になり，重症樹ではそのまま枯死に至る。

でも，被害を受けた根の上部の枝では早期に葉が

落葉する。

色の綿状の菌糸束を伸ばし，根の表面を覆ったのちに，ごろか

表層下の形成層，さらに木質部へと侵入する。健全なウ軽症樹

メの根の表皮は赤くみずみずしいが，白紋羽病菌に侵さ黄化，

篭 皿被害状況

アンケート調査の結果，地上部に症状の出ている

でも,170名が自園で発生を観察しており，南部

の発生園率は約1割以上と推定される。西牟婁郡

発生面積約5ha(西牟婁農業改良普及所調べ）で

上記巴■(

樹だけ

川村で

７

千
《

１
１

《
』

南部地域に比べると発生園率は低い。

川村の土壌は，古第三紀層泥岩，砂岩に由来する

がほとんどである。この地域での被害状況を見る

代畑に比べて二～三代畑での発病頻度が高く，前

メ，またはクワの園がほとんどである。品種は南

割以上を占めており，古城，小梅，在来種にも発

られる。当地域の品種別作付面積から考えると，

南部

埴壌士

と，一

作がウ第1図根の表面の白紋羽病の被害状況

高が8
Surveyof、theOccurrenceofWhiteRootRoton

JapaneseApricot.ByKumiMiyamotoandShoji生が見
本病の確病性には品種間の差はほとんどないものと見ら
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れる。発病は11～20年生樹に多いが，二～三代畑では

10年生未満の若木での発病も多い。現地では，本病の

治療対策として，チオファネートメチル剤，ペノミル剤

の潅注を行っているが，効果の上がっていない事例が多

い。発病跡地の処理としては，クロルピクリンの潅注や

焼士が実施されているが，新植3～4年後に再発する事

例が多い。少数だが，客土により再発防止に成功してい

る生産者もある。しかし，大多数のほ場では，十分な処

置を実施しないまま放置している例が多く，被害はさら

に増加する傾向にある。

7.0 7.0

側発
生
本
数
／
園

／／
15～2025～40

20～25

耕土の深さ(cm)
一代畑

I U Z b ～ 4 U 1 5 ～ 2 0 2 5 ～ 4 0

20～2520～25
1土の深さ(cm)耕土の深さ(cm)
一代畑二～三代畑

土壌条件と白紋羽病発生程度の関係

地園）

第3図 (傾斜

Ⅲ発生園 の環境

南部川村で実施したアンケートの調査項目は，発生園

の環境条件として，立地，耕土の深さ，土壌水分，作付

け代数をあげ，さらに，園ごとの被害程度を把握するた

め，発病樹の樹齢と本数を記入してもらった。この集計

結果から見た白紋羽病発生園(173園）の環境は次のと

おりである。

立地別では，傾斜地105園（発生園の61.4%),山畑

平たん地49園（28.7％)，水田転作地17園（9.9％）

で，1園当たりの平均発生本数は，それぞれ，3．5本，

5.0本，2．8本である。水田転作地では，発生園率もl

園当たりの被害本数も少なく，白紋羽病の発生しにくい

立地条件であると推定された。山畑の場合，発生園のほ

とんどが傾斜地であるが,1園当たりの平均発生本数

は，傾斜地よりも平たん地のほうが多い。

平たん地の土壌条件と発病との関係を見ると，耕土の

深い土壌水分の適当な園で発生が多い傾向にある。実

際，5～6月ごろに現地のウメ産地を巡回してみると，

樹勢の弱った樹は，水の集まる平たん地にかたまって分

布しているのが認められる。

もっとも該当の多かった傾斜地園について，発生園の

土壌条件をゑたのが第1表である。土壌水分の適当な園

が多いが，一代畑では，若干，二～三代畑に比べて乾燥

しやすい園の比率が高い傾向にある。耕土は20cm以

第2表一代畑における耕土の深さと樹齢別発生程

度の関係（傾斜地園）

樹齢別の発生樹数（本/園）
耕土の深さ

cm

l~5年生'6~10年生11~20年生
３
０
７

●
●
●

２
２
２

０
７
０

●
●
●

７
４
３

叩
妬
棚

へ
一
一

５
０
５

１
２
２

０
０
５

●
●
●

３
２
１

第3表二～三代畑における耕土の深さと樹齢別発

生程度の関係（傾斜地園）

樹齢別発生樹数（本/園）
耕土の深さ

c m

l~5年生'6~10年生11~20年生

I
３
１
３

●
●
●

４
３
５

０
９
７

●
●
●

２
６
４

15～20

20～25

25～40

5.5

3.1

3.5

上の比較的深い園が多く，ほぼ平たん地と同じ傾向であ

る。

l園当たりの平均発生本数と土壌条件との関係をふた

のが第3図である。一代畑では，耕土の浅い乾燥しやす

い園が7．0本/園ともっとも多く，樹勢の低下が被害を

大きくしていることがうかがわれる。二～三代畑では，

耕土20～25cmで，やはり乾燥しやすい園での発生本

数が多い。

発病樹の樹齢構成を，一代畑と二～三代畑に分けて比

較してみると，一代畑では，第2表に示すように，耕土

の浅い園の11～20年生樹に被害が多い。二～三代畑で

は第3表に示すように，耕土20～25cmの園の11～20

年生樹にもっとも被害が多く，耕土15～20cmの園で

は，逆に,1～5年生,6～10年生などの若木での発病

が多い。このように，総じて，耕土の浅い園で発生本数

が多い傾向にあり，20年生近い成木での発病がもつと

第1表白紋羽病発生園の土壌条件（傾斜地92園）

作付け代数別の該当園率(％）
土壌条件

一代畑’二~三代畑
38．9

58．3

2．8

26.8

64.3

8．9

乾
普
湿

燥
通
潤

水分

’
25.0

41.7

33.3

12.5

39.3

48.2

ｍ
ｍ
ｍ

ｃ
ｃ
ｃ

別
妬
棚

一
一
一

５
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５

１
２
２

耕土
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も多い。二～三代畑では，10年生未満の若木の発病が

多いことから，過去10年以内に，耕土の浅さに起因す

る急激な樹勢低下が起こり，白紋羽病の発生が助長され

たものと推定される。

以上，アンケート結果から見た特徴的な傾向を紹介し

たが，土質，土性も含めた土壌条件や栽培管理方法に関

する発病園の正確な実態は，今後の現地調査に待たねば

ならない。

おわりに

紀南地方のウメ栽培の歴史は古いが，昭和30年代の

盛んな増植により栽培面積は倍増した。当時は，桑畑か

らの改植が多く，白紋羽病菌はそのころからほ場内に生

息していたものと推定される。その後，現在に至るま

で，年々栽培面積は増え続けている。ウメの経済寿命は

20～30年と言われており，当地域では，3～4年前から

幼木への更新期にさしかかっている。現地では，老木の

切り株を放置したまま苗木を移植する事例が多く，ほ場

内の菌密度は全体的に高まっていると考えられる。

アンケートの結果では，耕土が深く土壌水分の適当な

園に本病の発生が多かったが，これは，既往の報告どお

り，白紋羽病菌の生息に適していたためであろう。しか

し,1園当たりの発生本数は，耕土が浅く乾燥しやすい

園で多かったことから，本病の多発には樹勢の低下が強

力な誘因になっていることが示唆された。

ここ数年の気象を見ても，1981年2月の異常低温，

1982年のからつゆ,1983年の夏季干ばつと悪条件が続

いており，現地では，これらを契機に樹相の一変した園

が散見される。一方，多収技術の追求で，本県の平均反

収は1.2～1.St(全国平均500～600kg/10a)で，南部

地域では3～4t/10aをあげている農家もある。問題は，

着果量に見合った樹勢の維持管理が十分には行われてい

ないことにあり，これらが最近の白紋羽病多発の誘因で

あることが推察される。

当面，薬剤による防除対策を立てることが急務であ

り，現在，現地において，ベンズイミダゾール系薬剤，

イソプロチオラン粒剤による治療試験，ならびにダゾメ

ット剤による跡地処理試験を実施している。この結果を

見ながら,できるだけ早く実用化技術の確立，普及に努

力したい。

これに加えて，発病誘因を断つという意味で，樹勢の

維持管理が大切である。このためには，樹勢に応じた適

正結果量，施肥法を明らかにする必要があり，土壌改良

も実施しなければならない。また，異常気象に対処しう

る潅概施設などの設備も必要である。

このような栽培管理上の諸問題の解決が根本対策とし

て必要であるが，当面する薬剤防除には，殺菌剤の特性

を生かした，きめの細かい土壌処理の徹底が大切であ

り，現場の技術者，生産者とともに取り組んでいきた

い。

本会発行図書

日本有用植物病名目録

日本植物病理学会編

採蕊:蝋暑な採毒;謬星な|採毒舟穏墓罵〃
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都道府県の植物防疫体制とその活動に広島県〕

－病害虫防除所を中心にして－

ほんざねじろう

広島県 農政部農産課本責慈朗

は じめに

昭和25年，植物防疫法が制定されて以来，30年余り

が経過した。昭和27年に同法によって病害虫防除所が

設置され，軌を一にして試験研究機関ならびに市町村や

農業団体等の関係機関と一体となった植物防疫体制の整

備充実が図られた。

植物防疫事業は，戦後の食糧増産体制を背景に順調に

発展し，その後も農業構造改善事業および水田利用再編

対策事業への対応など，経済的社会的諸条件の変化の中

で，充実した歩みをたどってきた。

最近では水稲の4年続きの不作，農産物価格の低迷な

ど厳しい状況下で，植物防疫事業のより的確な推進が要

請されている。ここでは，病害虫防除所を中心にして，

広島県における植物防疫体制とその活動状況について，

概要を述べて承る。

1病害虫防除所の活動状況

(1)沿革

昭和27年4月1日に県下15か所に病害虫防除所が

設置され，専任職員による病害虫発生予察事業が開始さ

れた。その後，昭和43年に8か所に整備統合され今日

に至っている。現在lか所当たり病害虫防除所長以下6

～7名の職員を充て，発生予察，防除指導および農薬安

全使用対策を推進している。

（2）発生予察

1巡回調査の導入：昭和40年ごろまで市町村，病

害虫防除員等から病害虫発生状況の報告を求め，それに

病害虫防除所の調査成績を加えて，病害虫発生程度別面

積を年に1回算出していた。昭和40年代に入って農業

情勢の変化により，病害虫発生状況の的確な収集が困難

となり，一方，発生予察の精度向上を図るため，発生程

度および分布状況を作物の生育期ごとに，精細に求める

必要が生じてきた。このため，従来の定点ほ場における

発生調査に加えて，昭和43年から主要作物について巡

回調査（水稲：120ほ場，カンキツ：47ほ場など）を開

始し，生育期ごとに調査（水稲：10回，カンキツ:11

PlantProtectionSystemandActivityinHiroshima
Prefecture.ByTiroHonzane

回など）を実施している。

2）電算機の導入：病害虫防除所が調査した水稲と果

樹の定点および巡回調査成績の管理と解析を行い，か

つ,迅速でより正確な発生予察情報を得るため，昭和49

年から「発生予察電算導入事業」を実施している。本事

業は，次の諸事項を目標に進めている。①調査野帳の数

値をそのまま集計する。②当年の成績に過去の成績を付

記して出力し，一読して現況が判断できるように努め

る。③台帳を編集し，かつ，プリントする。④年左蓄積

される成績を磁気テープに保存するとともに，予察式の

開発に努める。

3）情報の伝達：発生予察情報は，速やかに関係機関

に伝達されねばならない。このため，注意報と警報につ

いては，昭和51年に整備された防災無線により模写電

送し，市町村等の迅速な防除指導が行われるよう努めて

いる。また，農家等から持ち込まれる病害虫防除の相談

に，効率よく対応するため，昭和49年から「病害虫テ

レホンサービス」を全病害虫防除所で実施し，最近の応

答状況は年間5,000件に達している。

（3）防除指導の状況

病害虫防除所は，地域における防除指導の中枢機関と

して，従来の場当たり的な防除指導を排し，病害虫の発

生状況に即応した合理的な防除指導を展開して，大きな

成果を収めてきている。例えば，昭和38年のいもち病

異常発生対策，昭和47年のカメムシ類による斑点米防

止対策および昭和52年の新害虫オンシツコナジラミ侵

入対策などがあり，最近では，昭和55年の冷夏・長雨

によるいもち病防除対策，昭和58年のイネミズゾウム

シの侵入やトピイロウンカ大発生への対応などが挙げら

れる。

（4）農薬安全使用対策

県は合理的で安全な薬剤防除を推進するため，毎年

｢広島県農作物病害虫防除基準」を作物ごとに定め，農

薬安全使用基準などを示し，その遵守徹底に努めてい

る。そして，病害虫防除所は「市町村病害虫防除基準作

成要領」（昭和52年）により，市町村単位に防除基準

を設定するよう指導を図っている。また，広島県植物防

疫協会は，県の指導監督の下に，「農薬管理士制度」を
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病害虫防除所

寧議更弓誉層}ﾌ蕊誇り
果樹試験場

対象病害虫：ミカンハダニ

指導情報の作成および伝達
（防除要否の決定）

(気象データの電算化）

データ処理：コンピューター

情報伝達：ファクシミリ 市町村，農業団体，農家

合理的防除の推進

地域気象観測システム

(AMeDAS)

第1図

発生時期，程度および分布の予測

（気象データから電算により予測）

防除要否予測技術導入事業の推進体系図

ある。このような合理的防除推進の礎は，病害虫防除所

の発生予察事業の成果を踏まえた防除指導事業の強力な

展開によるものであり，今後とも着実な活動が望まれ

る。

また，県下8か所の病害虫防除所では，地域の課題を

見極めて効率的に防除指導を実施するため，国の「病害

虫防除総合対策事業実施要領」に基づき，昭和56～58

年度に「病害虫防除に関する地域指導計画」を策定した

ので，この指導計画を活用して，防除の合理化を推進し

たい。

2）病害虫発生様相の激変：広島県での病害虫の発生

状況を承ると，新発生したものとしてキンケクチプトゾ

ウムシ（55年)，カキクダアザミウマ（57年)，イネミ

ズゾウムシ（58年）などが，発生変動が著しいものとし

てニカメイガの少発生，イネクビホソハムシおよび黄萎

病の多発生などが，異常発生では昭和55年のいもち

病，昭和58年のトビイロウンカなどがあり，発生状況

の変化と複雑化が認められる。病害虫の発生は，気象，

品種の変遷，作型の変化および施肥等に影響されるの

で，常時その発生動向を早期に把握する必要がある。一

方，外国から病害虫が侵入する事態が増加しているの

で,今後とも植物防疫体制の整備強化を図る必要がある。

（3）農薬安全使用の推進

農薬安全使用について社会的関心が強く，農薬安全使

用技術の普及は，病害虫防除所の重要な課題の一つであ

る。また，農薬取締対策は，農林事務所が実施していた

が，防除指導と農薬取締対策を一体的に推進するため，

昭和59年度から病害虫防除所が行うこととなり，その

成果を期待している。

おわりに

病害虫防除所は，農業情勢の著しい変化の中で，発生

設け，農薬に関する研修および筆記試験を実施して農薬

管理士を認定し，農薬販売業および防除業者の資質向上

に努めている。その結果，昭和55年の制度発足以来，

793名の農薬管理士が誕生している。

2今後の課題

（1）防除要否予測技術導入事業

農薬費の節減，農薬の連用による抵抗性害虫および耐

性菌の出現防止，農作物への農薬残留防止ならびに環境

保全を図る観点から，可能な限り農薬使用量を少なくす

ることが，最近の予察技術上の課題となり，防除の要否

を的確かつ精密に判断するよう強く求められている。こ

の課題に対処するため，“新段階の発生予察”として,

農林水産省の指導の下に広島県でも昭和59年度新規事

業として取り組むことにした。本事業の推進体系は第1

図に示すとおり。当面は水稲のいもち病とカソキツのミ

カンハダニを対象に実施し，将来は対象を漸次拡大する

計画である。

（2）合理的な防除の推進

1)農作物の安定生産と品質向上：戦後，米の生産量

は急激に伸びており，広島県での10a当たり収量は，

昭和30年代と40年代の2回飛躍的に伸び，さらに，

昭和40年以降は450kg以上に安定してきた。このよ

うに安定生産が確保された背景には，数多くの稲作技術

が効果を発揮したことは言うまでもない。なかでも，昭

和30年代の農薬の普及ならびにいもち病防除技術の確

立に伴って多肥栽培が可能となるなど，防除技術は，米

の生産技術の中で主要なものとなってきた。これととも

に，病害虫防除技術は農作物の品質向上にも寄与してき

た。例えば，昭和47年に県北部で2,754tの規格外米

を発生させたカメムシ類の防除対策，現在ではスリップ

ス類による黒点症状米および果樹の傷果防止対策などが
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予察,防除指導および農薬安全使用対策を総合的に推進
する機関として，その責務を果たしている。今後の植物
防疫事業の推進に当たっては，農業振興対策の内容を十
分に掌握し，適時・的確な対応が必要である。広島県で
は，現在｢広島米づくり1．23運動｣,「広島県大豆振興

中 央だより

－農林水産省一

○昭和弱年度病害虫発生予報第4号発表さる

農林水産省農蚕園芸局は昭和59年7月27日付59
農蚕第4235号昭和59年度病害虫発生予報第4号によ
り，向こう約1ヶ月間の主要作物の主な病害虫の発生動
向の予想を発表した。

イネ：葉いもちの発生は，近畿，中国，四国の一部を除
いてやや多く，特に山間部と山沿地の一部では，発病
度は高くなっています。

また，イネ体質は全般にやや弱くなっていますの
で，今後の発生は近畿以西の一部を除いて全般にやや
多ないし多と予想されます。

穂いもちの発生は，伝染源となる上位葉での葉いも
ちの発生がやや多くなっていますので，今後の発生
は，近畿，中国，四国の一部を除いて全般にやや多い
と予想されます。これらの地域では出穂期前後に的確
な防除を実施して下さい。

紋枯病の発生は全国的に多くなっています。今年は
梅雨明けが早く今後は西日本を中心に高温に経過する
と予報されていますので;，本病の発生は北海道で平年
並のほかは全般に多いと予想されます｡従って,幼穂形
成期から出穂期前後に的確な防除を実施して下さい。
セジロウンカは，梅雨入り以降，東海，近畿，中

国・四国を中心に全般に飛来が多くなっており，東北
北部まで飛来が認;められています。

今後，ウンカの発生に好適な気象で推移すると予想
されており，発生はやや多くなると予想されますの

で，発生動向に注意し，的確な防除を行って下さい。
トピイロウンカの発生は，一部でやや多いほかは平

年並以下と予想されます。

斑点米カメムシの発生は，一部でやや多いほかは平
年並と予想されます。

白葉枯病の発生は，一部を除き少ないと予想されま
す。

シマグロヨコバイ，ニカメイチュウの発生は少ない
と予想されます。

サトウキビ：アオドウガネの発生は，少ないと予想され
ます。

パインアップル：パインアップルコナカイガラムシの発
生は，少ないと予想されます。

カンキツ：黒点:病の発生はヅ中国・・四国及び九州でやや
多いと予想されます。

3.3.3運動｣，「広島ふるさと一品運動」を展開中である
が，これらの対策に呼応した植物防疫事業を推進するた

め，病害虫防除所をはじめ植物防疫関係機関の緊密な活
動が強く求められているところである。

ミカンハダニ，ゴマダラカミキリ，チャノキイロア

ザミウマは平年並ないしゃや多いと予想されます。
かいよう病，ヤノネカイガラムシの発生はやや少な

いと予想されます。

リンゴ：斑点落葉病の発生は，東北北部でやや多’ない
し多く，黒星病の発生は東北の一部でやや多と予想さ
れます。

リンゴコカクモンハマキの発生は，平年並ないしゃ
や多いと予想されます。

ハダニ類の発生は平年並，キンモンホソガ及びシン
クイムシ類の発生はやや少いと予想されます。

ナシ：黒斑病の発生は，中国・九州で多く，その他の地
域では平年並，黒星病の発生は一部地域でやや多いほ
かは平年並以下と予想されます。

ハダニ類の発生は，平年並と予想されます。
モモ：モモハモグリガ及びハダニ類の発生は，一部地域
でやや多いほかは平年並ないしゃや少ないと予想され
ます。

灰星病の発生は，平年並以下と予想されます。
ブドウ：チャノキイロアザミウマの発生は，平年並ない
しゃや多いと予想されます。

晩腐病，ベと病，プドウトラカミキリ，フタテンヒ
メヨコパイの発生は’一部地域を除いて平年並以下と
予想されます。

さび病，褐斑病の発生は，平年並以下と予想されま
す。

カキ：うどんこ病の発生は，やや多いと予想されます。
チャノキイロアザミウマの発生は平年並ないしゃや

多いと予想されます。

炭そ病，カキミガの発生は，一部地域でやや多いほ
かは平年並ないしゃや少ないと予想されます。

果樹共通：果樹カメムシ類の発生は，全般にやや少ない
と予想されます。

チャ：チャノミドリヒメヨコバイ，チャノキイ戸アザミ

ウマの発生は平年並ないしゃや多いと予想されます。
炭そ病の発生は平年並と予想されます。
チャノコカクモンハマキ，チャノホソガ，カンザワ

ハダニ,チャハマキの発生は平年並以下と予想されま
す。

野菜：アブラムシ類及びハダニ類の発生は，一部の地域
でやや多いと予想されます。

きゅうりのべと病の発生は，東北及び四国でやや多
ないし多となっており今後もやや多いと予想されま
す。

ミナミキイロアザミウマは露地のナス，キュウリ，
スイカ等で発生しておりますので，的確な防除を実施
して密度低下に努めて下さい。
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植物防疫基礎講座＝州

J植物病原細菌同定のための細菌学的性質の調べかた（3）
：ごとうまさおたきかわゆういら

静岡大学農学部植物病理学研究室後藤正夫・瀧川雄一

Ⅳ生理・生化学的性質
：

1炭素化合物の分解と利用

(1)糖の酸化．発酵試験(OF試澗

化学合成従属栄養細菌の植物病原細菌は,糖を代謝し

てエネルギー源とする。この代謝には嫌気的条件下にお

ける発酵的代謝と酸素存在下における酸化的代謝が区別

される｡･細菌はその種類によって，そのいずれか一方に

よって糖を代謝するものと，両方の経路を使って代謝す

るものとがある。本試験は発酵的代謝経路を持ク細菌

と,酸化的代謝経路の承を持つ細菌を，酸生成を指標と

して調べるもので,細菌の同定上重要な識別性状の三つ

となっている。基質としてば普通,‘ グルゴヨスを用い

る｡、

』）方法:HughandLeifsonのOF培地を用いる。

2）培地：ペプトン2g,NaCl5g,K2HPO40.3g,

ブロムチモル青O.OSg,グルコース109,寒天3g,蒸
・：，．.、

留水1,000m/,pH6.80 【’

培地は高圧殺菌したのち，急冷し溶存する空気を追い

出す｡1菌株につぎ2本の試験管に高層培地としてせん

刺接種し，その中の1本に滅菌流動パラフィンを約1
，日？､

cinの厚さに重層する。28Cで培養する。

3）判定:流動パラフィンを重層しない開放試験管の
みに細菌の生育と培地の黄変（酸の産生）が見られる場

合は酸化型(O型）と，また開放，閉鎖両試験管に生育

と黄変が見られる場合は発酵型.(または酸化．発酵型）

(F型）と判定するq

細菌の種類によってはガスを発生して培地に亀裂や気

泡を生じる場合がある｡開放，閉鎖のどちらの試験管に

も生育が見られない場合は,培地の栄養条件が満たされ
ていない可能性がある。この場合はグルコースを他の糖

に代えたり，酵母エキスを少量（0.1％以下）加えて調

べ直す。生育は認められるが，酸の生成が認められない

かダケルカリ．を呈する場合はOl一型と表示して区別す
↓．

？ことがおる｡：，
（2）；糖の分解4〉‘

細菌が唯一の炭素源として分解・利用しうる糖の種類

:Methodsfor.IdentificationofPlantPathogenicBac-

teria(3).ByMasaoGotoandYuichiTakikawa

を調べる試験である。培地に1種類の糖を加えて培養

し，酸の生成と増殖の有無で分解性を判定する。アルコ

ール，多価アルコール，糖アルコールおよぴ配糖体の分

解性も同じ方法で調べる。

1）方法：次に示すいずれかの基本培地に基質を0．5

-1%濃度に加え，斜面培養または液体培養するd

2）培地：（培地1)Ayers,RuppandJohnsonの培

地:NH4H2PO41g,KC10．2k,MgSCV7H.O0.2g,

プロムチモル青0．039,寒天15g,蒸留水1,000m/,

pH6．8。

（培地2)Stanier,PalleroniandDoudoroffの

培地:1モルリン酸緩衝液(pH.6.8)40m/,Hutner's

ビタミソフリー塩類溶液20m/,(NH4)2S041g,プロ

ムチモル青0．03g,寒天15g,蒸留水1,000m/o

Hutner'sピタミンフリー塩類溶液の組成：ニトリロ

トリ酢酸lOg(溶解後KOHで中和:),MgSCVTH2O

14.459,CaCl2．2H203．33g,(NH4),Mo,0-4H,0

9.25mg，FeSO4、7H2099mg，Metals4450mJ,蒸留

水950m/o

Metals44の組成:EDTA250mg,ZnS04．7H20

l,095mg,FeS04、7H2O500mg,MnS04．HX>154

mg,CUSO4、SHgO39.2mg,Co(N03)2-6H2O24､8

mg,Nâ O*.IOH2O17.7mg,6NH2SO4数滴，蒸留

水100m/。

（培地3)DyeのC培地:NH4H2PO40､59,ICHPO,

0.59,MgSO4・7H200.29,NaC10．59，酵母エキス

I9,寒天159,プロムクレゾール紫(1.5#エタノー

ル溶液)0.7m/,蒸留水1,000m/,pH6.8。

（培地4）ペプトン水：ペプトン109.プロムクレゾ

ール紫(1.Woエタノール溶液)0.7m/,pH6.8°

大部分の植物病原細菌はAyersetal.の培地で生育

するがジー部の細菌は著しく生育不良であったり，まっ

たく生育できない。このような場合はSTANIERetal・

の培地を用いる。Stanieretal.の培地でも生育できな

い細菌は生長素を要求すると考えてよい。生長素要求性

を持つ植物病原細菌は多くの場合,ニコチン酸またはニ

コチン酸アミドの添加（1～50mg//).によって生長可能

となる。それでも生長が見られない場合は，栄養要求性

が著しく複雑と考えられるので，酵母エキスまたはペプ
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トンを0.05～0.1％加える。酵母エキスやペプトンは

分解してアルカリを生成するので，酸の生成が弱い場合
は中和されて検出不能となる可能性がある。添加量を低
く抑えることに注意する。

どの基本培地を使用する場合も，基質を加えない対照
を必ず用意して生育と色調の変化を比較する必要があ
る。

3）判定：移植後14日間，頻繁に観察し，細菌の増
殖と酸の生成（培地の黄変）が見られるものを陽性とす
る。培地に亀裂が生じる場合はガスの発生を示す。pH

指示薬が還元されて培地が白色になる場合はそれも記録
する。

細菌の増殖と酸の生成は必ずしも一致しない。一部の
細菌では，特定の糖類を加えた合成培地で，生育がほと
んど見られないのに培地が速やかに黄変する場合があ

る。これは糖が炭素源としては利用されず，直接酸化を

受けて酸性物質に変化したことを示す。糖類の分解性を
調べる場合にもっとも注意すべき点の一つである。

（3）有機酸の分解

有機酸も糖類と同様に炭素源としての利用性を調べ

る。ただし反応は有機酸が利用された結果放出される，

アルカリイオンによる培地の青変で判定する。

1)方法：基本培地は糖分解性で用いたものと同じ。
ほかにDyeのOY培地を使うこともできる。

OY培地:NH4H2PO40.5g,K2HPO40．5g,

M9s04．7H200．29,NaCl5g,酵母エキス0．89,
プロムチモル青0.0169,有機酸29,寒天15g.蒸
留水1,000ml,pH6.8．

有機酸はナトリウム塩を用いる。遊離酸の場合は溶解
後NaOHで中和する。

2）判定：糖類の分解試験に準じて観察し，培地が非

植菌対照に比べて明らかに青変するものを陽性とする。

腸内細菌ではマロン酸，酒石酸，クエン酸の利用性に

大きな識別的意義を持たせている。これは次のようなそ

れぞれ独立した培地で調べるが，植物病原細菌でも一般

的な鑑別性状として検査項目に加えられている。

Ewing,DavisandReavisのマロン酸培地：酵母エ

キスIg,(NH4)2S042g,KH2PO40.4g,K2HPO4

0､6g,NaCl2g,マロン酸ナトリウム3g,グルコース

0.25段プロムチモル青0.025g,蒸留水1,000m/,pH
6.7．

Koserの酒石酸培地:NaNH4HP04・4H201．5g,

KH2PO‘19，MgSO4・7H200．2g,酒石酸ナトリウム

1.59,ブロムチモル青O.OSg,蒸留水1,000m/,pH
7.2.

Simmonsのクエン酸培地:NĤPO,1g,K.HPO,

19，NaCl5g,MgSO4・7H200．2g,クエン酸ナトリ
ウム2g,寒天15g,プロムチモル青0.02g,蒸留水
1,000mﾉ,pH6．8．

（4）レバン産生

細菌を高濃度のサッカロースを含む培地に生育させる

と，多量の菌体外多糖質を生産して著しく大型，粘ちよ
うで盛り上がった集落を形成することがある。この多糖

質はサッカロースを分解して生成したフラクトシル残基
が直鎖状に多数重合したもので，レパン(levan)と呼ば
れる。このレバン産生の有無は特にPse測吻"o"“属で重
要な識別性状の一つとなっている。

1)方法：次の平板培地に画線またはスポット法で培
養する。一枚の平板培地で数菌株同時に試験することが
できる。

2）培地：肉エキス59,ペプトン109,サッカロー
ス50g,寒天15g,蒸留水1,000m/,pH6．8．

3）判定：ペトリ皿を毎日調べ，カマポコ状またはド

ーム状に隆起した大型の粘性集落を形成したものを陽性
とする。

時間を経ると陽性の細菌でも，‘盛り上がりが消失して
判定しにくくなるので，判定の時期を失わないよう注意
する。Pseudomonas属以外の細菌でも多量の菌体外多糖
質を形成する場合があるが，この化学的性質については

明らかではない。このような場合は“サッカロース培地
上における粘質集落の形成”と表示するほうが無難であ
る。

（5）、3－ケトーラクトースの生成

Agrobacterium属細菌でラクトースを酸化して3-4-

トーラクトースを生成する性質を調べる試験である。非

還元糖のラクトースのケト化によって生じた還元性末端
により銅イオンを酸化し，黄色の酸化銅の沈殿を生成さ
せて検定するものである。

1)方法，培地：酵母エキスIg,ラクトース109,
寒天20g,蒸留水l,OQOml,pH6.8．

ペネディクト試液：クエン酸ナトリウム17．39,

Na2C03(無水)10g,CuSO4.5H2O1.73g,蒸留水100
ml・クエン酸ナトリウムと炭酸ナトリウムを帥mlの

蒸留水に溶解し，これをかくはんしながら別に20mlの

蒸留水に溶解した硫酸銅を混ぜ,100m/にメスアップ
する。

上記寒天平板に細菌を直径約5mmの大きさに塗抹
接種する。平板1枚で数菌株同時に検定できる。24～48

時間培養したのち，表面にl～2m/のペネディクト試
液を流し，1～2時間静置する。
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2:）判定：集落の回りに黄色帯が生じるものを陽性と

判定する。

．（6）サヅカロースからの還元物質の生成

サッカロースを分解して，還元物質を生成する性質を

調べる試験で，特にErw伽α属の重要な識別性状の一

つとされている。γ

1)方法，培地：肉エキス5g,ペプトン10g,サッ

カ;ロース40g.蒸留水1,000m/,pH6.8o試験管に2

mlずつ分注して滅菌し，細菌を移植して2日間培養す

るdこれに等量のベネディクト試液を加えて10分間煮

沸したのち冷却する。）「

2）判定：黄褐色沈殿が生じたものを陽性とする。

（7）アセトイソ試験

ブドウ糖を分解してアセトイン.を生じるか否かを調べ

る試験で，腸内細菌群の鑑別性状として重要である。こ

の反応は考案者の名をとってVoges-Proskauer(VP)

反応とも呼ばれる。

1）方法，培地：ペプトンŜ K̂ HPCVSg,グルコ

ース59,蒸留水1,000,J,PH7･Oo5mIずつ試験管

に分注滅菌する。

α-ナフトール試液：α-ナフトール5gをエタノール

100mlに溶解。KOH液:KOH40gを蒸留水100m/

に諮解bj

‘上記培地に5日間培養したのち，培地1mlを別の試

験管に取り，これにα-ナフトール液0.6mノとKOH

液0.2m/を加えてよく振ったのち斜めに倒して静置す

る。

2）判定：15～帥分後に培地が濃赤色になった場合

を陽性と判定する。

：（8）メチルレッド試験

アセトイン試験と同じ組成の培地を用い，ブドウ糖の

分解産物によって強酸性(pH4．2以下）になるかどう

かを調べる試験である。

助方法，培地：ペプトン5g,KjHPC5g,グルコ

ース59,蒸留水1,000m/,pH7.0．

メチルレッド試液：メチルレッド0.01gを30m/の

95％エタ・ノールに溶解5

アセ:トイソ試験が終わった後，残りの培地に5～6滴

のメチルレッド試薬を加える｡

2）判定：培地が赤変するものを陽性，黄～澄色のも

のを陰性と判定する。

（9）グルコン酸の酸化

Pse測伽"lonas属細菌の中には,Embden-Meyerhof経

路の代わりに,Entner-Doudoroff経路でブドウ糖を代

謝し，中間代謝産物としてグルコン酸=6-リン酸を生じ

るものがある。これらの細菌はグルコン酸を2－ケトーグ

ルコソ酸を経て代謝する。この試験は細菌がこの代謝経

路を持つか否かを調べるもので，ベネディクト試液によ

り培地中の2－ケトーグルコン酸を検出する。

1）方法,Haynesのグルコソ酸培地：酵母エキス1

g>ペプトン1.59,K2HPO4lg,グルコソ酸カリウム

40g,蒸留水1,000m/,pH7.0．試験管1本当たりl

-2m/ずつ分注し高圧殺菌する。

この培地に2日間培養したのち，培地と等量のベネデ

ィクト試液を加えて沸とう水で10分加熱した後，急冷

する。

2）判定：黄褐色の沈殿を生じるものを陽性と判定す

る。

（10）配糖体の分解

細菌のあるものはβ-グルコシダーゼによって配糖体

を加水分解し，ブドウ糖を利用してアグリコンを遊離す

る。本試験はこのアグリコソを鉄塩によって褐色沈殿と

して検出するもので，基質としてエスクリンおよびアル

プチソがよく用いられる。

1）方法，培地：ペプトン10g,酵母エキス39,*

スクリンまたはアルプチンIg,クエン酸鉄0.5g.蒸

留水1,000m/,pH7.0．

試験管に5m/ずつ分注し,28Cで培養する。振と

う培養すると反応が早い。

2）判定：培地が黒褐色に変色するものを陽性とす

る。わずかに褐変しても不透明にならない場合は陰性と

判定する。エスクリンは完全に分解すると，紫外線下で

蛍光を失う。

2窒素化合物の分解と利用

（1）窒素源および炭素源としてのアスパラギンの利

用

植物病原細菌ではアスパラギンを唯一の炭素源および

窒素源として利用する能力が鑑別性状の一つとされてい

る。

1)方法，培地：溶液A:KH2PO41g,KC10．2g,

MgSO4・7H200．29,蒸留水500m/,pH7.0．高圧滅

菌する。溶液B:L-アスパラギン59,蒸留水500m/・

ミリポアフィルターで炉過滅菌する。A,B両液を無菌

的に混合し，試験管に5m/ずつ分注する。l菌株当た

り4本の試験管を用意し，4日ごとに4回継代培養を行

う。

2）判定:生育の有無で判定する。4回の移植ですべ

て増殖が認められれば陽性とする。はっきりしない場合

は，最後にブイヨンに移植して生菌の存在を確認する。

（2）硝酸塩の還元性
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細菌が硝酸塩を還元して亜硝酸，またはアンモニアを

生成するか否かを調べる試験で，細菌の重要な鑑別性状

の一つとなっている。

1）方法，培地：（培地1）：肉エキス59,ペプトン

109,KNO,Ig,蒸留水1,000m/,pH6.8．試験管に

5m/ずつ分注し，高圧殺菌する。

（培地2):KH2PO40､5g,K2HPO40､5g,MgS04-

7H2O0.2g,NaCl5g,酵母エキス59,コハク酸ナト

リウム2g,KNO,1g,蒸留水1,000m/,pH6.8．試

験管に5mlずつ分注し，高圧滅菌する。

試液A:a-ナフチルアミン0.5g,30%酢酸100mL

試液B:サルファニル酸0.39,30%酢酸100mI。

培地1または2に植菌して，2～5日間培養したのち，

これに試液AおよびBをそれぞれ1mJ加えて30分間

静置する。必ずKNOgを加えない培地を対照として用

いる。

2）判定：培地が赤変したものを陽性とする。赤変し

ない場合は硝酸イオンが還元されなかったか，生成した

亜硝酸がさらにアンモニアに還元されたかのいずれかで

ある。これを調べるため，試液A,Bを加えた上記培地

に亜鉛粉末を少量加えて，1～2時間静置する。硝酸イ

オンが還元されずに残っていれば赤変する。

普通，培地1で調べるが，培地2を用いれば反応がよ

り鋭敏に現れる。また硝酸呼吸をする細菌はN,ガスを

発生する。Durham管を使うか,寒天培地として使用す

れば気泡や亀裂の生成により，これを同時に調べること

ができる。

（3）脱窒反応（硝酸呼吸）

ある種の細菌は，硝酸イオンを電子受容体として，嫌

気条件で呼吸を行うことができる。この結果，硝酸塩は

亜硝酸塩，さらには窒素ガスまで還元される。

1）方法，培地：（培地1）：肉エキス5g,ペプトン

109,蒸留水1,000m/,pH6.8．

（培地2）：肉エキス5g,ペプトン109，KNO81g，

蒸留水1,000m/,pH6.8．

両培地それぞれ2本ずつに移植し，その中の各1本に

流動パラフィンを重層して7日間培養する。

2）判定：流動パラフィンを重層した培地lのみ生育

が不良で，他の3本では良好な生育を示すものを陽性と

判定する。培地1,2ともに開放試験管では生育良好で

あるが，閉鎖試験管では生育不良の場合は陰性と判定す

る。

（4）アルギニン加水分解

Pse脚伽漉｡"“属細菌の一部は，嫌気的条件下でアルギ

ニンを加水分解し，シトルリン，オルニチン，カルバミ

ルリン酸を経て,最終的にATP,NHoおよびCO*を

生成する代謝経路を持っている｡本試験はこの代謝をつ

かさどるアルギニンジヒドロラーゼの存在を調べる試験

で，特にハeudomonas属細菌の重要な識別性状の一つと

されている。

1）方法,Thornleyの培地：ペプトン1g,NaCl5

g,K,HPO<0.3g,フェノール赤0．01g,L̂ アルギニ

y.HC110g,寒天3gヅ蒸留水1,000m/,pH7.2．

この培地を試験管に2m/ずつ分注して高圧殺菌す

る。高層培地としてせん刺接種したのち,流動パラライ

ンを重層して1週間培養する。

2）判定：培地が赤紅色に変わるものを陽性と判定

し，燈黄色のまま変わらないものを陰性とする6

（5）タンパク分解性

一般にプロナーゼまたはプロテアーゼと総称されるタ

ンパク分解酵素の活性の有無を調べる試験で，基質には

ゼラチン，カゼイン，血清，タマゴなどが使われるoi

①ゼラチン液化試験：高分子のゼラチンの分解を粘

性の低下で調べる。

1)方法，培地：肉エキス5g,ペプトン10g.ゼラ

チン120～2009,蒸留水1,000m/,pH6.8．試験管に

5m/ずつ分注して高圧殺菌する。

この培地を20C以下で固め，これにせん刺接種して

20Cで6週間培養観察する。

2）判定：細菌の増殖に伴って，ゼラチン層の液化が

起こるものを陽性とする。液化の速度を毎日記録する。

液化速度の遅いものでは,‘液化の型(層状，漏斗J状など）

も参考になる。

このほか,28Cで培養し（ゼラチンはこの温度では

液状)，検査のつど，冷蔵庫で冷却して凝固の有無を調

べる方法もある。

②カゼインの消化試験：水不溶性のカゼインを分解

して水溶性に変える性質を調べる。

1)方法，培地:(培地1）；肉エキスIg,ペプトン

29,蒸留水100m/,pH6.8．三角フラスコに入れて高

圧殺菌する。

（培地2）：スキムミルク10g,蒸留水100ml,pH

6.8．三角フラスコに入れて高圧殺菌する。

使用にあたって培地lと2を等量混合して平板とす

る。これに画線またはスポット培養して2週間観察す

る。平板1枚で数菌株を調べることができる。

2）判定：集落の周辺が透明化したものを陽性とす

る。

（6）硫化水素の産生

細菌はその種類によって，硫酸塩,:チオ硫酸塩，シス
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チンおよびシステインを分解して硫化水素を生成するも

のがある。本試験は生成した硫化水素を金属塩と反応さ

せて硫化物とし，これを呈色反応によって検出するもの

である。

1)方法，培地:培地1):肉エキス5g,ペプトン

109.蒸留水1,000ml,pH6.8．試験管に5m/ずつ分

注して高圧殺菌する。

（培地2):NH4H2PO40.5g,K2HPO40.5g,MgS04.

7H2O0．2g,NaCl5g,酵母エキス5g,システイン・

塩酸またはチオ硫酸ナトリウム0．5g,蒸留水1,000m/,

pH6.8．

鉛糖紙：約5×50mmに切った短冊形の炉紙を,10%

酢酸鉛水溶液(2NNaOHで中和）に浸し，高圧殺菌し

たのち定温器内で乾燥させる。

上記培地に細菌を移植し，鉛糖紙を試験管口と綿栓の

間にはさんで管中に垂らした後，2週間観察する。振と
う培養すれば反応は早い。

2）判定：鉛糖紙が黒変したものを陽性と判定をす

る。黒変は鉛糖紙の下端周縁部にごくわずか認められる

弱い場合もあるので注意する。

（7）尿素試験

ウレアーゼを分泌する細菌は，尿素を加水分解してア

ンモニアと炭酸ガスを生じる。このアンモニアは培地を

強アルカリ性にするので，これをpH指示薬で判定す
るのがこの試験である。

1）方法,Christensenの尿素培地：ペプトン19,

NaCl5g,グルコースI9,KH2P042g,フェノール

レッド0.012g,寒天15g,蒸留水900m/,pH6.8°

これを三角フラスコに入れて高圧殺菌したのち，別にミ

リポアフィルターで炉過滅菌した20％尿素溶液100m/

を無菌的に加えてペトリ皿に流し込承，平板を作る。尿

素を加えない培地を対照として必ず用意する。この培地

に細菌を画線またはスポット培養する。

2）判定：培地が赤変したものを陽性とする。培地の

赤変は細菌増殖の早い段階で現れる。

（8）アミノ酸脱炭酸試験

アミノ酸は脱炭酸反応を受けてそのカルポキシル基を

失い，それぞれ対応するアミンと炭酸ガスを生じる。こ

の酵素を脱炭酸酵素と呼び，それぞれのアミノ酸に特異

性を有する。細菌がアミノ酸脱炭酸反応を示す場合は，

菌種によって酵素の種類が決まっているため，識別性状

の一つとして利用される。

1）方法,Moellerのデカルポキシラーゼ培地：ペ

プトン59,肉エキス5g,グルコース0.5g,プロムク

レゾール紫0．01g,クレゾール赤0.0059,ピリドキサ

－ル0.005g,蒸留水1,000m/,pH6.0．

この基本培地にL-リジン,L-アルギニン,L-オルニ

チン,L-グルタミン酸をそれぞれ1%濃度に加え,PH

を再び6．0に修正したのち高圧滅菌する。アミノ酸を

加えない対照を同時に作成する。これらの培地を高層と

してせん刺接種したのち，流動パラフィンを重層して1

週間培養する。

2）判定：培地が紫色になるものを陽性と，また黄色

にとどまるものを陰性と判定する。

（9）フェニルアラニン・デアミナーゼ試験

フェニルアラニンをフェニルアラニンデアミナーゼの

作用によって酸化的に脱アミノし，フェニルピルピン酸

(PhenylpyruvicAcid:PPA)とアンモニアを生成する

細菌がある。この酵素作用の有無を調べるのが本試験

で，反応生成物の名をとってPPA試験とも言う。

1)方法,Ewingのフェニルアラニン寒天培地：酵

母エキス3g,DL-フェニルアラニン2g(またはL-フ

ェニルアラニンI9),Na2HPO4Ig,NaCl5g,寒天

129.蒸留水1,000m/,pH7.3．

この培地を斜面にし，大量の菌体を塗抹して24時間

培養する。

2）判定：24時間後，塩化第二鉄(Fed,)の10%

水溶液を0.2ml滴下し，斜面部分が濃緑色に変色した

ものを陽性とする。この濃緑色の変化は時間が経つと薄

くなるほか，塩化鉄溶液を入れすぎると判然としなくな

るので注意を要する。細菌を培養しない培地を対照とし

て呈色を比較する必要がある。

（10）インドールの生成

本試験は細菌がトリプトファンを分解して遊離のイン

ドールを生成するか否かを調べる試験で，腸内細菌群の

識別性状として古くから利用されている。その他の細菌

でも必ず調べられる性質の一つである。

1）方法，培地：ペプトン109.蒸留水1,000m/,

pH6．8°
Kovacs試液：パラージメチルアミノベンズアルデヒ

ド5gを50Cに加温した〃-アミルアルコール75m/

に溶解し，冷却後濃塩酸25m/を加える。

2）判定：上記ペプトン水に2日間培養したのち，

Kovacs試液を0.5～1ml加え，よく振ったのち静置す

る。上部の試液層が赤色になったものを陽性，黄色にと

どまるものを陰性と判定する。

ペプトンはトリプトファン含量の高いポリペプトン，

トリプトン，トリプチカーゼなどが適している。

（11）チロシナーゼ活性

これはチロシンをチロシナーゼによって酸化し，キノ
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ンを経てメラニン様の褐色物質を生成する反応を調べる

試験である。

1）方法，培地：サッカロース5g,ペプトン（また

はカゼイン加水分解物)10g,K2HPO40.5g,MgSOv

VH^O0.125g,L-チロシソIg,寒天20g,蒸留水

LOOOm/,pH7．2o

この培地を平板とし，画線またはスポット培養して4

日間観察する。

2）判定：集落の周りが褐色に着色するものを陽性と

判定をする。

(12)アンモニアの生成

ペプトンを分解してアンモニアを生成するかどうかを

調べる試験で，古典的な鑑別性状の一つである。

○第12回土壌伝染病談話会開催のお知らせ

日時：昭和59年10月8日（月）～10日（水）

8日午後一見学会，9～10日誰演

場所：京都府立大学合同講義棟

申込承期限：昭和59年8月31H

会場費:1,000円，講演要旨集:1部2,000H(t

共）

懇親会:10月9日，合同講義棟地階食堂

一般3,000円，学生2,500I'」

テーマ:Phylophthora,乃械加加による病害一基礎研究

を防除技術に

日程：

10月8日13:00～17:00現地見学会「京都の伝

統野菜を訪ねて」

10月9日9:00～9;40受付，開会の挨拶

9：40～17:20講演

17:30～19:30懇親会

10月10日9:30～14:00識減

14:00～15:30パネルディスカッショ

ン「両病害の防除をめ

ぐって－基礎研究と防

除技術の結合」

15:30～15:40閉会の挨拶

1）方法，培地：ペプトン10g.蒸留水1,000m/,

pH6．8。
bL

ネスラー試液：ヨウ化カリ 5gを蒸留水5m/に溶解

する。これに塩化第二水銀の冷飽和水溶液を,･わずかに
---,L,,‘壱･･

沈殿が残るまで加える。これに9N-NaOH40m;を加

え，蒸留水を足して100m/とする。調製後,24時間静

置してから使用する。

上記培地に細菌を移植して7日間培養する。細菌を移

植しない培地を用意しておき，呈色反応の比較に用い

る。

2）判定：ネスラー試液を1滴，培地に滴下する。黄

褐色の沈殿または濁りを生じたものを陽性とする。

連絡先：

〒606京部市左威区下鴨半木町l

京都府立大学農学部植物病学研究室内

第12回土壊伝染病談話会事務局

電話075-781-3131(内線249J

○第2回「植物保護とバイオテクノロジー」シンポジウ

ムのお知らせ

金）午前10時より

（東京都府中市幸町

日時：昭矛Ⅱ59年11月2日（

場所：東京農工大学農学部講堂

3-5-8）

共催：日本股薬学会．理化学研共催：日本股薬学会・理化学研究所

参加費：4,000円（講演要旨集を含む）

プログラム：

1.微生物挫薬へのバイオテクノロジーの応用、、

岩花秀典（東京農工大．農学部）

2．植物ウイルス病防除へのバイオテクノロジーの

応 用 本 吉 総 男 （ 農 業 生 物 資 源 研 究 所 ）

3．動物培養細胞を用いた農薬の毒性評価：

村上誠（理化学研究所）

4．尚等植物の染色体工学一細胞融合・DNA組換

え技術の利用

内宮博文（筑波大・生物科学系）

5．ウイロイドcDNAを用いた植物の宿主．ベク

ター系の開発飯哲夫（東京大・理学部）

6．柚物細胞における外来遺伝子の発現

村井紀元（農業生物資源研究所）

連絡先：〒if,:;束京部府中市幸町3-5-8

東京挫工大学農学部植物防疫学科

内山正昭・寺岡徹

電話0423-62-3311(内線401)

－43－
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紹介

罰 新登録農薬

『殺虫剤』

ベンダイオカルブ粒剤（59.4.9登録）
本剤は1967年に英国ファイソン社で発見され，衛生

害虫防除や農業用薬剤として世界的に開発されたカーバ
メート系殺虫剤である。コリンエステラーゼ活性を阻害
する作用があり，接触又は食毒により殺虫効果を発現す
る。

商品名：タト粒剤

成分・性状：製剤は有効成分2,2-ジメチル-1,3-ベン

ゾジオキソルー4-イルーメチルカルバマート5.0％を含有
する淡褐色細粒である。原体は白色結晶状粉末で融点
128～130C,溶解度(g/2.25C)は水0.04,ベンゼ
ン40，クロロホルム200，アセトン200で，融点以下
の熱に安定である。

（構 造 式 ) o

O-C-NH(CHa)

・人/VCH,

¥X¥o入｡H,
適用作物，適用害虫名及び使用方法：第1表参照
使用上の注意：

①移植当日，育苗箱中の苗の上から均一に散布し，
茎葉に付着した薬剤を払い落し，そのまま田植機にかけ
て移植すること。

②育苗箱土壌表面が乾燥していて，苗を田植機にの
せる際，薬剤が落下するおそれがある場合は，散布後潅
水すること。

③軟弱徒長苗，むれ苗，移植適期を過ぎた苗などの
場合には，薬害のおそれがあるので使用しないこと。
④稲苗の葉がぬれていると薬害を生じやすいので，

散布の直前の潅水はしないこと。

⑤本田が砂質土壌の水田や漏水田，未熟堆肥多用田
の場合は使用をさけること。

⑥処理苗を移植した本田の整地が不均整な場合は，
薬害を生じやすいので代かきは丁寧に行ない，移植後田
面が露出しないように注意すること。又，移植後は直ち
に入水し極端な浅水，深水をさけ，深植にならないよう
に注意すること。

⑦移植後低温が続き，苗の活着遅延が予想される場

合は，使用をさけること。又，移植後極端な高温が続く
と予測される場合も使用をさけること。

⑧本剤の処理により，時に葉先枯れなどの葉害を生
ずることもあるので，所定の使用量，使用時期，使用方
法を厳守すること。

⑨本剤は散布から移植までの時間が長くなると薬害
を生じやすくなるのでなるべく移植直前に散布するこ
と。散布量が多い場合は特に注意すること。

⑩散布の際はマスク，手袋，長袖の作業衣などを着
用して粉末を吸い込んだり浴びたりしないように注意
し，作業後は顔など皮膚の露出部を石けんでよく洗い，
うがいをすること。

⑪本剤の使用に当たっては，使用量，使用時期，使
用方法などを誤らないように注意し，特に初めて使用す
る場合は，病害虫防除所等関係機関の指導を受けること
が望ましい。

毒性：医薬用外劇物。取扱いには十分注意すること。
魚毒性はB類である。

第1表

エトリムホス乳剤（59.4.9登録）

|本剤はスイス．サンド社によって開発された有機リン
殺虫剤である。接触毒及び食毒の両作用を兼ね備え，効
果の発現は極めて速いが，揮散が早いことあるいは植物
体内での分解が速いことなどにより残留効果は低い。

商品名：エカメット乳剤

成分．性状：製剤は有効戎分0-6-エトキシ-2-エチル

ピリミジン-4-イル=o,o－ジメチルーホスホロチオアー

ト40.0％を含有する淡黄かっ色澄明可乳化油状液体で

ある。純品は無色油状物質で比重1．195(20C)で溶解
性はアセトン，エタノール，ヘキサンなどには極めて溶
けやすく，水にはほとんど溶けない。

（構造式s
!>̂ OCHa

O－P̂ och!
N'、
I

／､**̂OC.HsH.C,

適用作物，適用害虫名及び使用方法：第2表参照
使用上の注意：

①散布の際はマスク，手袋などをして散布液を吸い
込んだり，浴びたりしないように注意し，作業後は顔，
手足など皮膚の露出部を石けんでよく洗い，うがいをす
ること。

②DCPA剤との同時施用及び10日以内の近接散
布は薬害を生じるおそれがあるのでさけること○

プ粒剤（タト粒剤）ベンダイオカルプ粒剤

勿名｜適’用害虫宅

水稲

(育苗種）

ツマグロヨコバイ

イネドロオイムシ

イネミズゾウムシ

｜使用時期お田，畠．

育苗箱（30×60×
3cm,使用土壌約
5/)1箱当り60
-vlOOg

移植当日

－44－

硬部l脳

P句クマタータ一宮一厘

薬の総使用回数

1回
本剤の所定量を育
苗箱中の苗の上か
ら均一に散粒する
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③本剤の使用に当たっては，使用量，使用時期，使

用方法を誤らないように注意し，特に初めて使用する場

合には病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望
ましい。

毒性：普通物であるが誤飲などのないように注意する
こと。魚毒性はB類である。

エトリムホス粉剤（59.4.9登録）

商品名：エカメット粉剤

成分o性状：製剤は有効成分0-6-エトキシ-2-エチ

ルピリミジンー4-イル=o,o－ジメチルーホスホロチオア

ート3.0％を含有する類白色粉末300メッシュ以上で
ある。

適用作物，適用害虫名及び使用方法：第3表参照
使用上の注意：

①本剤を使用する場合，薬剤と土壌とをよく混和す
ること。

②DCPA剤との同時施用及び10日以内の近接散

布は薬害を生じるおそれがあるのでさけること。

第2表エトリムホス乳剤（エカメット乳剤）

…疹軍害虫1希釈”雌墨織“
キャベツ
はくさい

アオムシ

コナガ

ヨ トウムシ

1,000倍
1̂,500倍

収穫
7日前

まで

4回以内

第3表エトリムホス粉剤（エカメット粉剤）

散布

作物名｜適用害虫名|撫|鰯織|“
芸当蒜i卜:誹鮒
いちご |コマ紺類’‘~，唾|仮植”

1回
土壌
混和

③散布の際はマスク，手袋などをして粉末を吸い込

んだり，浴びたりしないように注意し，作業後は顔，手

足など皮膚の露出部を石けんでよく洗い，うがいをする

こと。

④本剤の使用に当たっては，使用量，使用時期，使

用方法を誤らないように注意し，特に初めて使用する場

合には病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望
ましい。

『殺菌剤』

メタスルホカルブ粉剤（59.4.9登録）

日本化薬株式会社によって開発された肌稲の育苗箱中の

苗立枯病防除剤である。

作用機序は土壌中での病原菌に対する接触殺菌作用に

よるものと考えられている。

商品名：カヤペスト粉剤10

成分・性状：製剤は有効成分S-(4-メチルスルホニル

オキシフェニル-N-メチルチオカルバマート10.09を

含有する類白色粉末である。原体は淡黄色結晶で融点

137.5～138.5C,溶解度(g/l)は水で0.48タエタノー

ル15.5,四塩化炭素0.30,酢酸エチル50．0である。

（構造式)oⅣ

CH3SO2OVY-SCNHCHa

第4表

適用作物，適用病害名及び使用方法；第4表参照

使用上の注意：

①有機質含量の少ない土壌は稲苗の生育抑制のおそ

れがあるので使用をさけること。

②乾燥状態では根上りが生じやすいので生育初期の

潅水は十分に行うこと。

③本剤はリゾープス菌，フザリウム菌，ピシウム

菌，トリコデルマ菌による苗立枯病に対して有効である

が，リゾクトニア菌には効果が劣る傾向があるので，こ

の菌による発病地帯での使用はさけること。

④ムレ苗防止に使用する場合，本剤は育苗中の低温

による根の吸水低下や，高温による蒸散増加など吸入と

蒸散の不均衡によって起るムレ苗（生理的な急性萎凋障

害）に対して有効であるので，このようなムレ苗の発生

しやすい地域で使用すること。

⑤本剤を混和した土壌には，処理後数日以内に播種

すること。

剤（カヤベスト粉剤10メタスルホカルプ粉剤

作物名

水稲

(箱育苗）

適用病害虫
又は使用目的

苗立枯病

催濯剰
根の生育促進，移植
時の発根及び活着促
進，ムレ苗防止

使用量

育苗箱

(30×60×3
cm，使用

土壌約5/)
l箱当り
6～lOg

使用時期

播種 前

－45－

本剤及びメタスルホカ
ルブを含む農薬の総使
用回数

1回

使用方法

本剤の所定量

を土壌に均一
に混和する
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③使用の際は伸長を過度に抑制させないため，必ず

指定濃度を守り，多量散布にならないように葉面が均一

にぬれる程度に散布すること。又，散布直後に降雨のあ

った場合でも再散布はしないこと。

④本剤は極端な多肥裁培，密植裁培では効果が劣る

ので注意すること。

⑤本剤は一般作物にも微量で影響を及ぼすことがあ

るので，周辺作物にかからないように注意すること。ま

た，使用後の散布器具等は十分洗浄すること。

⑥散布の際はマスク，手袋，長袖の作業衣を着用し

て，散布液を吸い込んだり，浴びたりしないように注意

し，作業後は顔，手足など皮膚の露出部を石けんでよく

洗い，うがいをすること。

⑦本剤の使用に当っては使用量，使用時期，使用方

法を誤らないように注意し，特に初めて使用する場合に

は病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望まし
い。

毒性：医薬用外劇物。取扱いには十分注意すること。

魚毒性はA類である。

⑥本剤を取り扱う際は，マスク，手袋，保護眼鏡な

どを着用して粉末を吸い込んだり，浴びたり，眼に入れ

たりしないように注意し，作業後は顔，手足など皮膚の

露出部を石けんでよく洗い，うがいをし，清水で洗眼す

る こ と。．

⑦休憩時や作業終了後，粉のついたままの手拭など

で不用意に眼を拭わないよう十分注意すること。

⑧本剤の使用に当っては，使用量，使用時期，使用

方法を誤らないように注意し，とくに初めて使用する場

合には病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望

ましい。

毒性：医薬用外劇物。取扱いには十分注意すること。

魚毒性はB類である。

『植物成長調整剤』

クロルメコート液剤（59.3.19登録）

本剤は,1959年にアメリカンサイアナミッド社がミ

シガン大学との共同研究によって開発した成長抑制作用

を有する植物成長調整剤である。成長抑制作用は抗ジベ

レリン作用によるものと推定されるが，その詳細につい

ては現在のところ解明されていない。

商品名：サイコセル

成分・性状：製剤は有効成分2－クロロエチルトリメ

チルアンモニウムークロリド46.0％を含有する淡黄色

澄明水溶性液体である。原体は白色結晶状固体で典型的

なアミン臭を有し，溶解度は水7409/l(20°C),メタノ

ール，エタノール250g//以下であり，エーテル及び炭

化水素には不溶で,245Cで分解する。

(構造式'{…‘一・H州く調｡1-
適用作物及び使用方法：第5表参照

使用上の注意：

①本剤の所要量を所定量の水にうすめ，よくかきま

ぜてから散布すること。なお，調整した薬液はその日の

うちに使用すること。

②他剤との混用はさけること。

『その他』

ピーチフルア剤(59.3.19登録）

本剤はモモシンクイガ雄成虫に対しての承生物活性を

有し，性フェロモン作用すなわち誘引作用を示す。

商品名：モモシンクイガ性フェロモン剤

成分・性状：製剤は有効成分(Z)-13-イコセンー10－

オン3.0mg/l個を有する赤色中空円筒様弾性物質（内
径8mm×深さ8mm)である。純品は無色澄明液体で

酸・アルカリ及び光に不安定であり，溶解性は水に難

溶，エーテル，ヘキサン，アセトン，エタノール，メタ

ノールに対しあらゆる割合で溶ける。沸点は140～143

Co①､2mmHg)である。

（構造式.)HH
II

CH3(CH2)5C=C(CH2)aC(CH2)8CH3
Ⅱ

O

適用作物，適用害虫名及び使用方法：第6表参照

第5表クロルメコート液剤（サイコセル）

卜用醐
10アール

当り
使用量

10アール

当り

散布液量

本剤及びクロルメ
コートを含む農薬
の総使用回数

使用時期 使用方法 適用地帯作物名

綿|茎稗｡伸長抑制|轍淵草｜桐｜'･川’'''一Ⅲ|茎葉散布|北海道
第6表ピーチフルア剤（モモシンクイカ性フェロモン剤）

’|使用｡的山津物里|喜虫里’
I学、クタ

ール当り

使用量

使用方法使用時期適用場所

本剤をトラップ1台当り1個取
付けて配置する。取付けた薬剤
は2ケ月間隔で更新する

成虫発生
初期から
終期まで

ご
も
し

んり
も
な

モモシン

クイガ

発生地域

モモシン

クイガ

雄成虫
3～10個誘引

－46－
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使用上の注意：

①本剤は，病害虫防除所職員等発生予察事業に従事
する技術者が使用すること。

②「有害動植物発生予察事業実施要領」等の関係通
達に従って使用すること。

③設置した誘引器を地域の住民がさわったり，持ち

去ることがないよう注意すること。

④本剤は，2ケ月たつと誘引効果が低下してくるの

で，2ケ月毎に新しいものと交換すること。

⑤粘着板に多量の虫やご承等が付着すると粘着性が
低下するので，このような場合は新しい粘着板と取替え
ること。

⑥本剤の使用後はトラップから除去し,持ち帰って
適切に処理すること。

毒性：普通物である。魚毒性はA類である。

新しく登録された農薬 (59.7.1～7.31）

掲載は，種類名，有効成分及び含有量，商品名（登録年月日)，登録番号［登録業者（会社）名]，対象作物；対象

病害虫：使用時期及び回数などの順。（…日…回は，収穫何日前まで何回以内散布の略｡）（登録番号15775～15819ま
で計45件）

なお，アンダーラインのついた種類名は新規のもので［］内は試験段階時の薬剤名である。

『殺虫剤』MEP・PAP乳剤

ブ プロ フェジン粒剤MEP40.0%,PA P 1 0 . 0 %
ブ プロフエジン2.0 ％ ‘ ラ ビ キ ラ ー 乳 剤 （59.7.11)

アプロード粒剤（59.7.11)15803(八洲化学工業）
15776(日本農薬)ぶどう：プドウトラカミキリ：発芽前（休眠期),もも：
:稲 ： ウンカ類幼虫:21日4回コスカシバ：発芽前（休眠期）
DDVP<ん煙剤BPMC粉剤

D D VP18.0%BPMC3.0%
サンスモークVP(59.7.11)ノバッサ粉剤30DL(59.7.11)

15780（三光化学工業)15804(日産化学工業）
トマト・ピーマン：ナミハダニ・アブラムシ類：3日,・稲：ツマグロヨコパイ．ウンカ類：7日5回

きゅうり：ナミハダニ・アブラムシ類：7日，なす:ダイアジノン・ピリダフェンチオン・BPMC粉剤

ナミハダニ・アブラムシ類：3日2回，いちご：ナミダイアジノン2．0％，ピリダフェンチオン2．0％，

ハダニ・アブラムシ類：7日3回，メロン：ナミハダBPMC2.0%

二・アブラムシ類：前日，花き：ナミ･ハダニ．アブラダイオフバッサ粉剤DL(59.7.24)

ム シ類158 1 0 ( ト モ ノ農薬）

チオシクラム・BPMC粉剤稲：ツマグロヨコパイ・ウンカ類・コブノメイガ:21日
チオシクラム2.0%,BPMC2.0%.3回
エビセクトバッサ粉剤DL(59.7.11)
1578 1 ( 三 共),15782(九州三共）『殺菌剤』
稲：ニカメイチュウ．イネツトムシ．コブノメイガ．イピラゾホス乳剤[Hoe2873,アフガン］

ネドロオイムシ・ウンカ類･ツマグロヨコパイ：21日吾而27.5％
4回 アフ ガン乳剤（59.7 . 1 1 )

DEP 粉剤157 7 5 ( へ キ ス トジャパン）

DEP4.0%桑：裏うどんこ病：摘採2 0 日 前 ， ま さ き ： う ど ん こ 病
ディプテレックス粉剤DL(59.7.11)イプロジオン・マンゼブ水和剤

15783（日本特殊農薬製造ル15784(大日本除虫菊ルイプロジオン20.0%,マンゼブ50.0%

15785（山本農薬),15786(キング化学:),15787(武田ロブジマン水和剤(59.7.11)

薬品工業),.15788(中外製薬),15789(八洲化学工15777(ローヌ・プーランジャパン),15778(クミアイ
・業),15790（トモノ農薬)，15791（塩野義製薬)，『化学工業.),15779(東京有機化学工業）
15792(三共),15793(九州三共),15794(北海三共,きゅうり：ベと病・灰色かび病：前日3回，たまねぎ：

15795(三笠産業),15796(北興化学工業),15797ベと病・灰色かび病:7日4回，てんさい：葉腐病：

（三笠化学工業)，15798（三明ケミカル),15799(サン 45日3回

ケイ化学)，15800硫球産経),15801(日本農薬).ジチアノン・銅水和剤

15802（クミアイ化学工業）ジチアノン50.0％，水酸化第二銅30.0％
キャベツ：アオムシ：7日6回，かんしょ：イモコガ．アルネリン水和剤（59.7.24）

ナカジロシタバ・ハスモンヨトウ:14日6回15805(大日本除虫菊),15806(八洲化学工業),15807

－47－
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（三笠化学工業）・

かんぎつ：黒点病･かいよう病：果実肥大期まで，但し

収穫卯日前まで3回

イプロジオン・銅水和剤

イプロジオン20.0％，塩基性塩化銅67.2％

ダイセド水和剤（59.7.24）

15帥8（八洲化学工業)，15809（ローヌ・プーランジャ

パン）

きゅうり：ベと病・灰色かび病・うどんこ病：前日4

回，トマト：灰色かび病・疫病：前日4回

I､LI

『殺虫殺菌剤』

MPP・BPMCoEDDP・フサライド粉剤

MPP2.0%,BPMC2.0%,EDDP2.0%ウフサライ

ド1.5%

ヒノラプバイバッサ粉剤35DL(59.7.24

15811(日本特殊農薬製造),15812(八洲化学工業).

人事 消息

（8月1日付）

田中良明氏（岡山市経済局農林部長）は農蚕園芸局植物
防疫課農薬対策室長に

森田利夫氏（農蚕園芸局種苗課課長補佐（検査指導班担
当)）は同上課課長補佐（総括及び防除班担当）に

君島悦夫氏（横浜植物防疫所調査研究部病菌課）は同上
課併任に

関口洋一氏（農蚕園芸局植物防疫課課長補佐（総括及び

防除班担当)）は大臣官房企画室技術調整室長に

篠原隆氏（同上局普及教育課）は環境庁出向（水質保
全局土壌農薬課）に・

湯原厳氏（横浜植物防疫所調査研究部害虫課防疫管理
官）は同部害虫課長に

松谷茂伸氏（同上部同上課長）は退職

訂正とお詑ぴ

8月号掲載の「植物病原細菌同定のための細菌学的性

質の調べかた(2)」（後藤正夫・瀧川雄一著）につきま

して，下記のように誤りがありましたので，訂正すると

ともに，謹んでお詑び申し上げます。

41p.左側上から1行目“Ⅲ形態的性質”を

“Ⅱ形態的性質”に

43p・右側下から7行目“Ⅳ培養的性質”を

“Ⅲ培養的性質”に

15813(呉羽化学工業),15814(北興化学工業),15815
（大日本除虫菊)，15816（三共),15817(九州三共）

稲：いもち病・穂枯れ（ごま葉枯病菌）・ニカメイチュ

ウ・ツマグロヨコパイ・ウンカ類・カメムシ類:21日

4回

BPMC・パリダマイシン粉粒剤

BPMC2.0%,バリダマイシンA0.30%

バッサバリダシン微粉剤F(59.7.24)

15818(北興化学工業）

稲：ツマグロヨコパイ・ウンカ類・紋枯病:14日5回：

散布，空中散布

MEP・BPMC・パリダマイシン粉粒剤

MEP2.0%,BPMC2.0%,バリダマイシンA0.30%

バッサバリダスミ微粒剤F(59.7.24)

15819（北興化学工業）
稲：ニカメイチュウ・ツマグロヨコパイ・ウンカ類・紋

枯病:14日5回：散布，空中散布

勤務場

募集人

給

提出書

締

提出

選

喚

【職員募集】

所事務局又は研究所

員

短大卒以上応用昆虫学専攻（男子2～3名）

短大卒以上植物病理学専攻（男子1～2名）

短大卒以上商学又は経済学専攻（男子1名）

高卒以上専攻不問（女子1名）

与国家公務員行政職（一）表に準ずる。通勤

手当（全額)，住宅手当等支給。

類1.履歴書（写真添付）2.卒業（見込）証

明書3.成績証明書4.身体検査書5.担

任教官の推せん書6.作文（400字詰原稿

用紙2枚，課題：本会を希望した理由）

切昭和59年9月29日（土）

先社団法人日本植物防疫協会総務部

(TEL03-944-1561)

考第1次書類選考（結果を本人に通知）

第2次面接及び筆記試験

（試験日10月22日(月)）

定昭和59年11月下旬本人に通知

植物防疫

昭和59年

9月号

（毎月1回1日発行）

二＝禁転載＝＝

第測巻昭和59年8月25日印刷
第9号昭和59年9月1日発行

定価5側円送料50円 1か年6,150円
(送料共概算）

編集人植物防疫編集委員会

発行‘人遠藤武雄

印刷所株式会社双文社印刷所

東京都板橋区熊野町13-11

－48－

－発行所一

東京都豊島区駒込1丁目43番11号郵便番号170

課日本植物防疫協会
電話東京(03)944－1561～6番

握替東京1－177867番
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与り争一一写寺
守

農 必恵･皇…一･･叩
難議｢植物防疫バｯグナンパーのお知らせ
月確は特集号の題名,価額は各,部(遥純も)難関”：

1 ． ． ’ " ’ 、

購読者各位よりたびたびバックナツバー繭お問い合わせがありますので,現在在庫しております巻号
をお知らせいたします。欠号をこの機会にお取り揃え下さい。

13巻⑥4年）

4 月10 5円

14巻（35年）

6，7，9ず10,､12月105円
15巻（36年）

11,12月 125円

11月：言植物検疫，，

16 巻（37年）、v

l～12月1 25円

1月:新農薬

3月：ヘリコプタによる農薬の

空中散布

6月：果樹のウイルス病

10月：農薬の作用機作

17巻（魂年）

l～5月125円

1 ,12月145円

1月：･病菩独研究の展望亀牙

3月：農薬空中散布の新技術

4 月：土壌施薬・－

7月：省力栽培と病害虫防除

18巻（39年）

11,12月145円

19巻（仙年）

l～6，8～12月145円

3月：農薬の混用

5月：農薬の安全使用

10月:果樹共同防除の実態と
防除施設

別巻佃年）

7 月145円

21巻（他年）

l～5,7,9,11,12月175円

4月：いもち病

鰹巻（劉年）

1,2,4,7,9,12月175円

”巻（44年）

3月195円

3月：リンゴ病害虫防除

避巻（45年）

1,2,4,6,7,9,10,12月

175円

5月195円

5月;：カソキツの病害虫

班巻i価年)
1,2,4,6,7,9,10,12月＝・

225円

11月245円

11月：沖縄の病害虫“
26,巻(筆_詞
….2;噸靭6,！'7》9，11，12月225円

〃;巻細1年）
2,4,5,7,9,11,12月225円

8,10月245円

8月：スプリンクラによる防除

10月：農薬残留：".…い､：
畑巻(釣年）
5,8,10月365円

5月：微生物源農薬

8月：生体外培養

10月;::f鋤の卿甫虫性…
四巻了脚:年）＝“

5,8/IQ..月365円

6月”305円

5月：薬剤耐性菌

8月：緑化樹木の病害

10月：種子伝染性病害

30巻（51年）

3月36 5円

5，8月445円

3月：線虫

5月：土壌伝染性ウイルス

8月：農薬の環境動態

31巻（52年）

3,5,8,10月445円

4,6,7,9,I1,12月345円

3月：農薬の施用技術

5月：露地野菜の病害虫
8月：昆虫のホルモン

10月：果樹のウイルス病

32巻（53年）

1,2,4,6,7,9,11,12月

345円

3，5，8，10月柵5円

3月：農薬の安全性

5月：作物の細菌病抵抗性

8月：害虫の要防除密度

…､.10月:､マイ1．トキ才孝・
冊巻"(54年）・､

1,2,4,6,7,9,11,12月

445円

4V8,-10-月495円

3月：畑作物の病害虫

識懸綿曇墓蝋
10月:糸状菌の胞子形成

誕巻（55年）
1,2,-4,6,7,9,11,12月

445円

3，5，10月495円

3月：ウイルス病の抗血清診断

5月：昆虫の行動制御物質

10月：天敵ウイルス、

鍋巻価年)：ざ
.1,2,4,6,7,9,11,12月

“､､･，｡､､445円

315，8，－10月：495円

3月:;土壌伝染病

5月：昆虫の大量増殖

8月：捕食性天敵

10月：疫病

36巻（57年）

1,2,4～9,I1,12月550円

3,10月600円

3月：変色米

10月：物理的防除法

37巻（58年）

1，2，4～9,11,12月550円

3，10月600円

3月：作物のバーティシリウム病

10月：発生予察の新技術

測巻（朗年）

l～12月（年間前納)6,000円

在庫僅少のものもありますので，御希望の方はお早目に振替・小為替・現金など（切手でも結構です）
で直接本会へお申込み下さい。

56年1月20日よりの郵便料金改訂に伴い，本誌の郵便料金が1部45円，第36巻（57年)1月
号からはページが増えたため1部50円になりました。雑誌には旧郵便料金が印刷されているもの
もありますが，お含承おき下さい。



イモチ病の発生予察に新しい結露計が開発されました。

自記露検知器MH-040型

蓋参
議溌蕊

蕊
’
１
１
’
‐

毘狂､

篭

ｅ
Ｏ

~

○雰囲気(風．塵挨等)の影響を受けずに長時間安定した測定が可能。

○稲の生育にともない、センサーの高さ、向きを自由にかえることができます。

○小型．軽量のため、電源のない所にも簡単に設置できます。

○記録計は入力を6点有しているため、多点測定及び結露に密接な関係をもつ他の気象因子

…（温度・湿度・日射量等)も同時記録することができます。
1

仕様

･指示記録速度5，10，20，40m/h可変

･連続記録日数20～24日

（指示記録速度Smnt/'hの場合）

･電源(記録計)DC12V

（センサー)DC2.7V(水銀電池）

〔センサー部］

・測定方式

・耐用期間

電気伝導方式

約6ケ月

〔記録計部〕
剖一一い

ﾟノコエ、

・記録紙

電子平衡式記録計(6打点）

折りたたみ式．有効巾60mm

全長lOra
L凸,凸

本社／東京都渋谷区幡ケ谷’－21－8壷03-469-4511～6

笹塚分室(展示室)／渋谷区笹塚器1-11(東亜ビル|F）冠03-376-195I

大阪／大阪市東区豊後町5（ﾒデｲｶﾙピﾙ）恋06-943-7588~9

岳

屋鞄_英弘＊青機産業株式会社
登06－943－7588～9
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穂いもち､ﾌジﾜﾝくまず予防。
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●散布適期巾が広く、散布にゆとりがもてまれ

●すく謬れた効果が長期間(約6週間)持続します。

●粉剤2～3回分に相当する効果を発揮しまれ

●稲や他作物に薬害を起こす心配がありません。

●人畜､魚介類に安全性が高く安心ぱ使えま寸志

。割ワョ粒剤
⑧は日本農薬の登録商標です。

《本田穂いもち防除》
使用薬量：’0アール当り4ka

使用時期：出穂10～30日前(20日前を中心に）

あなたの稲を守る《フジワン》グループ

フジワン粒斉I]-粉剤.粉剤DL-乳剤･AV

フジワンブラエス粉剤･粉剤DL

フジワンカヤフォス粒剤

フジワンダイアジノン粒剤

フジワンエルサンバッサ粉剤･粉剤DL

フジワンスミチオン粉剤･粉剤DL･乳剤

フジワンツマスミ粉剤･粉斉MODL

フジワンスミバッサ粉剤50DL

フジワンND粉剤･粉剤30DL

フジワンツマｻｲド粉剤･粉剤DL

フジワンバッサ粉剤DL

フジワンアプロードバツサ粉剤DL

e具患競蕪妻急萱



'連作障害を抑え健康な土壌をつくる／

［花・タバコ・桑の土壌消毒剤1

恥。
争いやな刺激臭がなく、民家の近くで
も安心して使えます。

や広範囲の土壌病害、線虫に高い効果
があります。

●安全|生力確認された使い易い殺虫剤

マリツクズ
乳剤

水和剤

●ボルドーの幅広い効果に安全|生がプラス
された有ｵ舞鴎受菌剤

キノンドー．
水和剤80

水和剤40

実験以
←、〃▲

別

微粒斉リ

必作物の初期生育が旺盛になります。
や粒剤なので簡単に散布できます。

●ボルドー液に混用できるダニ剤

●澄んだ水が太陽の光をまねく.ノ

水田の中期除草剤

のこと
J農学研究序論

農学博士小野小三郎著農業技術協会発行
B6判304頁定価1,600円〒250円

本書は，「農業技術」に延べ32回にわたって連戦した学的なものの考え方などを知るうえに，少なからず参考
ものを一括取りまとめたものです。になるものです。

国立農試で作物の病害研究に専念し，ついで企業の研一主な目次一

究所長として新農薬創製の研究管理に当たり，さらに柚第一部実験以前のこと/I研究における創造性
物病理学会会長を務めた著者が,iそい研究ならびに研究Ⅱ榊想への準附期Ⅲ啓示期Ⅳ研究計画期V

管理生活を通じて，苦しみ，悩みながら研究を進めてき実験期Ⅵ実験周辺の諸問題

た体験にもとづき，創迭的研究とは何か,m造的研究の鋪二部統・実験以前のこと/I研究における個性
過程はどう分けられるか，各過程における間胆点は何袖Ⅱ研究における偶然の役割Ⅲ研究における技
か，それらの処し方はどうすればよいかなどを整理し，術の問題Ⅳ研究における科学史の意茂V研究に
提示したものです。おける明部と暗部
農学・生物学についての研究方法耐としては唯一的な

ものであり，文献も豊富に載せられているので，これら注文は典業技術協会［〒114束京都北区西ケ原1-26-3

の関係の研究者およびその方面に進まれる人述にとってTel03-910-3787振替東水8-176531]または最寄り
貴重な指針になるばかりでなく，一般読者にとっても科の普店経由でお脳いします。
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